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製品を安全に使用していただくために
●本書の取り扱いについて

このマニュアルには、本製品を安全に正しく使用するための重要な情報が記載
されています。本製品を使用する前にこのマニュアルをよくお読みください。
特に、このマニュアルに記載されている「安全上のご注意」は必ずお読みいた
だき、内容をよく理解したうえで本製品を使用してください。
このマニュアルは、お読みになった後も本製品の使用中いつでも参照できるよ
うに、大切に保管してください。富士通は、お客様の生命、身体や財産に被害
を及ぼすことなく安全に使っていただくために細心の注意を払っています。本
製品を使用する際は、このマニュアルの説明にしたがってください。

Microsoft、Windows、MS-DOS、Windows NT、Windows Me、Windows 2000、Windows
XPは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標
です。
NetWareは、米国ノベル社の登録商標です。
TrueTypeフォントは米国Apple Computer社の登録商標もしくは商標です。
その他の製品名、会社名は各社の登録商標または商標です。

本プリンタのソフトウェアには、the Independent JPEG Groupで作成されたコー
ドの一部を利用しています。

紙幣、有価証券などをプリンタで印刷すると、その印刷物の使用如何に拘わらず、
法律に違反し、罰せられます。
関連法律
　　刑法　第148条、第149条、第162条
　　通貨及証券模造取締法　第1条、第2条等

All Rights Reserved, Copyright FUJITSU LIMITED 2003

画面の使用に際して米国Microsoft Corporationの承諾を得ています。



●ＶＣＣＩ適合基準について

●電源の瞬時低下について

（社団法人 電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示）

●電源高調波について

●国際エネルギースタープログラムについて

本製品は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラ
スB情報技術装置です。本製品がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用さ
れると、受信障害を引き起こすことがあります。
本製品は、マニュアルに従って正しい取り扱いをしてください。

本製品は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがありま
す。電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されること
をお勧めします。ただし、ページプリンタは突入電流が大きいため、その仕様を
満足する交流無停電電源装置等をご使用ください。

本製品は、高調波ガイドライン適合品です。

当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者として本
製品が国際エネルギースタープログラムの対象製品に関する基
準を満たしていると判断します。



●本製品のハイセイフティ用途での使用について

●リサイクル部品の使用について

本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用などの一般的用途
を想定したものであり、ハイセイフティ用途での使用を想定して設計・製造され
たものではありません。
お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことな
く、本製品を使用しないでください。
ハイセイフティ用途とは、以下の例のような、極めて高度な安全性が要求され、
仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命・身体に対する重大な危険性を伴
う用途をいいます。
・原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸
送システムにおける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システムに
おけるミサイル発射制御など

地球環境への配慮から本製品には一部リサイクル部品を使用しています。
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はじめに
このたびは、弊社のページプリンタXL-2200をお買い求めいただきまして、誠
にありがとうございます。
本プリンタは、最大18枚/分（A4サイズ）の印刷が可能なページプリンタです。
本書では、プリンタ装置の設置や取り扱いに関することがらと、プリンタドラ
イバなどのソフトウェアに関することがらについて説明しています。
本書にしたがって正しい取り扱いをし、本プリンタを有効にご利用ください。

2003年6月

本文中の略語について
Microsoft® Windows® 95 operating system/Microsoft® Windows® 98 

operating systemは、本文中ではWindows 95/Windows 98と表記しています。

Microsoft® Windows® Millennium Editionは、本文中ではWindows Meと表記

しています。

Microsoft® Windows NT® Workstation operating system Version 4.0およ

びMicrosoft® Windows NT® Server operating system Version 4.0は、本文
中ではWindows NT4.0と表記しています。

Microsoft® Windows® 2000 ProfessionalおよびMicrosoft® Windows® 2000 
Serverは、本文中ではWindows 2000と表記しています。

Microsoft® Windows® XP ProfessionalおよびMicrosoft® Windows® XP 
Home Editionは、本文中ではWindows XPと表記しています。
※「Windows 98およびWindows Me」は「Windows 98/Me」、「Windows 2000お
よびWindows Me 」は「Windows 2000/Me」、「Windows 95、Windows 98および
Windows Me」は「Windows 95/98/Me」、「Windows 98、Windows Meおよび
Windows 2000」は「Windows 98/Me/2000」、「Windows 2000およびWindows 
NT4.0」は「Windows 2000/NT4.0」、「Windows 2000およびWindows XP」は
「Windows 2000/XP」、「Windows NT4.0、Windows 2000およびWindows XP」は
「Windows NT4.0/2000/XP」、「Windows Me、Windows 2000およびWindows XP」
は「Windows Me/2000/XP」、「Windows 95、Windows 98、Windows Me、
Windows 2000およびWindows NT4.0」は「Windows 95/98/Me/2000/NT4.0」、
「Windows 95、Windows 98、Windows Me、Windows NT4.0、Windows 2000およ
びWindows XP」は「Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP」と略記しています。
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●警告表示マークについて
本書では、製品を安全にかつ正しくお使いいただき、あなたや他の人々に加え
られる恐れのある危害や損害を未然に防止するために、次のような表示をして
います。

この表示を無視して誤った取り扱い
をすると、人が死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容を示してい
ます。

この表示を無視して誤った取り扱いを
すると、人が損害を負う可能性が想定さ
れる内容、および物的損害のみが想定さ
れる内容を示しています。

絵記号の例とその意味

△で示した記号は、警告、注意を促す事項であることを告げる
ものです。記号の中には、具体的な警告内容を表す絵（左図の
場合は感電注意）が描かれています。

で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であるこ
とを告げるものです。記号の中やその脇には、具体的な指示内
容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

●で示した記号は、必ずしたがっていただく内容であることを
告げるものです。記号の中には、具体的な指示内容（左図の場
合は電源プラグをコンセントから抜いてください）が描かれて
います。

警告� 注意�

○�
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安全上のご注意
プリンタの設置および移動時のご注意

プリンタの上に「花びん、植木鉢、コップ」などの水の入った容器、金
属物を置かないでください。

感電・火災の原因となります。

湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に
置かないでください。

感電・火災の原因となります。

電源プラグは、交流100V、15A専用コンセント以外には差し込まないで
ください。たこ足配線をしないでください。

感電・火災の原因となります。本プリンタの定格電源は100V、7Aと
なっています。

添付の電源コード以外は使用しないでください。
感電・火災の原因となります。

プリンタや他の機器の電源コードの上にプリンタをのせないでください。
電源コードが傷つき、感電、火災、故障の原因となります。

ストーブやヒーターなどの発熱器具に近い場所、アルコール、シンナー、
ガソリンなど揮発性可燃物やカーテンなどの燃えやすいものの近くに
はプリンタを設置しないでください。

火災の原因となります。

延長コードは、定格（125V、15A）未満のものは使用しないでください。
特に容量不足の延長コードは絶対に使用しないでください。

異常な発熱や火災の原因となります。

次のようなところには、絶対にアース線を接続しないでください。
・ガス管（引火や爆発の危険があります。）
・電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合
があり危険です。）

・水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアー
スの役目を果たしません。）

梱包に使用しているビニール袋はお子様が口に入れたり、かぶって遊ん
だりしないよう、ご注意ください。

窒息の原因となります。

警告�
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風呂場、シャワー室などの水場に置かないでください。
感電・火災の原因となります。

本プリンタに添付されている平行2ピン(アース線付き)の電源コード
を使用してください。アースは、次のいずれかに必ず取り付けてくださ
い。
・電源コンセントのアース線
・銅片などを650mm 以上地中に埋めたもの
・接地工事（第3種）を行っている接地端子

アース接続しないで使用すると、万一漏電した場合に、火災・感電の
原因となります。

プリンタケーブルおよびオプション製品の取り付け、取り外しを行うと
きは、必ずプリンタ本体および接続されている機器の電源スイッチを切
り、電源プラグをコンセントから抜いた後に行ってください。

感電の原因となります。

オプション機器を接続する場合には、当社推奨品以外の機器は接続しな
いでください。

火災や感電または故障の原因となります。

近くで雷が起きたときは、電源コードをコンセントから抜いて、雷がお
さまるのを待ってください。

入れたままにしておきますと、雷によっては機器を破壊し、火災の原
因となります。

警告�
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直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放
置しないでください。

高温によりカバーなどが過熱、変形、溶解する原因となったり、プリ
ンタ内部が高温となり、火災の原因となることがあります。

プリンタの側面、背面および上面には通風口があります。プリンタは壁か
ら1,000mm 以上離して設置し、通風口の上にはものを置かないでください。

通風口をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがありま
す。プリンタの操作および消耗品類の交換、日常の点検など、プリン
タを正しく使用し、プリンタの性能を維持するために、下図の設置ス
ペースを確保してください。
プリンタの上部には、日常の操作に必要な600mm以上のスペースを確
保してください。

プリンタの上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えない
でください。

バランスが崩れて倒れたり、落下してけがの原因となることがあります。

振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。
落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。

オプション類の装着、取り外しを行う際は、指定された場所以外のネジ
は外さないでください。

指定された場所以外のネジを外すと、けがの原因または故障の原因と
なることがあります。

注意�

500mm200mm

200mm

1000mm
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プリンタは、重さ約20kg（すべてのオプション品および消耗品、用紙
を含む）に耐えられる丈夫で水平な場所に設置してください。

プリンタの転倒などによりけがの原因となることがあります。

プリンタを移動する場合は、トナーカートリッジを取り外さないでくだ
さい。

トナーカートリッジの内部にあるトナーがこぼれるなど故障の原因
となることがあります。

プリンタを移動する場合は、プリンタ正面に向かって、左右両側の底面
にあるくぼみを両手でしっかり持って運んでください。

それ以外の箇所を持って移動すると落下などによりけがの原因とな
ることがあります。

プリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてく
ださい。また、接続ケーブルなどもはずしてください。作業は足元に十
分注意して行ってください。

電源コードが傷つき、火災や感電の原因となったり、本プリンタが倒
れたりしてけがの原因となることがあります。

注意�
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プリンタ使用時のご注意

プリンタに水をかけたり、濡らしたりしないでください。
火災・感電の原因となります。

開口部（通風口など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を
差し込んだり、落とし込んだりしないでください。

火災・感電の原因となります。

電源コードを傷つけたり、加工しないでください。
重いものを載せたり、引っぱったり、無理に曲げたり、ねじったり、
過熱したりすると、電源コードを傷め、火災や感電の原因となります。

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるい
ときは使用しないでください。

そのまま使用しますと、火災・感電の原因となります。修理にはご購
入元または「ハードウェア修理相談センター」（289ページ）にご連絡
ください。

異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。
故障の修理は、ご購入元または「ハードウェア修理相談センター」（289
ページ）にご連絡ください。
そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。

カバーを外した状態でコンセントを差したり、電源を入れたりしないで
ください。

感電・火災の原因となります。

プリンタの近くで強燃性スプレーを使用しないでください。
火災の原因となります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。
感電の原因となります。

警告�
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ネジで固定されているパネルやカバーなどは、取扱説明書で指示された
箇所以外絶対に開けないでください。内部の点検、修理はご購入元また
は「ハードウェア修理相談センター」（289ページ）にご連絡ください。

内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となったり、レーザー光
漏れにより失明するおそれがあります。

プリンタを改造したり、部品を変更して使用しないでください。
感電・火災の原因となります。

電源プラグの金属部、およびその周辺にほこりが付着している場合は、
乾いた布でよく拭いてください。

そのまま使用すると、火災の原因となります。

取り外したカバー、キャップ、ネジ等は、小さなお子様が誤って飲むこ
とがないように、小さなお子様の手の届かないところに置いてくださ
い。

万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してください。

万一、プリンタから発熱や煙、異臭や音がするなどの異常が発生した場
合は、ただちにプリンタ本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源プ
ラグをコンセントから抜いてください。
煙が消えるのを確認して、ご購入元または「ハードウェア修理相談セン
ター」（289ページ）に修理をご依頼ください。お客様自身による修理
は危険ですから絶対におやめください。

異常状態のまま使用すると、感電・火災の原因となります。

万一、異物（金属片、水、液体など）が内部に入った場合は、ただちに
プリンタ本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜い
てください。その後、ご購入元または「ハードウェア修理相談センター」
（289ページ）にご連絡ください。

そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。

プリンタを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンタ本体の
電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。そ
の後、ご購入元または「ハードウェア修理相談センター」（289ページ）
にご連絡ください。

そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。

警告�
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電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜い
てください。

電源コードを引っぱると電源コードの芯線が露出したり、断線したり
して、火災・感電の原因となることがあります。

使用中のプリンタは布などでおおったり、包んだりしないでください。
熱がこもり、火災の原因となることがあります。

プリンタの電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししな
いでください。

プラグが変形し、発火の原因となることがあります。

プリンタの内部には磁気を帯びたマグネット類を近づけないでくださ
い。

プリンタが動作状態になる場合があり、けがの原因となることがあり
ます。

電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。
火災・故障の原因となることがあります。

つまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が残らないようす
べて取り除いてください。

紙片が残ったままになっていると火災の原因となることがあります。
なお、定着器やローラ部に用紙が巻き付いているときは無理にとらな
いで、直ちに電源を切り、ご購入元または「ハードウェア修理相談セ
ンター」（289ページ）にご連絡ください。

つまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、鋭利部に触れない
よう注意してください。

けがの原因となることがあります。

つまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、ネクタイやネック
レスなどがプリンタ内部に巻き込まれないように注意してください。

けがの原因となることがあります。

注意�
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「高温注意」を促すラベルが貼ってある箇所（定着器やその周辺）には、
絶対に触れないでください。

やけどの原因になることがあります。

1カ月に一度はプリンタの電源を切り、次のような点検をしてください。
・電源プラグが電源コンセントにしっかり差しこまれていますか。
・電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどがありませんか。
・電源プラグやコンセントに細かいホコリがついていませんか。
・電源コードにき裂や擦り傷などはありませんか。
・アース線は取り付けられていますか。

なお、異常がある場合はご購入元または「ハードウェア修理相談セン
ター」（289ページ）までご連絡ください。

長期間、プリンタを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコ
ンセントから抜いてください。

感電・火災の原因となることがあります。

プリンタの清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを
切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

電源スイッチを切らずにプリンタの清掃や保守を行うと、やけどや感
電の原因となることがあります。

用紙排出部のローラが作動しているとき作動部には触れないでくださ
い。

指を挟み、けがをする原因となることがあります。

注意�
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カートリッジ類の取り扱い上のご注意

トナーカートリッジを火中に投入しないでください。
火中に投入すると、トナー粉がはねて、やけどの原因となります。
使用済みのトナーカートリッジは、回収サービス（137 ページ参照）
をご利用ください。

プロセスカートリッジを火中に投入しないでください。
火中に投入すると、トナー粉がはねて、やけどの原因となります。
使用済みのプロセスカートリッジは、回収サービス（137 ページ参照）
をご利用ください。

トナーは目や口に入らないように注意してください。
トナーカートリッジの交換時などに、トナーが手に付いた場合は速や
かに洗い落としてください。万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と
相談してください。

トナーカートリッジを保管する場合は、小さなお子さまがトナーを誤っ
て飲むことがないように、小さいお子さまの手の届かないところに置い
てください。

万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してください。

警告�
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本製品のマニュアル
本プリンタでは、次のマニュアルを用意しています。目的に合わせてご利用くださ
い。なお、PDFファイルで提供しているマニュアル(ネットワークガイド）は、画面
に表示したり、印刷したりする場合に、Adobe Acrobat Readerが必要です。プリン
タに同梱されているプリンタソフトウェアCD-ROMから、必要に応じてお使いのパソ
コンにAdobe Acrobat Readerをインストールしてください。

「Acrobat Reader をインストールする」（xviiページ）を参照

●マニュアルの種類

『XL-2200 設置ガイド』
同梱品のご案内と箱を開けてから印刷できるまでの設置手順を簡単に紹介していま
す。まず、このマニュアルを見て同梱品を確認し、本プリンタを設置してください。

『XL-2200 取扱説明書』(本書)

プリンタ本体の設置とオプション品の取り付けかた、必要なソフトウェアのインス
トール方法などを説明しています。
また印刷を行うための基本的な操作やサプライ品の交換、困ったときの対処方法な
ど、日常プリンタを使用するうえで必要な事柄についても説明しています。

『XL-2200 ネットワークガイド』（PDF）

このマニュアルは、同梱のプリンタソフトウェアCD-ROMにPDFファイル
（NetworkGuide.pdf）として収録されています。
ネットワークプリンタとして使用する場合の設置と操作、および印刷できる環境を
整えるまでの手順をネットワーク環境別に詳しく説明しています。

『オンラインヘルプ』
「オンラインヘルプ」では、プリンタドライバのプロパティ、および添付ソフトウェ
アの各機能について説明しています。ヘルプを表示させるには、ダイアログボック

スに表示される をクリックし、説明を表示させたいボタンや項目上でクリックす
るか、 ボタンをクリックします。

『用紙について』
サプライ品以外の用紙をご使用になる場合はこのマニュアルを参照し、本プリンタ
に適した用紙を選択してください。
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●マニュアルの使いかた
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その他、取扱説明書「こんなときには」（225ページ）を参照

120

138

224

112

「第6章 Printia LASER Internet Service」を参照�
Webブラウザでプリンタの状態を確認したい。�
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ネットワーク環境で使用する
本プリンタをネットワークにつなげると、次のような機能を利用できます。
ネットワーク環境でご使用になる場合の詳細は、プリンタソフトウェアCD-ROM
に収録された『XL-2200 ネットワークガイド』を参照してください。

本プリンタをネットワークプリンタとして使用する場合は、
オプションのプリンタLANカードをプリンタに取り付ける必
要があります。

XL-2200 ネットワークガイドの目次

はじめに
本文中の略語について
本書の構成
本書の表記
ネットワーク接続の設定手順の概要
第1章 ネットワークプリンタの設定

使用できる環境
プリンタLANカードを設定する
IPアドレスを設定する
アドレス以外を設定する

第2章 プリンタドライバ（ローカル接続）のインストール
ローカルプリンタとしてプリンタドライバを設定する

第3章 ネットワークソフトウェアの使用
ネットワーク環境で使用する
プリンタ側の設定を行う
パソコン側の設定を行う

第4章 プリンタ共有の設定
Windows 95/98/Meのとき
Windows NT4.0のとき
Windows 2000/XPのとき

第5章 インターネット印刷の設定
インターネット印刷を利用する
印刷先の設定とプリンタドライバのインストールを行う

第6章 Printia LASER Internet Service
Printia LASER Internet Serviceの概要
Printia LASER Internet Serviceを利用する

第7章 ネットワーク利用時のトラブル対処方法
プリンタ設置時のトラブル
プリンタ使用時のトラブル
Printia LASER Internet Service使用時のトラブル
メールの受信時のトラブル
エラー情報

Internet Services（インターネットサービス）�
を利用するとプリンタの状態や、印刷の進み�
具合などを確認したり、設定を変更したりで�
きます。�

プリンタを複数のパソコンで共有できます。�

 XL-2200ネットワークガイド�
「第１章 ネットワークプリンタの設定」を参照�

エラーやワーニングに関する情報は、�
プリンタからシステム管理者宛に電子メール
で通知されます。�

 XL-2200ネットワークガイド�
「第6章 Printia LASER Internet Service」を参照�

 XL-2200ネットワークガイド�
「第6章 Printia LASER Internet Service」を参照�
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オンラインヘルプの見かた
本プリンタが提供するオンラインヘルプでは、プロパティ画面で設定できる項
目のより詳しい説明などが記載されています。また、わからない項目の説明だ
けを表示する機能もついており、ご使用状況または調べたい内容に合わせて、
取扱説明書と使い分けてください。

オンラインヘルプは、プロパティ画面右上の をクリックし、続けて詳細を知

りたい機能の項目をクリックするか、右下の をクリックして表示しま
す。

「プロパティ画面について」（191ページ）を参照
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オンラインマニュアルの見かた
ネットワークガイドは、PDF形式のオンラインマニュアルとして添付の
プリンタソフトウェアCD-ROMに収録されています。
PDFファイルの内容を参照するには、「Acrobat Reader」というソフト
ウェアが必要です。お使いのパソコンに「Acrobat Reader」がインス
トールされていない場合は、本プリンタ添付のプリンタソフトウェア
CD-ROMからインストールしてください。

▼Acrobat Reader をインストールする

オンラインマニュアルの表示や印刷をするためには、お使いのパソコン
にAcrobat Reader (4.05Jまたはそれ以降）があらかじめインストール
されていることが必要です。
添付のプリンタソフトウェアCD-ROMから次の手順でAcrobat Reader
4.05Jをインストールすることができます。

1 添付のプリンタソフトウェアCD-ROMをパソコンのCD-ROMド
ライブにセットする

2 CD-ROM の「Acrobat」フォルダにある「Ar405cjpn.exe」を
エクスプローラから実行し、インストールする

画面の指示にしたがってインストールを行ってください。

・ Acrobat ReaderはPDF（Portable Document Format）形式
のファイルを閲覧・印刷するソフトウェアです。Acrobat
Reader 4.05Jは、アドビシステムズ社よりライセンスさ
れ、無償配布するものです。

・ 最新版のAcrobat Readerの入手方法およびその他情報に
つきましては、アドビシステムズ社にお問い合わせくだ
さい。
アドビシステムズ社 URL：http://www.adobe.co.jp
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▼ネットワークガイドを見る

オンラインマニュアルは、Acrobat Readerがインストールされたパソ
コンから次の手順で表示します。

1 添付のCD-ROMをパソコンのCD-ROMドライブにセットする

2 CD-ROMの「Manual」フォルダにある「NetworkGuide.pdf」
をエクスプローラから実行する

メニューバー�
プルダウンメニューか
らさまざまな操作を行
うことができます。�

ツールバー�
ボタンをクリックす
るだけで、拡大など
の操作が行えます。�

サムネール�
ページ全体のイメー
ジです。�
ツールバーにある[サ
ムネールとページ]ボ
タンを選択すると、
表示されます。�
しおり機能が設定さ
れている場合は、サ
ムネールの代わりに
しおりを表示するこ
ともできます。�

表示倍率�
任意の倍率を入力するか、
プルダウンメニューから選
択して画面の表示倍率を変
更できます。�

用紙方向と用紙サイズ�
通常は、ファイルの用紙方向
と用紙サイズが表示されてい
ます。ここをクリックすると
、ページの表示方法を変更で
きます。「見開きページ」を
選択すると、ページを見開き
で表示できます。�

ページ指定�
任意のページを表
示させることがで
きます。�
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本書の構成
本書は、プリンタを設置し、印刷できるようにするまでを説明する「セット
アップ編」と、プリンタをご使用中に必要となる内容を詳しく説明する「運用
編」から成ります。
「セットアップ編」と「運用編」には、次の内容が記載されています。

【セットアップ編】

【運用編】

目　次 内　容

第1章 お使いになる前に プリンタを使用する前に知っておいていただき
たいことがらについて説明します。

第2章 プリンタの設置 プリンタを設置する際の留意事項や、設置手順
について説明します。

第3章 外部との接続 プリンタをパソコンまたはLANに接続する方法
や、ケーブル類の接続について説明します。

第4章 プリンタドライバの
インストール

パソコンとのローカル接続でプリンタドライバ
をインストールする手順について説明します。

第5章 プリンタ共有の設定 プリンタドライバをインストールしたパソコン
（サーバ）からのみ印刷可能なプリンタを、他
のパソコン（クライアント）からもサーバ経由
で使用するために必要な設定について説明しま
す。

目　次 内　容

第6章 用紙について プリンタで使用できる用紙に関する説明と、用
紙のセットのしかたについて説明します。

第7章 日常のメンテナンス プリンタを使用していると必要になることがら
について説明します。

第8章 オペレータパネルの
操作

液晶ディスプレイに表示される内容と、オペ
レータパネルの操作のしかたについて説明しま
す。

第9章 プリンタドライバの
設定/印刷

プリンタドライバの設定項目および設定方法に
ついて説明します。

第10章 こんなときには 故障が発生したと思われるときや紙づまりのと
きの処置のしかたについて説明します。

付　録 プリンタの仕様やコマンドの一覧など、補助的
に必要となることがらについて説明します。
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本書の表記
本書では、説明する内容により、以下の用語を使用しています。

本プリンタを正しく使っていただくための依頼事項を説明
しています。
操作する前に必ずお読みください。

本プリンタを使う際に参考にしていただきたい内容を説明
しています。
必要に応じてお読みください。

参照するマニュアルの種類と参照先を記載しています。

本プリンタ添付のプリンタソフトウェアCD-ROMに収められ
ている『XL-2200ネットワークガイド』内の参照先を示しま
す。
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第1章
お使いになる前に

この章では、プリンタを使用する前に知ってお
いていただきたいことについて説明します。

製品を確認する .............................4
本プリンタの特長 ...........................5
CD-ROMの内容...............................6
各部の名称と機能 ...........................7



第1章    お使いになる前に

4

製品を確認する
本プリンタは、添付品とともに梱包材で保護し、梱包してあります。梱
包箱から取り出して、製品が揃っていることを確認してください。万
一、不良品や不足品がありましたら、ご購入元にご連絡ください。

･ 移転などプリンタを運搬する可能性がある場合は、梱包
箱を保管しておくと便利です。

･ 本プリンタは他のXLシリーズ・プリンタと比べた場合、装
置や機能の名称が一部異なりますのでご了承ください。

本プリンタには、パソコンとの接続ケーブル(プリンタケー

ブル、プリンタUSBケーブル、プリンタLANケーブル)は添

付されていません。
パソコンに添付されているケーブルか別売ケーブルをお使

いください。

XL-2200設置ガイド�

トナーカートリッジ�

プロセスカートリッジ�

電源コード�

プリンタ本体�

プリンタソフトウェア�
CD-ROM

用紙について�XL-2200�
取扱説明書�
（本書）�

ドキュメントパック�
梱包箱�

標準給紙カセット*

保証書（梱包箱に貼付）�XL-2200設置ガイド�

*：本プリンタに取り付けられています。�

用紙について�

取扱説明書�



第1章    お使いになる前に

5

1

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
編

本プリンタの特長
1 高い印刷品質

モノクロ18枚/分の印刷（A4縦連続印刷時）、および600×1200dpiの高解像度印刷
が可能です。

2 優れた拡張性

拡張給紙ユニット(オプション)および給紙トレイ(オプション)を取り付けると、
異なったサイズの用紙を3種類まで同時にセットしたり、最大850枚(拡張給紙ユ
ニット、給紙トレイ取り付け時)の用紙をセットしたりできます。

3 高機能なプリンタドライバのサポート

Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP日本語版に対応し、高品位な画像を鮮明、かつ高
速に印刷します。
マルチページ（N-UP）/ウォーターマーク/トナーセーブ等の多様な印刷機能に対応
しています。

4 多様な用紙サイズに対応

はがき、A6～A4サイズ、不定形サイズ（90×145mm～215.9×297mm）までさまざま
な用紙サイズに対応しています。

5 省エネ・低ランニングコストを実現

･ スリープモードを採用し、節電モード時10Wの低消費電力を実現しました。（エナ
ジースター取得）
･ トナーセーブ/マルチページ印刷機能により、ランニングコストを低減できます。
･ トナーカートリッジとプロセスカートリッジを別々に交換し、回収トナーを出さ
ない現像方式としています。
･ 省電力でシンプルな構造のDigital LEDヘッドを採用し、エンジンの小型化と部品
点数の低減を実現しています。

6 接続インタフェースの多様化

･ USB2.0インタフェースを標準で装備しています。
･ オプションのプリンタ LAN カードを実装することでネットワークプリンタとして
利用できます。

7 各種ネットワークサービスへの対応

TCP/IP(lpr,IPP,HTTP,DHCP)、UDP/IP(SNMP)をサポートし、Webブラウザからプリン
タの状態監視/設定変更が可能(Printia LASER Internet Service)になりました。
また、プリンタステータスをEメールにて通知可能です。（E-Mailサービス）
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CD-ROMの内容
本プリンタには、「Printia LASER プリンタソフトウェア」CD-ROMが同
梱されています。この中に収められているおもなファイルは、次のとお
りです。

Acrobat Reader V4.05�
LPRユーティリティ�
「HyperPrint」お試し版�
「XL-2200ネットワークガイド」のPDFマニュアル�
「RepoAgent」お試し版��
XL-2200ドライバ用フォルダ�
・Windows 2000用プリンタドライバ（V1.0.0）�
・Windows NT4.0用プリンタドライバ（V1.0.0）�
・Windows 95/98/Me用プリンタドライバ（V1.0.0）�
・Windows XP用プリンタドライバ（V1.0.0）�
CD-ROM全体のREADMEファイル�
プリンタソフトウェア用のインストーラ�
�
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各部の名称と機能
本プリンタの主要各部の名称と機能について説明します。

■前面

■背面

オペレータパネル�

操作に必要なスイッチとメッ
セージが表示される液晶ディ
スプレイがあります。�

トップカバー�

用紙サポータ�

スタッカプレート�
（フェイスダウン）�

排出された用紙を受けます。
印刷面を下にして排紙させ
るときに使用します。�

オープンボタン�

トップカバーを開けるため
のボタンです。�

電源スイッチ�

電源の投入、切断
を行います。� ディンプルマーク�

トップカバーを閉じるとき、�
この部分を押すとロックされます。�

スタッカプレート�
（フェイスアップ）�

排出された用紙を受けま
す。用紙の印刷面を上に
して排出させるときや、
はがきなどの厚紙を使う
ときに使用します。�

用紙残量表示�

トレイ内の用紙の量を表示
します。�

用紙サポータ�

STATUS 10M

PARALLEL

100M TEST

電源コードコネクタ�

電源コードを接続する
ためのコネクタです。�

通風口�

プリンタ内部の過熱を防
ぐために熱を逃がします。�

インタフェース部�

パソコンと接続するため
のコネクタです。�

拡張給紙ユニット接続コネクタ�

オプション品の拡張給紙ユニットを
接続するためのコネクタです。�

給紙トレイ接続コネクタ�

オプション品の給紙トレイを
接続するためのコネクタです。 

プリンタLANケーブルコネクタ（オプション）�

パラレルインタ�
フェースコネクタ�
（標準）�

USBインタ�
フェースコネクタ�
（標準）�
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■内部

LEDヘッド�

感光ドラムに印刷する文字
を書き込みます。�

トップカバー*�

プリンタ内を保護してい
ます。また、印刷面を下
にして排出された用紙を
受けます。�

定着器�

トナーを熱で用紙に定着さ
せます。�

プロセスカートリッジ�

感光ドラムに書き込まれた文字
にトナーを付着させます。プロ
セスカートリッジはサプライ品
です。�

手差しトレイ�

手差し印刷をするときに、
用紙を差し込みます。�

標準給紙カセット�

印刷する用紙をセット
します。�

トナーカートリッジ�

印刷に必要なトナーが入っています。�
中のトナーがなくなったら、トナー
カートリッジを交換します。トナー
カートリッジはサプライ品です。�

アクセスカバー�

定着器の排出部に用紙
がつまった場合に本カ
バーを開けて用紙を取
り出します。�

ロックレバー�

アクセスカバーを開ける場合に本レバー
を下に押して引き出します。�

取り出し棒�

排出部につまった用紙を指
でうまく取り出せない場合
に使用します。�

*：トップカバーを閉じるときは、トップカバー上面のディンプルマークを押してください。�
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設置上のお願い
安全に快適にプリンタをご利用いただくために、安全上のご注意ととも
に、以下の点に注意して設置してください。
● いつも良い状態でご使用いただける環境範囲は次のとおりです。

温度　10～32℃　　湿度20～80％（結露しないこと）
湿度80％のときは温度18～27℃、温度10℃のときは湿度73％以下、
温度32℃のときは湿度54％以下でご使用ください。
冷えきった部屋を暖房器具などで急激に暖めると、製品の内部に水
滴が付着し部分的に印刷できない場合があります。室温になじませ
てから使用してください。

● プリンタの24時間運用や無人運用をする場合は、不慮の事故に対す
る安全性を高める必要から、適切な防災対策（耐震対策、煙探知機、
温度センサなど）が施された場所に設置してください。
また、防災管理者（警備員、管理人など）が建物内に待機している
ことも必要です。

　

警告 感　電 ・電源コンセントは本プリンタ専用にお使いくだ
さい。
1 つの電源コンセントを本プリンタ専用にしてく
ださい。複写機やエアコンなど消費電力の大きな
機器や電気的ノイズを発生する機器と同じコン
セントから電源を取ると、電圧降下によるパソコ
ンの誤動作、データ消失のおそれがあります。
電源プラグは、定格電圧100Vで、定格電流15A以
上のコンセントに単独で差し込んでください。ま
た、たこ足配線をしないでください｡
発熱による火災や感電のおそれがあります｡なお､
本プリンタの定格電源は、100V､7Aです｡

・プリンタを10°以上傾けないでください。
転倒などによりけがの原因となることがありま
す。

・プリンタや他の機器の電源コードの上にプリン
タをのせないでください。
電源コードが傷つき、感電、火災、故障の原因と
なります。
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● ラジオの雑音、テレビ画面のチラツキやゆがみなど電波障害や磁界
障害が発生する場合は、本プリンタの電源を切ってこれらの障害が
なくなるかどうか確認してください。電源を切ると障害がなくなる
ようであれば、次の方法を組み合わせて障害を防止してください。
・本プリンタとラジオやテレビ双方の距離を離してみる。
（特に磁界障害が発生した場合は、プリンタから20cm以上離すよう
にしてください。）

・本プリンタとラジオやテレビ双方の位置や向きを変えてみる。
・本プリンタとラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えて
みる。

・受信アンテナやアンテナ線の配置を変えてみる。（アンテナが屋外
にある場合は電気店にご相談ください。）

・ラジオやテレビのアンテナ線を同軸ケーブルに変えてみる。

－超音波加湿器をご使用のお客様へ－

超音波加湿器をご使用の際に、水道水や井戸水をご使用に
なりますと、水中の不純物が大気中に放出され、プリンタ

の内部に付着して画像不良の原因となります。ご使用の際

には、純水など不純物を含まない水のご使用をお勧めしま
す。
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プリンタの寸法および設置スペース
装置の外形寸法を示します。設置のときに参考にしてください。

■上面図

■側面図（標準）

355mm

260mm
213mm

78mm

200mm

395mm

607.5mm

135.5mm
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■側面図（給紙トレイと拡張給紙ユニット装着時）

注意 火　災 製品の側面および背面には通風口があります。通風
口をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となる
ことがあります。また、製品の操作、消耗品の交
換、および日常の点検など、製品を正しく使用し、
製品の性能を維持するために、上図の設置スペース
を確保してください。

377mm

770mm

342mm 317mm



第2章    プリンタの設置

14

■設置スペースについて

警告 感  電 プリンタの側面および背面には通気口があります。
プリンタは壁から500mm以上離して設置してくださ
い。通気口をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原
因となることがあります。
また、プリンタの操作および消耗品類の交換、日常
の点検など、本製品を正しく使用し、機械の性能を
維持するために、下図の設置スペースを確保してく
ださい。
プリンタの上部には日常の操作に必要な600mm以上
のスペースを確保してください。

プリンタ本体の設置スペース(幅×奥行×高さ)
1895×755×260mm

約607.5mm

約135.5mm

395mm

355mm

約77mm

500mm

200mm

200mm

1000mm

約600mm
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設置手順
プリンタは、次の手順で設置してください。

▼梱包品を確認する

製品がすべて揃っていることを確認してください。
梱包されている製品は、「製品を確認する」（4ページ）に記載してあり
ます。

▼プリンタを設置する

プリンタを設置場所に移動します。設置場所については、XL-2200設
置ガイドを参照してください。

▼保護具を取り外す

1 プリンタ前部の保護テープ（2ヵ所）をはがします

乾燥剤とフィルムもいっしょに取り除きます。

注意 故　障 保護テープを付けたままプリンタを使用すると、故
障の原因になります。

保護テープ�

乾燥剤�

フィルム�
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カートリッジを取り付ける
本プリンタは、未使用のプロセスカートリッジがプリンタ本体に取り付
けられています。
本プリンタを使用する前に、必ずプロセスカートリッジおよびトナー
カートリッジを取り出し正しく取り付け直してください。

1 オープンボタンを押し、
トップカバーを開く

2 プロセスカートリッジの
手前側（スポンジ側）を
少し持ち上げ、そのまま
静かに上に取り出す

3 プロセスカートリッジの
中央部を手でしっかり押
さえ、保護シートを矢印
の方向に引き抜く

透明フィルムも一緒に取り除き
ます。（透明フィルムは、保護シー
トにテープで留めてあります。）

4 スポンジをとめている
テープ（3ヶ所）をはがし、
スポンジを取り外す

スポンジは不燃物として処理
してください。

プロセス�
カートリッジ�

オープン�
ボタン�

保護シート�

スポンジ�

 透明フィルム�

テープ�
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5 左右のガイドを本体の溝
に合わせ、2と逆の手順で
プロセスカートリッジの
前方を少し下向きにし
て、左右のガイドポスト
を本体のガイド溝に合わ
せてはめ込む。次に手前
側を下向きに回転させ、
プリンタ本体にカチッと
はまるようにセットする

6 トナーカートリッジを包
装袋から取り出し、図の
ように縦と横に数回振る

7 トナーカートリッジを水
平にして、テープをゆっ
くりとはがす

・感光ドラム（緑の筒の部分）は、非常に傷つきやすいた

め、絶対に手を触れないでださい。

・プロセスカートリッジは、直射日光や強い光（約1500ル
クス以上）に当てないでください。また、室内の照明の

下でも5分間以上は放置しないでください。

ガイドポスト�

ガイドポスト�

ガイド溝�

トナーカートリッジ�

テープ�
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8 テープをはがした面を下
にしてトナーカートリッ
ジの左側のガイドをプロ
セスカートリッジのカー
トリッジ押さえの下に入
れる。トナーカートリッ
ジ右側の溝をプロセス
カートリッジのカート
リッジガイドの突起にあ
わせ、水平にしっかりと
押さえ込む

9 トナーカートリッジが浮
き上がらないように上の
面を手で支えながら、右
側のノブを矢印方向に止
まるまで回す

10トップカバーを閉じる

･ トナーカートリッジの交換または取り付け後に、「トナー
ロー」または「トナー　コウカン」表示が消えないこと
がありますが、故障ではありません。この場合、トップ
カバーの開閉を行い、プリンタのモータが動作後、「ト
ナーロー」または「トナー　コウカン」の表示が消える
ことをご確認ください。
5～6回、トップカバーの開閉を行い、プリンタのモータ
が動作しても、「トナーロー」または「トナー　コウカン」
表示が消えないときは、トナーカートリッジをセットし
直してください。 

･ トナーカートリッジが正しく固定されていない場合、印
刷品質が低下することがあります。

･ トップカバーを閉じるときは、トップカバー上面の手前
左側（小さな丸い刻印があるところ）を押してください。

溝�

カートリッジ�
ガイド�

ノブ 
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用紙をセットする
給紙カセットや給紙トレイに用紙をセットする方法や使用できる用紙
については、「第6章 用紙について」（111ページ）を参照してください。
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拡張給紙ユニット（オプション品）を
取り付ける

オプションの拡張給紙ユニットを購入している場合は、ここでプリンタ
本体に取り付けます。標準カセットと合わせて最高750枚の用紙をセッ
トして、使用できるようになります。

1 プリンタの電源が切れて
いることを確認する

電源スイッチが〔○〕側に倒れて
いることを確認します。

警告 感　電 ・拡張給紙ユニットを取り付けたり、取り外したり
するときは、電源スイッチが切れている（〔○〕側
に倒れている）ことを確認し、電源プラグをコン
セントから抜いた後に行ってください。
感電または故障の原因となります。

・拡張給紙ユニットは、当社推奨品以外は接続しな
いでください。
感電や火災または故障の原因となります。

注意 け　が ・拡張給紙ユニットの金属部分に手を触れる場合
は十分に注意してください。手を傷つけるおそれ
があります。

・プリンタ本体と拡張給紙ユニットの間に指をは
さまないように注意してください。けがの原因と
なることがあります。

・拡張給紙ユニットの取り付け、取り外しを行う際
は、指定された場所以外のネジは外さないでくだ
さい。
指定された場所以外のネジを外すと、ケガの原因
または故障の原因となることがあります。

ON OFF

POWER
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2 フロントカバー内部の把
手を握って手前へ引き、
フロントカバーを倒す

3 シートガイドを矢印の方
向に止まるまで動かす

4 手差しトレイを開く

5 拡張給紙ユニットにプリ
ンタを載せる

フロントカバー�

シートガイド�

手差しトレイ�
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6 フロントカバーを閉じる
2で開けたフロントカバーを元
に戻します。

7 プリンタと拡張給紙ユ
ニットをケーブルで接続
する

プリンタ本体側へはケーブルの
矢印部分を上にし、拡張給紙ユ
ニット側はコネクタの矢印に
ケーブルの矢印を合わせて差し
込みます。

8 プリンタに電源コード、
プリンタケーブルを取り
付け、電源を入れる

電源スイッチを〔I〕側に倒します。

9 設定内容の一覧を印刷
し、拡張給紙ユニットが
正しく取り付けられてい
ることを確認する

メディアメニューに｢トレイ2用紙
サイズ｣｢トレイ2用紙タイプ｣｢ト
レイ2用紙厚｣と印刷されているこ
とを確認します。

「プリンタの設定内容を確認す
る」（37ページ）

フロントカバー�

ON OFF

POWER
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10〔スタート〕-〔設定〕-〔プリンタ〕の順に選択する（WindowsXP
では〔スタート〕-〔コントロールパネル〕-〔プリンタと
その他のハードウェア〕-〔プリンタとFAX〕の順に選択し
ます。）

11 プロパティを開く
WindowsMe/98/95の場合
プリンタアイコンをマウスで右クリックし、〔プロパティ〕を選択し
ます。

WindowsXP/2000の場合
プリンタアイコンをマウスで右クリックし、〔印刷設定〕を選択しま
す。

WindowsNT4.0の場合
プリンタアイコンをマウスで右クリックし、〔ドキュメントの既定
値〕を選択します。

12〔用紙〕タブの〔給紙オ
プション〕をクリックす
る

13〔拡張給紙ユニット〕に
チェックを付け、〔OK〕を
クリックする

プリンタドライバで拡張給紙ユニットが設定されます。

プリンタ本体に拡張給紙ユニットを取り付け後、手差しト
レイを強引に開くと、拡張給紙ユニットのフロントカバー

部が壊れる可能性があります。取り扱いには注意してくだ
さい。また、取り付け時に手差しトレイを開け忘れていた

場合は、いったんプリンタを拡張給紙ユニットから取り外

し、手差しトレイを開けてから、拡張給紙ユニットを取り
付けてください。
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給紙トレイ（オプション品）を取り付
ける

オプションの給紙トレイを購入している場合は､ここでプリンタ本体に
取り付けます。
オプション品の拡張給紙ユニットと併用する場合は、先に拡張給紙ユ
ニットを取り付けてください。(「拡張給紙ユニット（オプション品）
を取り付ける」（20ページ）を参照) 

給紙トレイをプリンタドライバやプリンタのメニュー設定
では、MPF（給紙トレイ）と表示します。

警告 感　電 ・給紙トレイを取り付けおよび取り外すときは、電
源スイッチが切れている（〔○〕側に倒れている）
ことを確認し、電源プラグをコンセントから抜い
た後に行ってください。
感電または故障の原因となります。

・給紙トレイを接続する場合には、当社推奨品以外
は接続しないでください。
感電や火災または故障の原因となります。

注意 け　が ・給紙トレイの金属部分に手を触れる場合は十分
に注意してください。手を傷つけるおそれがあり
ます。

・プリンタ本体と給紙トレイの間に指をはさまな
いように注意してください。けがの原因となるこ
とがあります。

・給紙トレイの装着、取り外しを行う際は、指定さ
れた場所以外のネジは外さないでください。
指定された場所以外のネジを外すと、ケガの原因
または故障の原因となることがあります。
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1 プリンタの電源が切れて
いることを確認する

電源スイッチが〔○〕側に倒れて
いることを確認します。

2 手差しトレイを開く

3 給紙トレイのフック（2ヵ
所）をプリンタの穴に差
し込み、下に下げる

4 プリンタ本体側面のコネ
クタカバーをはずす

コネクタカバーとプリンタカ
バーの間にマイナスドライバを
差し込み、そのまま矢印方向にマ
イナスドライバを倒し、左右の接
合部を外します。次にコネクタカ
バーを手で上下に折り曲げては
ずします。

マイナスドライバをねじらな

いでください。ねじるとプリン
タカバーに傷が付きます。

ON OFF

POWER

手差しトレイ�

給紙トレイ 

プリンタの穴 

金属のフック 

接合部 

マイナスドライバ 

コネクタカバー 
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5 接続コードを取り付ける
接続コード（給紙トレイに添付）
のコア側をプリンタに差し込み
ます。次に接続コードのもう一
方を給紙トレイに差し込みま
す。

6 プリンタの電源を入れる
電源スイッチを〔I〕側に倒しま
す。

7 設定内容の一覧を印刷
し、給紙ユニットが正し
く取り付けられているこ
とを確認する

メディアメニューに｢MPF（給紙ト
レイ）用紙サイズ｣｢MPF（給紙トレ
イ）用紙タイプ｣｢MPF（給紙トレ
イ）用紙厚｣と印刷されているこ
とを確認します。

「プリンタの設定内容を確認す
る」（37ページ）を参照

8 〔スタート〕-〔設定〕-〔プリンタ〕の順に選択する（WindowsXP

では〔スタート〕-〔コントロールパネル〕-〔プリンタと
その他のハードウェア〕-〔プリンタとFAX〕の順に選択し
ます。）

プリンタ�コア�

接続コード�
（給紙トレイに付属）�

給紙トレイ�

ON OFF

POWER
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9 プロパティを開く

WindowsMe/98/95の場合
プリンタアイコンをマウスで右クリックし、〔プロパティ〕を選択し
ます。

WindowsXP/2000の場合
プリンタアイコンをマウスで右クリックし、〔印刷設定〕を選択しま
す。

WindowsNT4.0の場合
プリンタアイコンをマウスで右クリックし、〔ドキュメントの既定
値〕を選択します。

10〔用紙〕タブの〔給紙オプション〕をクリックする
11〔MPF（給紙トレイ）〕に
チェックを付け、〔OK〕を
クリックする

プリンタドライバで給紙ユニットが設定されます。
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プリンタLANカードを取り付ける
『プリンタLANカード XL-LN100P設置ガイド』または『XL-2200ネット
ワークガイド』｢第1章 ネットワークプリンタの設定｣の｢プリンタLAN
カードを取り付ける｣を参照し、プリンタLANカードの取り付けおよび
初期化を行ってください。

本プリンタ添付のプリンタソフトウェアCD-ROMに収められ
ている『XL-2200ネットワークガイド』を参照
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ケーブルを接続する
ローカルプリンタで使用する場合は、プリンタケーブルまたはプリンタ
USBケーブルを使用して、プリンタとパソコンを直接接続します。
ネットワークプリンタとして使用する場合は、プリンタLANケーブルを
取り付けてプリンタをネットワークに接続します。

▼ローカルプリンタとして使用する

プリンタケーブル
本プリンタはIEEE 1284準拠のパラレルインタフェースを標準装備して
います。
接続ケーブルについては、次の制約があります。
・ パソコンとプリンタの接続には、シールドケーブルをお使いくださ
い。

・ ケーブルの長さは、1.5メートル以下のものをお使いください。
・ USBとの同時接続はできません。

パソコンとプリンタを接続するケーブルは数種類あります。ご使用のパ
ソコンに対応したケーブルをご用意ください。

警告 感　電 プリンタケーブルを接続するときは、必ず本プリン
タとパソコンの電源を切ってください。電源を切ら
ずに接続すると、感電の原因となります。

注意 故　障 ケーブルの接続は本書をよく読み、接続に間違いが
ないようにしてください。特に接続するときは、必
ず本プリンタとパソコンの電源を切ってください。
誤った接続状態で使用すると、本プリンタおよびパ
ソコンが故障する原因となることがあります。
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なお、本プリンタにはプリンタケーブルは添付されていません。パソコ
ン本体に添付のケーブルか、別売りケーブルをお使いください。別売り
ケーブルは次のものが用意されています。

【富士通】

【その他】

次の手順にしたがって、プリンタケーブルを接続してください。

1 プリンタとパソコンの電
源が切れていることを確
認する

電源スイッチが〔○〕側に倒れ
ていることを確認します。

2 プリンタのパラレルイン
タフェースのコネクタに
プリンタケーブルを差し
込み、コネクタ両端のワ
イヤクリップで固定する

ご使用のパソコン プリンタケーブル

FMVシリーズ FMV-CBL712
GRANPOWER 5000シリーズ FMS-CBL711

ご使用のパソコン プリンタケーブル

各社AT互換機パソコン FMV-CBL712

プリンタケーブルを接続する
ときは、必ずパソコンの電源も

切ってください。

ON OFF

POWER

ネジ�

ネジ�

金具�
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3 プリンタケーブルのもう一方のコネクタを、パソコンのプ

リンタコネクタに接続する
パソコン側への接続は、パソコンの取扱説明書を参照してください。

プリンタUSBケーブル
本プリンタはUSBインタフェース（フルスピードモード：12Mbps）を標
準装備しています。
接続ケーブルについては、以下の制約があります。
・ Windows 3.1/95からWindows 98/Meへアップグレードインストールした
環境での動作は保証できません。

・ Windows 95/NT4.0では動作しません。
・ パソコンとプリンタの接続に使用するUSBケーブルは、5ｍ以下のシー
ルドケーブルをお使いください。

・ 印刷中にUSBケーブルを抜き差ししないでください。
・ USBハブを使用する場合は、パソコンと直接接続されたUSBハブに接
続してください。

・ 本プリンタと接続したUSBケーブルのもう一方は、パソコン本体のUSB
コネクタ、またはセルフパワータイプのUSBハブ（電源コードやACア
ダプタにより電源が供給されるタイプのハブ）のコネクタに接続して
ください。上記以外のUSBコネクタに接続すると、正常に動作しない
場合があります。

・ パラレルとの同時接続はできません。
・ USB2.0に準拠したUSBケーブルを用意してください。
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なお、本プリンタにはUSBケーブルは添付されていません。お使いのパ
ソコンに合わせて、別途購入してください。別売りケーブルは次のもの
が用意されています。

次の手順にしたがって、プリンタUSBケーブルを接続してください。

1 プリンタとパソコンの電
源が切れていることを確
認する

電源スイッチが〔○〕側に倒れ
ていることを確認します。

2 プリンタのUSBインタ
フェースコネクタにプリ
ンタUSBケーブルを接続
する

3 プリンタ USB ケーブルの
他方を、パソコンのUSB
インタフェースコネクタ
に接続する

品　名 型　名 備　考

プリンタUSBケーブル XL-CBLU1 USBに対応し、Windows 98/Me/
2000/XPが動作するパソコン
に接続できます。

プリンタUSBケーブルを接続す

るときは、必ずパソコンの電源
も切ってください。

ON OFF

POWER
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▼ネットワークプリンタとして使用する

本プリンタが対応しているLANインタフェースは、次のとおりです。
・ 100BASE-TX(FULL：全二重モード/HALF：半二重モード）に対応
・ 10BASE-T（FULL：全二重モード/HALF：半二重モード）に対応

本プリンタをネットワークプリンタとして使用する場合は、
オペレータパネルを使用してネットワーク情報（IPアドレス
/HUB LINKのモード等）を設定する必要があります。
詳細は、『XL-2200ネットワークガイド』「第1章  ネットワー
クプリンタの設定」「IPアドレスを設定する」を参照してく
ださい。

プリンタLANケーブルは、使用しているネットワークの接続形態に合っ
たツイストペアケーブルを用意してください。

100BASE-TXの場合は、カテゴリー 5のケーブルが必要です。

ネットワークプリンタとして使用するには、事前にオプショ

ンのプリンタLANカードを取り付けておく必要があります。
取り付け方法については、プリンタLANカード用の設置ガイ

ドまたは本製品に添付されたプリンタソフトウェアCD-ROM

内にある『XL-2200ネットワークガイド』（NetworkGuide.pdf）
を参照してください。

警告 感　電 作業の前に、電源スイッチを切り、必ず電源プラグ
をコンセントから抜いてください。電源スイッチを
切らずに作業を行うと、感電の原因となるおそれが
あります。
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1 プリンタ本体背面のプリ
ンタLANケーブルコネク
タに、プリンタLANケー
ブルを接続する

インタフェース部�

プリンタLANケーブルコネクタ�

STATUS 10M

PARALLEL

100M TEST
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電源を入れる

次の手順にしたがって、電源を入れてください。

1 電源コードをプリンタ本
体背面にある電源コード
コネクタに差し込む

電源が切れていることを確認し
てから作業してください。

2 電源プラグをコンセント
に差し込む

コンセントにアースがついてい
る場合は、アースも接続します。

3 プリンタ本体左側面にあ
る電源スイッチの〔Ｉ〕
側を押す

電源が入ります。

警告 感　電 ・電源プラグは、定格電圧100V、定格電流15A以上
のコンセントに単独で差し込んでください。ま
た、たこ足配線をしないでください。発熱による
火災や感電のおそれがあります。なお、本機の定
格電源は、100V、7Aとなっています。

・万一漏電した場合の感電や火災事故を防ぐため、
電源プラグから出ている緑色のアース線を、必ず
次のいずれかに取り付けてください。
-電源コンセントのアース端子
-銅片などを650mm以上地中に埋めたもの
-接地工事（D種）を行っている接地端子

ON OFF

POWER

アース端子�

アース線�

ON OFF

POWER
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4 オペレータパネルの液晶
ディスプレイに、〔イニ
シャルチュウ〕と表示さ
れる。この表示が〔オン
ライン WIN〕に変わるこ
とを確認する

液晶ディスプレイにエラーメッセージが表示された場合は、
メッセージの内容を確認して対処してください。また、オン
ライン表示にならないときや対処方法がわからない場合は、
「メッセージが表示されるとき」（226ページ）を参照してく
ださい。

�■■■■■■■■�
■■■■■■■■�

�ｲﾆｼｬﾙﾁｭｳ�
�

�RAMﾁｪｯｸ�
********

�ｵﾝﾗｲﾝ�
WIN
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プリンタの設定内容を確認する
プリンタの設置後は設定内容の一覧を印刷し、オプション品が正しく取
り付けられているか、またプリンタが正しく設置され、動作しているか
どうかを確認してください。

「設定内容の一覧を印刷する」（152ページ）を参照

オプション�
品の情報が�
印刷されます。�
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プリンタの環境を設定する
『XL-2200取扱説明書』「第3章 外部との接続」（39ページ）、『XL-2200
ネットワークガイド』「第1章 ネットワークプリンタの設定」を参照し
て、必要な設定を行ってください。
環境設定が終了したら『XL-2200取扱説明書』「第4章 プリンタドライ
バのインストール」（49ページ）を参照して、各クライアントにプリン
タドライバをインストールしてください。

本プリンタ添付のCD-ROMに収められているネットワークガ
イドを参照



第3章
外部との接続

この章では、本プリンタをパソコンまたはLAN
に接続する方法について説明します。

インストールの手順と設定の概要 ............40
パソコンとローカルに接続する ..............43
ネットワーク経由で接続する ................44

LANに接続するときの注意事項 ............... 45
パソコンとLANの両方に接続するときの注意事項.... 47
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インストールの手順と設定の概要
プリンタの設置が終わったら、パソコンまたはLANと接続し、印刷する
ために必要な設定を行います。
プリンタの接続・運用形態によって手順が異なりますので、次の図を参
照し、必要な設定を行ってください。
設定は プリンタ サーバまたはパソコン（管理者） クライアントまた
はパソコンの順に行ってください。

接続・運用形態は、お使いの環境にあわせて以下を目安に選
択してください。
・プリンタケーブル/プリンタUSBケーブルで接続
1台のパソコンからのみ印刷する場合や、プリンタ用にIP
アドレスを使いたくない場合

・プリンタLANケーブルで接続
プリンタの設置場所が自由、データの転送速度が高速、ま
たインターネットを利用して印刷する場合
サーバ経由で印刷すると、ホスト側の設定/管理が比較的容
易になります。また、大規模なネットワークに適しています。

・ネットワークガイドは本体に添付されているソフトウェ

アCD-ROM内に収められています。（（xiii ページ、6 ペー
ジ）を参照）

・本プリンタをネットワーク環境で使用する場合は、かなら

ずネットワークガイドを参照してください。
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■プリンタケーブル/プリンタUSBケーブルで接続する
とき

サーバ経由で印刷�1台のパソコンからのみ印刷�

「第3章　外部との接続」�
パソコンとローカルに接続する　43ページを参照�

「第4章　プリンタドライバのインストール」�
プリンタドライバをインストールする　53ページを参照�

「第5章　プリンタ共有の設定」91ページを参照�

サーバ�

パソコン（管理者）�

クライアント�

プリンタ�
プリンタ�
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■プリンタLANケーブルで接続するとき（プリンタLANカー
ド搭載時）

設定手順の詳細は、装置添付のプリンタソフトウェアCD-ROM
内にあるネットワークガイド（PDFファイル）を参照してく
ださい。

各パソコンからIPPによる印刷�サーバ経由でLANによる印刷�各パソコンから�
LANによる直接印刷�

サーバ�

パソコン�
（管理者）�クライアント�

パソコン�パソコン�
（管理者）�

パソコン�
プリンタ�

プリンタ� プリンタ�

インターネットインターネット�インターネット�

XL-2200ネットワークガイド「第1章　ネットワークプリンタの設定」�
使用できる環境を参照�

XL-2200ネットワークガイド「第1章　ネットワークプリンタの設定」�
IPアドレスを設定するを参照�

XL-2200ネットワークガイド「第4章　プリンタ共有の設定」を参照�

XL-2200ネットワークガイド「第3章　ネットワークソフトウェアの使用」を参照�

（*2）�

XL-2200ネットワークガイド「第5章　インターネット印刷の設定」�
インターネット印刷を利用するを参照�

XL-2200ネットワークガイド「第1章　ネットワークプリンタの設定」�
プリンタLANカードを設定するを参照�

*1�「プリンタの追加」でインストールします。本書の「第4章　プリンタドライバのインストール」�
　（49ページ）と同一の手順となります。�
*2�本書の「第5章　プリンタ共有の設定」（91ページ）と同一の手順となります。�
　�

XL-2200ネットワークガイド「第2章　プリンタドライバ（ローカル接続）の　�
インストール」プリンタドライバをインストールするを参照�

�

（*1）�
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パソコンとローカルに接続する
本プリンタは、セントロニクス準拠のパラレルインタフェースとUSBイ
ンタフェース（フルスピードモード：12Mbps）を標準装備しています。
パラレルインタフェースまたはUSBインタフェースにパソコンを接続す
る方法については、「第2章　プリンタの設置」の「ローカルプリンタ
として使用する」（29ページ）を参照してください。

警告 感 電 プリンタケーブルを接続するときは、必ず本プリン
タとパソコンの電源を切ってください。電源を切ら
ずに接続すると、感電の原因となります。

注意 故 障 ケーブルの接続は本書をよく読み、接続に間違いが
ないようにしてください。
誤った接続状態で使用すると、プリンタおよびパソ
コンが故障する原因となることがあります。

・本プリンタを切替機を利用してパソコンと接続すると、プ
リンタが応答しなかったり、文字化けしたりする原因とな

ります。パソコンとプリンタは、1対1で接続してください。

・プリンタケーブル/プリンタUSBケーブルについては、次
の制約があります。

- パソコンとプリンタの接続には、シールドケーブルをお
使いください。

- ケーブルの長さは、1.5 メートル以下のものをお使いく

ださい。
・本プリンタには、プリンタケーブルおよびプリンタUSBケー

ブルは添付されていません。パソコンに添付のケーブルか

別売ケーブルをお使いください。
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ネットワーク経由で接続する
プリンタをネットワーク経由で接続するときは、XL-2200とハブユニッ
ト間をツイストペアケーブルで接続します。
100BASE-TX対応のハブユニットに接続して100Mbpsでご使用になる場合
には、必ずカテゴリー 5のツイストペアケーブルをご使用ください。

プリンタLANケーブルの接続方法については、「第2章　プリンタの設
置」の「ネットワークプリンタとして使用する」（33ページ）を参照し
てください。

ネットワークプリンタとして使用するには、オプションの

プリンタLANカードが必要となります。

注意 故 障 プリンタLANケーブルを接続するときは、必ず本プ
リンタの電源を切ってください。電源を切らずに接
続すると誤動作の原因となります。
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▼LANに接続するときの注意事項

● プリンタLANケーブルをハブユニットに接続した場合で、ハブユニッ
ト側のリンクランプが点灯せず、ネットワークのサーバなどに接続
できないときがあります。このときは、プリンタとハブユニット双
方のイーサネットタイプを同じ規格に設定してください。
本プリンタのイーサネットタイプは、「自動」「100Mbps Full/Half」
「10Mbps Full/Half」の中から選ぶことができます。プリンタのイー
サネットタイプは、メニューモードの「Network」にある「Hub Link」
で変更します。

メニューモードについては、「第8章 オペレータパネルの操
作」の「共通メニュー画面の設定一覧」（176ページ）を参照
してください。

ハブユニット側の設定については、ご使用のハブユニットの取扱説
明書をお読みください。

● ハブユニットLH1100と接続する場合は、次の点にご注意ください。
・ケーブル長100mのツイストペアケーブルは使用しないでください。
100mのツイストペアケーブルでは、ネットワークのサーバなどに
接続できないことがあります。

・ハブユニットのラベルに「A8」以降の表記がある必要があります。
「A7」や「A6」の表記がある場合は、「ハードウェア修理相談セン
ター」（289ページ）にご相談ください。
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ラベルの見かたを次の図に示します。

ラベル�

ハブユニットの裏面�

３行目に表記されます。�
該当するものに消し線（＝）が�
つけられます。�

ACプラグ�
A8の例�

A7の例�

A6の例�

SER.NO.000001�
DATE:1997-5�
AB-0123456789

SER.NO.000001�
DATE:1997-5�
AB-0123456789

SER.NO.000001�
DATE:1997-5�
AB-0123456789

＝� ＝�

＝� ＝�

＝� ＝�

ラベルの位置…ハブユニットの裏面の次に示す場所にあります。�
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▼パソコンとLANの両方に接続するときの注意事項

本プリンタは、LAN経由でサーバプリンタとして動作するとともに、さ
らに2台のパソコンをパラレルポートとUSBポートに接続することがで
きます。
パラレルポート、USBポート、LANポートの各ポートにパソコンを接続
したときは、次の点にご注意ください。
・ ポートは、自動で切り替えることができます。ただし、プリンタの
状態によっては、ポートの自動切り替えが働かない場合や、切り替
えに時間がかかる場合があります。

・ 1つのポートを使用して印刷している場合、その他のポートは使用で
きません。3つのポートを同時に使用していて、パソコンの画面に
「印刷エラー」などが表示された場合は、1つのパソコンからの印刷
が完了してからその他の印刷を再開してください。

・ 1つのポートで未印刷データがある場合、その他のポートには切り替
わりません。

パラレルポートから印刷している間は、プリンタからUSB

ケーブルやプリンタLANケーブルを抜き差ししないでくだ
さい。
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第4章
プリンタドライバの

インストール

この章では、パソコンとローカル接続でプリン
タドライバをインストールする手順について説
明します。

プリンタドライバインストールの概要 ........50
ホスト環境について......................... 50
ネットワーク環境について................... 52
プリンタドライバの更新およびアンインストールについて.... 52
TCP/IPプロトコル使用前の確認事項 .......... 52

プリンタドライバをインストールする ........53
インストール方法を決める................... 53
Setup.exeからインストールする ............. 57
Windows 95の場合 .......................... 58
Windows 98の場合 .......................... 64
Windows Meの場合 .......................... 69
Windows NT4.0の場合 ....................... 72
Windows 2000の場合 ........................ 74
Windows XPの場合 .......................... 80

最新プリンタドライバを入手する ............86
新しいドライバに置き換える................. 86
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プリンタドライバインストールの概要
ホストから印刷するためには、プリンタドライバのインストールが必要
です。プリンタドライバとは、ホストからの印刷データや印刷指示を、
本プリンタが解釈できるデータに変換するソフトウェアです。
ここでは、添付のプリンタソフトウェアCD-ROMを使ってXL-2200プリン
タドライバをインストールするために必要な環境について説明します。

「プリンタドライバをインストールする」（53ページ）を参照

▼ホスト環境について
サポートしているOS、システム環境は次のとおりです。

■Windows 95/98 
Windows 95/98日本語版の動作するパーソナルコンピュータ
FMVシリーズおよびPC/AT互換機
CPU：486DX2 66MHz以上
RAM：16MB以上
空きディスク容量：16MB（スプールに使用）
快適な印刷環境を得るために、Pentium133MHz以上、RAM32MB以上を
推奨します。

■Windows Me
Windows Me日本語版の動作するパーソナルコンピュータ
FMVシリーズおよびPC/AT互換機
CPU：Pentium150MHz以上
RAM：32MB以上
空きディスク容量：20MB（スプールに使用）
快適な印刷環境を得るために、Pentium166MHz以上、RAM64MB以上を
推奨します。

■Windows NT4.0
Windows NT Server 4.0日本語版もしくはWindows NT Workstation
4.0日本語版の動作するパーソナルコンピュータ
FMVシリーズおよびPC/AT互換機
CPU：Pentium90MHz以上
RAM：32MB以上
空きディスク容量：20MB（スプールに使用）
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快適な印刷環境を得るために、Pentium133MHz以上、RAM64MB以上を
推奨します。

■Windows 2000
Windows 2000 Professional日本語版もしくはWindows 2000 Server
日本語版の動作するパーソナルコンピュータ
FMVシリーズおよびPC/AT互換機
CPU：Pentium133MHz以上
RAM：32MB以上
空きディスク容量：20MB（スプールに使用）
快適な印刷環境を得るために、Pentium166MHz以上、RAM64MB以上を
推奨します。

■Windows XP
Windows XP Professional日本語版もしくはWindows XP Home Edition
日本語版の動作するパーソナルコンピュータ
FMVシリーズおよびPC/AT互換機
CPU：Pentium200MHz以上
RAM：64MB以上
空きディスク容量：20MB（スプールに使用）
快適な印刷環境を得るために、Pentium300MHz以上、RAM128MB以上を
推奨します。

･ DOSアプリケーションには対応していません。
･ WIN-OS/2、およびWindows NT3.51以下のバージョンには
対応していません。

･ Windows Me英語版、Windows 98英語版、Windows 95英語
版、Windows 3.1英語版、Windows XP英語版、  Windows
2000英語版およびWindows NT4.0英語版には対応してい
ません。

･ 〔プリンタの追加〕からもプリンタドライバをインストー
ルできます。プリンタソフトウェアCD-ROM内の「DRIVER」
フォルダを開き、お使いのOSに合わせて、「WinNT40」フォ
ルダ（Windows NT4.0用）、「Win2000」フォルダ（Windows
2000用）、「WinXP」フォルダ（Windows XP用）、または
「Win9X_Me」フォルダ（Windows 95/98/Me用）を選択して
ください。
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▼ネットワーク環境について

・ サポートしているネットワークサーバ(OS)環境
Microsoft Windows NT Workstation 4.0日本語版（ServicePack
4以上）
Microsoft Windows NT Server 4.0日本語版（ServicePack 4以上）
Microsoft Windows 2000 Professional日本語版（ServicePack 1
を含む）
Microsoft Windows 2000 Server日本語版（ServicePack 1を含む）
Microsoft Windows XP Professional
Microsoft Windows XP Home Edition

・ 必要なシステム環境
FMVシリーズおよびPC/AT互換機で双方向セントロをサポートしてい
る機種
ネットワーク環境が設定済み
CPU：Pentium 150MHz以上のPC/AT互換機
ハードディスク空き容量：40MByte以上
RAM：64MByte以上
ビデオディスプレイ：VGA以上(推奨：800×600以上)
ネットワークインタフェースカード
CD-ROMドライブ

▼プリンタドライバの更新およびアンインストールについて

プリンタドライバの更新およびアンインストールについては、「プリン
タドライバをインストールする」（53ページ）にOS別に記載されている
「新しいドライバに置き換えるとき」を参照してください。

▼TCP/IPプロトコル使用前の確認事項

TCP/IPプロトコルを使用する前に、次のことを確認してください。
lprを使用して印刷する場合、ホスト側では弊社製「FUJITSU LPRユー
ティリティ」を使用します。FUJITSU LPRユーティリティのインストー
ル方法については『XL-2200ネットワークガイド』「第2章 ネットワー
クソフトウェアの使用」の「FUJITSU LPRユーティリティを使用する」
を参照してください。

本プリンタ添付のCD-ROMに収められているネットワークガ
イドを参照
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プリンタドライバをインストールする
▼インストール方法を決める

本プリンタをお使いになるには、プリンタドライバをパソコンにインス
トールする必要があります。パソコンとプリンタの接続方法、およびプ
リンタドライバのインストール手順は、パソコンがサポートしているイ
ンタフェースによって異なります。

● パラレルインタフェースによる接続
パソコン ............双方向パラレルインタフェースをサポート

するPC/AT 互換機
OS ..................Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP 日本語版
インストール方法 .... Setup.exeの実行、またはプリンタの追加

(Windows 95/98/Me/NT4.0/2000)、プラグ
アンドプレイ(Windows 95/98/Me/2000/XP)

● USB による接続
パソコン ............ USBインタフェースを内蔵するPC/AT互換機
OS ..................Windows 98/Me/2000/XP 日本語版
インストール方法.....プラグアンドプレイ

● 共有プリンタ による接続
パソコン ............ TCP/IPをサポートするPC/AT互換機
OS ..................Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP 日本語版
インストール方法 ....サーバからのネットワーク経由

本プリンタドライバは他機種のプリンタで使用することは
できません。
また、他機種用のプリンタドライバを本プリンタで使用する
こともできません。
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インストールには、次の3つの方法があります。

■プラグアンドプレイ
Windowsは起動するときに新しく接続されたプリンタを自動的に検出
し、プリンタを使用するために必要な操作が画面に表示されます。その
指示にしたがって、インストールを行います。

■プリンタの追加（通常のインストール）
・ Windows 95/98/Me/NT4.0/2000の場合
〔プリンタ〕フォルダ内の〔プリンタの追加〕をダブルクリックして
インストールを開始します。

・ Windows XPの場合
〔プリンタとFAX〕フォルダ内の〔プリンタのインストール〕をクリッ
クしてインストールを開始します。

上記どちらの方法でもインストールできる環境の場合は、プ
ラグアンドプレイでインストールすることをお勧めします。

�

接続方法�

�
�

パラレル�
インタフェース�
�
�
�
�

USB�
インタフェース�

�
�

ネットワーク�
*2

�

OS�
�

Windows 95�
Windows 98�
Windows Me�
Windows 2000�

Windows XP�
�
Windows NT4.0�
�
Windows 98�
Windows Me�
Windows 2000�
�
Windows XP��
Windows 95�
Windows 98�
Windows Me�
Windows NT4.0�
Windows 2000�
Windows XP

�プラグアンドプレイ�

�
○�
�
�

○�
�
×�
�
○��
�
�
○�
�
�
�
×�

サーバからの�
ネットワーク経由

�

�
�
�

×
�
�
�
�
�
�
�
×�

�
�
�
�
○�

プリンタの追加*1/Setup.exeの�
実行

�

�

○�
��

×��
○��
○�

初めてインストールするときは、プリン
タの追加でインストールできません。�

�
×�
�
�

�
×�

インストール方法�

*1�：�Windows XPではプリンタのインストール�
*2�：�ネットワーク接続でのインストールに関しては、「第5章 プ

リンタ共有の設定」（91ページ）、およびネットワークガイ
ドを参照�
『XL-2200 ネットワークガイド』「第4章 プリンタ共有
の設定」を参照�

○：インストールできます　×：インストールできません�
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■Setup.exeの実行
添付のプリンタソフトウェアCD-ROMからSetup.exeファイルを実行し、
XL-2200用の〔プリンタドライバインストール〕をクリックしてインス
トールを行います。

各OSのインストール方法は、次のページを参照してください。

・ Windows 95....................58 ページ
・ Windows 98....................64 ページ
・ Windows Me....................69 ページ
・ Windows NT4.0 .................72 ページ
・ Windows 2000 ..................74 ページ
・ Windows XP....................80 ページ

･ USB接続が可能なWindows環境は、Windows 98/Me/2000/XP
です。

･ 文中において、〔　〕で囲んだ表記はメニューやボタン、
ダイアログボックス名を示し、〈　〉で囲んだ表記はダイ
アログボックス上に表示される文字を示します。
また、メニューなどの後ろに（　）で囲まれている文字
は、アクセスキーを示します。

■パラレルインタフェース接続時の確認事項

警告 感　電 プリンタケーブルを接続するときは、必ず本プリン
タとパソコンの電源を切ってください。電源を切ら
ずに接続すると、感電の原因になります。

注意 故　障 ケーブルの接続は本書をよく読み、接続に間違いが
ないようにしてください。
誤った接続状態で使用すると、プリンタおよびパソ
コンが故障する原因となることがあります。

・パソコンとプリンタの接続に使用するパラレルケーブル
は、1.5m以下のシールドケーブルをお使いください。

・本プリンタには、パラレルケーブルは添付されていません。パ

ソコンに添付のケーブルか別売ケーブルをお使いください。
・USBとの同時接続はできません。
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■USBインタフェース接続時の確認事項

･ USB2.0に準拠したUSBケーブルを用意してください。
･ USBケーブルは本プリンタには添付されていません。お使
いのパソコンに合わせて、別途購入してください。

・Windows 3.1/95からWindows 98/Meへアップグレードインス

トールした環境での動作は保証できません。
・Windows 95/NT4.0では動作しません。

・パソコンとプリンタの接続に使用するUSBケーブルは、5ｍ
以下のシールドケーブルをお使いください。

・印刷中にUSBケーブルを抜き差ししないでください。

・USBハブを使用する場合は、パソコンと直接接続されたUSB
ハブに接続してください。

・本プリンタと接続したUSBケーブルのもう一方は、パソコ

ン本体のUSBコネクタ、またはセルフパワータイプのUSB
ハブ（電源コードやACアダプタにより電源が供給される

タイプのハブ）のコネクタに接続してください。上記以外
のUSBコネクタに接続すると、正常に動作しない場合があ

ります。

・パラレルとの同時接続はできません。
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▼Setup.exeからインストールする

プリンタソフトウェアCD-ROM内のルートディレクトリに入っている
Setup.exeを実行し、プリンタドライバのインストールを行います。

1 添付のプリンタソフトウェアCD-ROMをパソコンのCD-ROMド
ライブにセットする

2 〔スタート〕-〔ファイル名を指定して実行〕の順にクリッ

クする

3 <名前>にCD-ROMドライブ名と｢Setup.exe ｣と入力し、〔OK〕

をクリックする（CD-ROMドライバがFの場合、｢F:¥SETUP.EXE｣
と入力してください。）

富士通Printia LASERシリーズセットアップが起動します。

4 〔FUJITSU XL-2200〕を選択し、〔OK〕をクリックする

FUJITSU XL-2200プリンタCD-ROMメニューが起動します。

5 〔プリンタドライバ〕をクリックする

6 〔プリンタの追加ウィザード〕（Windows 95の場合は〔プリン

タウィザード〕）画面が表示されたら、〔次へ〕をクリックする
以降の操作は、プリンタの追加（通常のインストール）と同じです。
ご使用のOSの通常のインストールを参照し、ウィザード画面表示後の
操作を行ってください。
・Windows 95 ................62 ページ
・Windows 98 ................66 ページ
・Windows Me ................71 ページ
・Windows NT4.0 .............72 ページ
・Windows 2000 ..............76 ページ

・Windows NT4.0/2000が動作するパソコンをご使用になって

いる場合、管理者権限でログオンしてください。

・Windows XPが動作するパソコンをご使用になっている場合、プ
ラグアンドプレイによるインストールを行ってください。
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▼Windows 95の場合

ここでは、Windows 95が動作するパソコンをご使用になっている場合
の、プリンタドライバのインストール方法について説明します。
インストールの手順はプラグアンドプレイと通常のインストールで異
なります。それぞれの手順にしたがってください。

■プラグアンドプレイでのインストール
プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。
添付のプリンタソフトウェアCD-ROMを準備してください。

ご使用のパソコンにインストールされているWindows 95の
バージョンによっては、インストール手順や表示内容が異な
る場合があります。このときは、表示内容にしたがってイン
ストールしてください。

1 プリンタとパソコンを接続し、プリンタの電源を入れた状態

でWindows 95を起動する
パソコン起動時に〈FUJITSU XL-2200新しいハードウェアが検出されま
した。必要なソフトウェアを探しています。〉と表示されます。次の手
順でプリンタドライバをインストールしてください。

プラグアンドプレイはプリンタがパソコンに直接つながっ
ている場合のみ、行われます。

インストールの前に、メモ帳などによりCD-ROMの
「README.TXT」をお読みください。
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2 左の画面が表示されてい
る場合は〔次へ〕をクリッ
クする

一度インストールしたドライバを削除した後で再インス
トールしたときは、この画面は表示されません。

左の画面が表示されてい
る場合は10へ進む

〔ディスクの挿入〕ダイアログ
ボックスが表示されている場合
は、14へ進みます。

3 〈このデバイス用のドライバが見つかりませんでした。〉と表
示される場合は、〔場所の指定〕をクリックする

4 添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンの CD-ROM ド

ライブにセットする

5 〔場所の指定〕が表示されたら、〈場所〉にCD-ROMドライブと
Windows 95用ドライバのフォルダ名を入力し、〔OK〕をクリッ
クする（CD-ROMドライブがFの場合、「F:¥XL2200¥WIN9X_ME」
と入力してください。）
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6 左のダイアログボックス
が表示されることを確認
し、〔完了〕をクリックす
る

7 表示された画面でプリンタ名を確認し、XL-2200 を通常のプ

リンタに設定する場合は〔はい〕を選択し、〔完了〕をクリッ
クする

8 〔ディスクの挿入〕ダイアログボックスが表示されたら、〔OK〕
をクリックする

9 〔ファイルのコピー〕ダイアログボックスが表示されたら、
〈ファイルのコピー元〉にCD-ROMドライブ名とWindows 95用
ドライバのフォルダ名を入力し、〔OK〕をクリックする（CD-
ROMドライブがFの場合、「F:¥XL2200¥WIN9X_ME」と入力して
ください。）
この画面は表示されない場合があります。
〔OK〕をクリックすると、ファイルのコピーが開始されます。
コピーが終了すると、〔プリンタ〕フォルダにプリンタ名が表示され、
ドライバが有効になります。

10〔ハードウェアの製造元が提供するドライバ〕を選択して〔OK〕
をクリックする

11添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンの CD-ROM ド
ライブにセットする
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12〈ファイルのコピー元〉にCD-ROMドライブ名とWindows 95用
ドライバのフォルダ名を入力し、〔OK〕をクリックする（CD-
ROMドライブがFの場合、「F:¥XL2200¥WIN9X_ME」と入力して
ください。）

13プリンタ名および通常使うプリンタにするかどうかを設定
し、〔完了〕をクリックする

〔OK〕をクリックすると、ファイルのコピーが開始されます。
コピーが終了すると、〔プリンタ〕フォルダにプリンタ名が表示され、
ドライバが有効になります。

14〔ディスクの挿入〕が表示されたら、添付のプリンタソフト
ウェアCD-ROMをパソコンのCD-ROMドライブにセットし、〔OK〕
をクリックする

15〔ファイルのコピー元〕にCD-ROMドライブ名とWindows 95用
ドライバのフォルダ名を入力し、〔OK〕をクリックする（CD-
ROMドライブがFの場合、「F:¥XL2200¥WIN9X_ME」と入力して
ください。）
ファイルのコピーが開始されます。

16通常使うプリンタに設定する場合には、〔スタート〕-〔設定〕
-〔プリンタ〕の順に選択し、「FUJITSU XL-2200」アイコンを
右クリックし、〔通常使うプリンタに設定〕を選択する



第4章    プリンタドライバのインストール

62

■通常のインストール
プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。
添付のプリンタソフトウェアCD-ROMを準備してください。

ご使用のパソコンにインストールされているWindows 95の
バージョンによっては、インストール手順や表示内容が異な
る場合があります。このときは、表示内容にしたがってイン
ストールしてください。

1 プリンタとパソコンを接続し、Windowsを起動する

2 プリンタの電源を入れる

3 〔マイコンピュータ〕の〔プリンタ〕アイコンをダブルクリック
し、〔プリンタの追加〕アイコンをダブルクリックする

4 〔プリンタウィザード〕が表示されたら、〔次へ〕をクリック
する

5 表示された画面で〔ローカルプリンタ〕を選択し、〔次へ〕を

クリックする
プリンタをネットワーク上で共有している場合は、〔ネットワークプリ
ンタ〕を選択します。（以降の操作が簡単になります。）
パソコンがネットワークに接続されていないときは、ローカルプリンタ
かネットワークプリンタかを選択する画面は表示されません。

スタンドアロン（パソコンとプリンタを1対1で接続）のと
きや、パソコンをプリンタサーバとして使うときは、ローカ
ルプリンタを選択します。

インストールの前に、メモ帳などによりCD-ROM内の

「README.TXT」をお読みください。
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ネットワークプリンタを選択した場合、以降の操作は画面の指示にした
がってください。ここでは、ローカルプリンタを選択した場合の操作方
法を示します。

〔ネットワークプリンタ〕を選択してインストールするには、
プリンタサーバ上に、対応するプリンタドライバがあらかじ
めインストールされている必要があります。

6 〈プリンタの製造元とモデルを選んでください。〉と表示された
ら、〔ディスク使用〕をクリックする

7 添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンの CD-ROM ド

ライブにセットする

8 〈配布ファイルのコピー元〉を指定する画面が表示されたら、
CD-ROMドライブ名とWindows 95用ドライバのフォルダ名を入
力し、〔OK〕をクリックする（CD-ROMドライブがFの場合、
「F¥XL2200¥WIN9X_ME」と入力してください。）

9 〈FUJITSU XL-2200〉を選択し、〔次へ〕をクリックする

10〔LPT1:プリンタポート〕選択し、〔次へ〕をクリックする

11プリンタ名および通常使うプリンタにするかどうかを設定
し、〔完了〕をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。コピーが終了すると、〔プリンタ〕
フォルダにプリンタ名が表示され、ドライバが有効になります。
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▼Windows 98の場合

ここでは、Windows 98が動作するパソコンをご使用になっている場合
の、プリンタドライバのインストール方法について説明します。
インストールの手順はプラグアンドプレイと通常のインストールで異
なります。それぞれの手順にしたがってください。

■プラグアンドプレイでのインストール
プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。
添付のプリンタソフトウェアCD-ROMを準備してください。

ご使用のパソコンにインストールされているWindows 98の
バージョンによっては、インストール手順や表示内容が異な
る場合があります。このときは、表示内容にしたがってイン
ストールしてください。

1 プリンタとパソコンを接続し、プリンタの電源を入れた状態

でWindows 98を起動する
パソコン起動時に〈FUJITSU XL-2200新しいハードウェアが検出されま
した。必要なソフトウェアを探しています。〉と表示されます。次の手
順でプリンタドライバをインストールしてください。

プラグアンドプレイはプリンタがパソコンに直接つながっ
ている場合のみ、行われます。

・インストールの前に、メモ帳などによりCD-ROMの「README.TXT」
をお読みください。

・Windows 95で本プリンタドライバをインストールして使用さ

れていた方で、本プリンタドライバを削除せずWindows 98に
アップグレードしている場合は、Windows 98の〔プリンタ〕

フォルダから本プリンタを選択し、〔ファイル〕メニューの

〔削除〕をクリックしてプリンタを削除してからインストー
ルを行ってください。
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2 〔新しいハードウェアの追加ウィザード〕画面が表示された
ら、〔次へ〕をクリックする
〔ディスクの挿入〕ダイアログボックスが表示されたら、10へ
進む

3 〔使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推奨）〕を
選択し、〔次へ〕をクリックする

4 添付のプリンタソフトウェアCD-ROMをパソコンのCD-ROMドラ

イブにセットする

5 〔検索場所の指定〕をチェックし、CD-ROMドライブ名とWindows
98用ドライバのフォルダ名を入力し、〔次へ〕をクリックする
（CD-ROMドライブがFの場合、「F:¥XL2200¥WIN9X_ME」と入力
してください。）

6 デバイス用のドライバファイルを検索すると表示されたら、

〔次へ〕をクリックする

7 プリンタ名および通常使うプリンタにするかどうかを設定

し、〔次へ〕をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。

8 テストページを印刷するか/しないかを選択し、〔完了〕をク

リックする
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9 〈新しいハードウェアデバイスに必要なソフトウェアがイン
ストールされました。〉と表示されたら、〔完了〕をクリック

する

〔プリンタ〕フォルダにプリンタ名が表示され、ドライバが有効になり
ます。

10〔ディスクの挿入〕ダイアログボックスが表示されたら、添付
のプリンタソフトウェアCD-ROMをパソコンのCD-ROMドライブ
にセットし、〔OK〕をクリックする

11〔ファイルのコピー元〕にCD-ROMドライブ名とWindows 98用
ドライバのフォルダ名を入力し、〔OK〕をクリックする（CD-
ROMドライブがFの場合、「F:¥XL2200¥WIN9X_ME」と入力して
ください。）
ファイルのコピーが開始されます。
コピーが終了すると、〔プリンタ〕フォルダにプリンタ名が表示され、
ドライバが有効になります。

■通常のインストール
プリンタドライバをインストールする手順は、Windows 95の場合と同
じです。62 ページを参照してください。

ご使用のパソコンにインストールされているWindows 98の
バージョンによっては、インストール手順や表示内容がこと
なる場合があります。このときは、表示内容にしたがってイ
ンストールしてください。

インストールの前に、メモ帳などによりCD-ROM内の
「README.TXT」をお読みください。
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■USBドライバでのインストール

1 プリンタUSBケーブルを接続し、プリンタ、パソコンの順に電

源を入れ、Windowsを起動します

2 〔新しいハードウェアの追加ウィザード〕が表示されたら、〔次
へ〕をクリックする

〔ディスクの挿入〕ダイアログボックスが表示されたら、14へ進みます。

3 〔使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推奨）〕を
選択し、〔次へ〕をクリックする

4 添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンの CD-ROM ド

ライブにセットする

5 〔検索場所の指定〕をチェックし、CD-ROMドライブ名とWindows
98用ドライバのフォルダ名を入力し、〔次へ〕をクリックする
（CD-ROMドライブがFの場合、「F:¥XL2200¥WIN9X_ME」と入力
してください。）

6 「次のデバイス用のドライバファイルを検索します。：USB
Printing Support」と表示されていることを確認し、〔次へ〕
をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。

7 必要なソフトウェアがインストールされたことを確認し、〔完

了〕をクリックする
引き続き、USBケーブルに接続しているプリンタを自動的に検出します。
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8 「次の新しいドライバを検索しています：FUJITSU XL-2200」と
表示されていることを確認し、〔次へ〕をクリックする

9 〔使用中のデバイスに最適なドライブを検索する（推奨）〕を
選択し、〔次へ〕をクリックする

10〔検索場所の指定〕をチェックし、CD-ROMドライブ名とWindows
98用ドライバのフォルダ名を入力し、〔次へ〕をクリックする
（CD-ROMドライブがFの場合、「F:¥XL2200¥WIN9X_ME」と入力
してください。）

11デバイス用のドライバファイルを検索すると表示されたら、
〔次へ〕をクリックする

12プリンタ名および通常使うプリンタにするかどうかを設定
し、〔完了〕をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。

13〈新しいハードウェアデバイスに必要なソフトウェアがイン
ストールされました。〉と表示されたら、〔完了〕をクリック
する

〔プリンタ〕フォルダにプリンタ名が表示され、ドライバが有効になり
ます。

14〔ディスクの挿入〕ダイアログボックスが表示されたら、添付
のプリンタソフトウェアCD-ROMをパソコンのCD-ROMドライブ
にセットし、〔OK〕をクリックする
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15〔ファイルのコピー元〕にCD-ROMドライブ名とWindows 98用
ドライバのフォルダ名を入力し、〔OK〕をクリックする（CD-
ROMドライブがFの場合、「F:¥XL2200¥WIN9X_ME」と入力して
ください。）
ファイルのコピーが開始されます。
コピーが終了すると、〔プリンタ〕フォルダにプリンタ名が表示され、
ドライバが有効になります。

▼Windows Meの場合

ここでは、Windows Meが動作するパソコンをご使用になっている場合の、
プリンタドライバのインストール方法について説明します。
インストールの手順はプラグアンドプレイと通常のインストールで異
なります。それぞれの手順にしたがってください。

■プラグアンドプレイでのインストール
プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。
添付のプリンタソフトウェアCD-ROMを準備してください。

ご使用のパソコンにインストールされているWindows Meの
バージョンによっては、インストール手順や表示内容が異な
る場合があります。このときは、表示内容にしたがってイン
ストールしてください。

・インストールの前に、メモ帳などによりCD-ROMの

「README.TXT」をお読みください。

・Windows 95/98で本プリンタドライバをインストールして
使用されていた方で、本プリンタドライバを削除せず

Windows Meにアップグレードしている場合は、Windows Me
の〔プリンタ〕フォルダから本プリンタを選択し、〔ファ

イル〕メニューの〔削除〕をクリックしてプリンタを削除

してからインストールを行ってください。
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1 プリンタとパソコンを接続し、プリンタの電源を入れた状態

でWindows Meを起動する
パソコン起動時に〈FUJITSU XL-2200新しいハードウェアが検出されま
した。必要なソフトウェアを探しています。〉と表示されます。そのと
き、次の手順でプリンタドライバをインストールしてください。

プラグアンドプレイはプリンタがパソコンに直接つながっ
ている場合のみ、行われます。

2 添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンの CD-ROM ド

ライブにセットする

3 〔適切なドライバを自動的に検索する（推奨）〕を選択して、
〔次へ〕をクリックする

4 〈ほかのドライバの選択〉画面が表示されたら、「場所」が
「F:¥XL2200¥WIN9X_ME」（CD-ROMドライブがF:の場合）のドラ
イバを選択し、〔OK〕をクリックする

5 表示された画面でプリンタ名を確認し、XL-2200 を通常のプ

リンタに設定する場合は〔はい〕を選択し、〔次へ〕をクリッ
クする

6 テストページを印刷するか、しないかを選択して、〔完了〕を

クリックする
ファイルのコピーが開始されます。

7 テストページを印刷した場合は、正しく印刷されたら〔はい〕

をクリックする
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8 〈新しいハードウェアデバイスに必要なソフトウェアがイン
ストールされました。〉と表示されたら、〔完了〕をクリック
し、インストールを終了する

■通常のインストール
プリンタドライバをインストールする手順は、Windows 95の場合と同
じです。62 ページを参照してください。

ご使用のパソコンにインストールされているWindows Meの
バージョンによっては、インストール手順や表示内容がこと
なる場合があります。このときは、表示内容にしたがってイ
ンストールしてください。

■USBドライバでのインストール
インストールする手順は、Windows 98の場合と同じです。67 ページを
参照してください。

インストールの前に、メモ帳などによりCD-ROM内の

「README.TXT」をお読みください。
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▼Windows NT4.0の場合

ここでは、Windows NT4.0が動作するパソコンをご使用になっている場
合の、プリンタドライバのインストール方法について説明します。

■インストール
プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。
添付のプリンタソフトウェアCD-ROMを準備してください。

ご使用のパソコンにインストールされているWindows NT4.0
のバージョンによっては、インストール手順や表示内容が異
なる場合があります。このときは、表示内容にしたがってイ
ンストールしてください。

1 Windows NT4.0を起動する

2 〔スタート〕-〔設定〕-〔プリンタ〕の順に選択し、〔プリン
タの追加〕アイコンをダブルクリックする

3 表示された画面で〈このコンピュータ〉を選択し、〔次へ〕を

クリックする

4 プリンタを接続したポートを指定し、〔次へ〕をクリックする

〔利用可能なポート〕から、プリンタを接続したポートを選択します。

5 〈プリンタの製造元とモデルをクリックしてください。〉と表
示されたら、〔ディスク使用〕をクリックする

・インストールの前に、メモ帳などによりCD-ROMの
「README.TXT」をお読みください。

・プリンタドライバを再インストールする場合は、前のプリ
ンタドライバを削除してからインストールしてください。

・管理者権限でログオンしてください。
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6 添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンの CD-ROM ド

ライブにセットする

7 〈配布ファイルのコピー元〉を指定する画面が表示されたら、
CD-ROMドライブ名とWindows NT4.0用ドライバのフォルダ名
を入力し、〔OK〕をクリックする（CD-ROMドライブがFの場合、
「F:¥XL2200¥WINNT40」と入力してください。）

8 〈FUJITSU XL-2200〉と表示されていることを確認して、〔次へ〕
をクリックする

9 プリンタを共有するかどうか聞かれたら〔共有しない〕を選

択し、〔次へ〕をクリックする
プリンタを共有するかしないかの設定は、プリンタドライバをインス
トールした後で変更できます。ここでは、〈共有しない〉を選択します。

10テストページを印刷するか、しないかを選択して〔完了〕を
クリックする
ファイルのコピーが開始されます。コピーが終了すると、〔プリンタ〕
フォルダにプリンタ名が表示され、ドライバが有効になります。
テストページを選択した場合は、テストページ完了のダイアログボック
スが表示されます。次の操作を行います。

11テストページが正しく印刷されたら〔はい〕をクリックし、
インストールを終了する
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▼Windows 2000の場合

ここでは、Windows 2000が動作するパソコンをご使用になっている場
合の、プリンタドライバのインストール方法について説明します。
インストールの手順はプラグアンドプレイと通常のインストールで異
なります。それぞれの手順にしたがってください。

■プラグアンドプレイでのインストール
プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。
添付のプリンタソフトウェアCD-ROMを準備してください。

ご使用のパソコンにインストールされているWindows 2000
のバージョンによっては、インストール手順や表示内容が異
なる場合があります。このときは、表示内容にしたがってイ
ンストールしてください。

1 プリンタとパソコンを接続し、プリンタの電源を入れた状態

でWindows 2000を起動する

2 〔新しいハードウェアの検出ウィザード〕が表示されたら、〔次
へ〕をクリックする

〔デジタル署名が見つかりませんでした〕が表示されたら、〔はい〕をク
リックしてください。

3 「次のデバイスをインストールします：FUJITSU XL-2200」と
表示されていることを確認し、〔デバイスに最適なドライバを
検索する（推奨）〕を選択して、〔次へ〕をクリックする

・インストールの前に、メモ帳などによりCD-ROMの
「README.TXT」をお読みください。

・プリンタドライバを再インストールする場合は、前のプリ

ンタドライバを削除してからインストールしてください。
・管理者権限でログオンしてください。
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4 〔場所を指定〕を選択し、〔次へ〕をクリックする

5 添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンの CD-ROM ド

ライブにセットする

6 〔製造元のファイルのコピー元〕に「F：¥XL2200￥WIN2000」
（CD-ROMドライブがFの場合）と入力し、〔OK〕をクリックする

7 「次のデバイスのドライバが検索されました：FUJITSU XL-2200」
と表示されていることを確認し、〔次へ〕をクリックする

8 〔デジタル署名が見つかりませんでした〕と表示されたら、〔は
い〕をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。

9 〔新しいハードウェアの検索ウィザードの完了〕と表示された
ら、〔完了〕をクリックする

10通常使うプリンタに設定する場合は、〔スタート〕-〔設定〕-
〔プリンタ〕を選択し、「FUJITSU XL-2200」アイコンを右ク
リックし、〔通常使うプリンタに設定〕を選択する
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■通常のインストール
プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。
添付のプリンタソフトウェアCD-ROMを準備してください。

ご使用のパソコンにインストールされているWindows 2000
のバージョンによっては、インストール手順や表示内容がこ
となる場合があります。このときは、表示内容にしたがって
インストールしてください。

1 Windows 2000を起動する

2 〔スタート〕-〔設定〕-〔プリンタ〕の順に選択する

3 〔プリンタの追加〕をダブルクリックする

4 「プリンタの追加ウィザード」が起動したら、〔次へ〕をクリッ
クする

5 〔ローカルプリンタ〕を選択し、〔プラグアンドプレイプリン
タを自動的に検出してインストールする〕のチェックを外し
て、〔次へ〕をクリックする

6 〔次のポートを使用〕を選択し、「LPT1：プリンタポート」を
選択して、〔次へ〕をクリックする

7 〔ディスク使用〕をクリックする

・インストールの前に、メモ帳などによりCD-ROM内の

「README.TXT」をお読みください。
・管理者権限でログオンしてください。
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8 「フロッピーディスクからインストール」画面が表示された
ら、添付のプリンタソフトウェアCD-ROMをセットし、〔製造
元のファイルのコピー元〕に「D：¥XL2200¥WIN2000」（CD-ROM
ドライブがDの場合）と入力し、〔OK〕をクリックする

9 〔FUJITSU XL-2200〕を選択し、〔次へ〕をクリックする

10〈既存のドライバを使う〉と表示されたら、「新しいドライバ
に置き換える」を選択し、〔次へ〕をクリックする

11プリンタ名および通常使うプリンタにするかどうかを設定
し、〔次へ〕をクリックする

12〔このプリンタを共有しない〕を選択し、〔次へ〕をクリック
する

13テストページを印刷するかどうかを指定し、〔次へ〕をクリッ
クする

14〔プリンタの追加ウィザードを完了しています〕と表示された
ら、〔完了〕をクリックする

15「デジタル署名が見つかりませんでした」と表示されたら、〔は
い〕をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。
コピーが終了すると、〔プリンタ〕フォルダにプリンタ名が表示され、
ドライバが有効になります。
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■USBドライバでのインストール

1 USBケーブルを接続し、プリンタ、パソコンの順に電源を入れ

る

2 〈新しいハードウェアの検出ウィザード〉ダイアログが表示さ
れたら、〔次へ〕をクリックする

3 〔デバイスに最適なドライバを検索する（推奨）〕を選択し、
〔次へ〕をクリックする

4 添付のプリンタソフトウェアCD-ROMをセットし、〔フロッピー

ディスクドライブ〕および〔CD-ROMドライブ〕のチェックを
外し〔場所を指定〕のみをチェックし、〔次へ〕をクリックする

5 〈製造元のファイルのコピー元〉を指定する画面が表示された
ら、にCD-ROMドライブ名とWindows 2000用ドライバのフォルダ
名を入力し〔OK〕をクリックする(CD-ROMドライブがFの場合、
「F:¥XL2200¥WIN2000」と入力してください。)

6 XL-2200のドライバが検出されたら、〔次へ〕をクリックする

7 〈デジタル署名が見つかりませんでした〉という警告が表示さ
れたら、〔はい〕をクリックする
プリンタドライバのファイルのコピーが開始されます。

8 〈新しいハードウェアの検索ウィザードの完了〉画面が表示さ
れたら、〔完了〕をクリックする
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9 通常使うプリンタに設定する場合は、〔スタート〕-〔設定〕-

〔プリンタ〕の順に選択し、〔FUJITSU XL-2200〕アイコンを右
クリックして〔通常使うプリンタに設定〕をクリックする
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▼Windows XPの場合

ここでは、Windows XPが動作するパソコンをご使用になっている場合の、
プリンタドライバのインストール方法について説明します。

■プラグアンドプレイでのインストール
プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。
添付のプリンタソフトウェアCD-ROMを準備してください。

ご使用のパソコンにインストールされているWindows XPの
バージョンによっては、インストール手順や表示内容が異な
る場合があります。このときは、表示内容にしたがってイン
ストールしてください。

1 プリンタとパソコンを接続し、プリンタの電源を入れた状態

でWindows XPを起動する
ここでは、Windows XP日本語版Home Editionを例に説明しています。

2 〈新しいハードウェアの検出ウィザード〉画面が表示された
ら、〔一覧または特定の場所からインストールする（詳細）〕
を選択し、〔次へ〕をクリックする
画面が表示されない場合は、手順15へ進んでください。

3 添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンの CD-ROM ド

ライブにセットする

・インストールの前に、メモ帳などによりCD-ROMの
「README.TXT」をお読みください。

・プリンタドライバを再インストールする場合は、前のプリ
ンタドライバを削除してからインストールしてください。

・管理者権限でログオンしてください。
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4 〔次の場所で最適のドライバを検索する〕を選択し、〔リムー
バブルメディア（フロッピー、CD-ROMなど）を検索〕のチェッ
クを外す

5 〔次の場所を含める〕にチェックを付け、「F:¥XL2200¥WINXP」
（CD-ROMドライブがFの場合）と入力し、〔次へ〕をクリックする

6 〈ハードウェアのインストール〉画面が表示されたら、〔続行〕
をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。
ディスクの挿入画面が表示されたら手順10へ進みます。

7 〔完了〕をクリックする

8 〔スタート〕-〔コントロールパネル〕の順に選択し、〔プリン
タとその他のハードウェア〕をクリックする

9 〈コントロールパネルを選んで実行します〉の〔プリンタと
FAX〕をクリックする

〈プリンタとFAX〉フォルダにプリンタアイコンが表示されたら、イン
ストールは完了です。

10〈ディスクの挿入〉画面が表示されたら、添付のプリンタソフ
トウェアCD-ROMをパソコンのCD-ROMドライブにセットし、
〔OK〕をクリックする

11〈コピー元〉に「F:¥XL2200¥WINXP」（CD-ROMドライブがFの場
合）と入力し、〔OK〕をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。
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12〔完了〕をクリックする

13〔スタート〕-〔コントロールパネル〕の順に選択し、〔プリン
タとその他のハードウェア〕をクリックする

14〈コントロールパネルを選んで実行します〉の〔プリンタと
FAX〕をクリックする

〈プリンタとFAX〉フォルダにプリンタアイコンが表示されたら、イン
ストールは完了です。

15〔スタート〕-〔マイコンピュータ〕をクリックし、〔プロパ
ティ〕を選択する

16〔ハードウェア〕タブの〔デバイスマネージャ〕をクリックする

17〔その他のデバイス〕の「FUJITSU XL-2200」を右クリックし、
〔削除〕を選択する
その他のデバイスが表示されない場合は、〔表示〕メニューの〔非表示
のデバイスの表示〕を選択し、〔プリンタ〕の「FUJITSU XL-2200」を右
クリックして〔削除〕を選択してください。

18〈デバイスの削除の確認〉画面で〔OK〕をクリックする

19〈システムのプロパティ〉画面で〔OK〕をクリックする

20Windowsを再起動し、〈新しいハードウェアの検出ウィザード〉
画面（手順2）からやり直す
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■USBドライバでのインストール

1 プリンタとパソコンを接続し、プリンタの電源を入れた状態

でWindows XPを起動する
ここでは、Windows XP日本語版Home Editionを例に説明しています。

2 〈新しいハードウェアの検出ウィザード〉画面が表示された
ら、〔一覧または特定の場所からインストールする（詳細）〕
を選択し、〔次へ〕をクリックする
画面が表示されない場合は、手順15へ進んでください。

3 添付のプリンタソフトウェア CD-ROM をパソコンの CD-ROM ド

ライブにセットする

4 〔次の場所で最適のドライバを検索する〕を選択し、〔リムー
バブルメディア（フロッピー、CD-ROMなど）を検索〕のチェッ
クを外す

5 〔次の場所を含める〕にチェックを付け、「F:¥XL2200¥WINXP」
（CD-ROMドライブがFの場合）と入力し、〔次へ〕をクリックする

6 〈ハードウェアのインストール〉画面が表示されたら、〔続行〕
をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。
〈ディスクの挿入〉画面が表示されたら、手順10へ進んでください。

7 〔完了〕をクリックする

8 〔スタート〕-〔コントロールパネル〕の順に選択し、〔プリン
タとその他のハードウェア〕をクリックする
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9 「コントロールパネルを選んで実行します」の〔プリンタと
FAX〕をクリックする

〈プリンタとFAX〉フォルダにプリンタアイコンが表示されたら、イン
ストールは完了です。

10〈ディスクの挿入〉画面が表示されたら、添付のプリンタソフ
トウェアCD-ROMをパソコンのCD-ROMドライブにセットし、
〔OK〕をクリックする

11〔コピー元〕に「F:¥XL2200¥WINXP」（CD-ROM ドライブが F の
場合）と入力し、〔OK〕をクリックする
ファイルのコピーが開始されます。

12〔完了〕をクリックする

13〔スタート〕-〔コントロールパネル〕の順に選択し、〔プリン
タとその他のハードウェア〕をクリックする

14「コントロールパネルを選んで実行します」の〔プリンタと
FAX〕をクリックする

〈プリンタとFAX〉フォルダにプリンタアイコンが表示されたら、イン
ストールは完了です。

15〔スタート〕-〔マイコンピュータ〕をマウスの右ボタンでク
リックし、〔プロパティ〕を選択する
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16〔ハードウェア〕タブの〔デバイスマネージャ〕をクリックする

17〔その他のデバイス〕の「FUJITSU XL-2200」を右クリックし
て〔削除〕を選択する

〔その他のデバイス〕が表示されない場合は、〔表示〕メニューの〔非表
示のデバイスの表示〕を選択し、〔プリンタ〕の「FUJITSU XL-2200」を
右クリックして〔削除〕を選択してください。

18〈デバイスの削除の確認〉画面で〔OK〕をクリックする

19〈システムのプロパティ〉画面で〔OK〕をクリックする

20Windowsを再起動し、〈新しいハードウェアの検出ウィザード〉
画面（手順2）からやり直す



第4章    プリンタドライバのインストール

86

最新プリンタドライバを入手する
最新版のプリンタドライバは、インターネットの「FMWORLD.NET」から
ダウンロードすることができます。「FMWORLD.NET」ではサポートサービ
スなどに関するさまざまな情報も提供しています。

下記に示したURLよりプリンタドライバをダウンロードしてください。
   FM WORLD URL：http://www.fmworld.net/

・「FMWORLD.NET」をご利用になる際は、Webブラウザおよび
インターネットに接続できる環境が必要です。

・ 添付のCD-ROMには、製品出荷時での最新版ドライバが収
められており、「FMWORLD.NET」からダウンロードできる
ものと同一の可能性があります。お使いのプリンタドラ
イバのバージョンを確認してからダウンロードを行って
ください。

▼新しいドライバに置き換える

バージョンアップによりプリンタドライバを置き換えるときは、古いプ
リンタドライバを削除してから新しいプリンタドライバをインストー
ルします。

プリンタドライバを置き換えると、全てのドライバ設定が初
期値に戻ります。

■Windows 95/98の場合
古いプリンタドライバは、次の手順で削除します。

1 〔マイコンピュータ〕の〔プリンタ〕アイコンをダブルクリッ
クする

〔プリンタ〕フォルダが開きます。

2 該当するプリンタを選択し、〔ファイル〕メニューから〔削

除〕をクリックする
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3 プリンタの削除を確認する画面が表示されたら、〔はい〕をク

リックする

4 Windowsを再起動する

古いプリンタドライバを削除したら、Windowsを再起動します。

5 新しいプリンタドライバを、「通常のインストール」（62ペー

ジ）の手順でインストールする

インストールの途中で、現在のドライバを使うか新しいドラ
イバに置き換えるかを選択する画面が表示されますので、
〔新しいドライバに置き換える〕を選択してください。

■Windows Meの場合

1 〔マイコンピュータ〕-〔コントロールパネル〕-〔プリンタ〕
の順にダブルクリックする

〔プリンタ〕フォルダを開きます。

2 該当するプリンタを選択し、〔ファイル〕メニューから〔削

除〕をクリックする

3 プリンタの削除を確認する画面が表示されたら、〔はい〕をク

リックする

4 Windows Meを再起動する

古いプリンタドライバを削除したら、Windows Meを再起動します。

5 新しいプリンタドライバを、「通常のインストール」（71ペー

ジ）の手順でインストールする
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インストールの途中で、現在のドライバを使うか新しいドラ
イバに置き換えるかを選択する画面が表示されるので、〔新
しいドライバに置き換える〕を選択してください。

■Windows NT4.0の場合

1 〔マイコンピュータ〕の〔プリンタ〕アイコンをダブルクリッ
クする

〔プリンタ〕フォルダを開きます。

2 該当するプリンタを選択し、〔ファイル〕メニューから〔削

除〕をクリックする

3 プリンタの削除を確認する画面が表示されたら、〔はい〕をク

リックする

4 Windows NT4.0を再起動する

古いプリンタドライバを削除したら、Windows NT4.0を再起動します。

5 新しいプリンタドライバを、「インストール」（72ページ）の

手順でインストールする

インストールの途中で、現在のドライバを使うか新しいドラ
イバに置き換えるかを選択する画面が表示されるので、〔新
しいドライバに置き換える〕を選択してください。



第4章    プリンタドライバのインストール

89

4

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
編

■Windows 2000の場合

1 〔マイコンピュータ〕の〔コントロールパネル〕アイコンをダ
ブルクリックする

〔コントロールパネル〕フォルダを開きます。

2 〔コントロールパネル〕の〔プリンタ〕アイコンをダブルク
リックする

〔プリンタ〕フォルダを開きます。

3 該当するプリンタを選択し、〔ファイル〕メニューから〔削

除〕をクリックする

4 プリンタの削除を確認する画面が表示されたら、〔はい〕をク

リックする

5 〔プリンタ〕フォルダの〔ファイル〕メニューから〔サーバの
プロパティ〕をクリックし、〔ドライバ〕タブで該当するプリ
ンタを選択し、〔削除〕をクリックする

6 Windows 2000を再起動する

古いプリンタドライバを削除したら、Windows 2000を再起動します。

7 新しいプリンタドライバを、「通常のインストール」（76ペー

ジ）の手順でインストールする

インストールの途中で、現在のドライバを使うか新しいドラ
イバに置き換えるかを選択する画面が表示されるので、〔新
しいドライバに置き換える〕を選択してください。
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■Windows XPの場合

1 〔スタート〕メニューより〔プリンタとFAX〕を選択する

2 該当するプリンタを選択し、〔ファイル〕メニューから〔削

除〕をクリックする

3 プリンタの削除を確認する画面が表示されたら、〔はい〕をク

リックする

4 〔プリンタ〕フォルダの〔ファイル〕メニューから〔サーバの
プロパティ〕をクリックし、〔ドライバ〕タブで該当するプリ
ンタを選択し、〔削除〕をクリックする

5 Windows XPを再起動する

古いプリンタドライバを削除したら、Windows XPを再起動します。

6 新しいプリンタドライバをインストールする

インストールの途中で、現在のドライバを使うか新しいドラ
イバに置き換えるかを選択する画面が表示されるので、〔新
しいドライバに置き換える〕を選択してください。
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この章では、プリンタをサーバ上で共有し、他
のパソコンから印刷するために必要な設定につ
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サーバ側の設定............................ 101
クライアント側の設定...................... 105
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Windows 95/98/Meのとき
ここでは、OSがWindows 95/98/Meのパソコンをサーバとして運用する
場合と、クライアントとして運用する場合に必要となる設定について説
明します。

▼サーバ側の設定

サーバとして運用する場合に必要な設定について説明します。

■準　備
ネットワークの設定で、プリンタの共有ができるように設定します。

1 〔ネットワーク〕プロパティを開く
〔スタート〕から〔設定〕-〔コントロールパネル〕の順に選択し、〔ネッ
トワーク〕をダブルクリックします。

2 〔ファイルとプリンタの
共有〕をクリックする

3 「プリンタを共有できる
ようにする」を選択し、
〔OK〕をクリックする

4 〔ネットワーク〕プロパティの〔OK〕をクリックして閉じ、
OSを再起動する



第5章    プリンタ共有の設定

93

5

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
編

■設　定
共有プリンタの設定手順は次のとおりです。

1 XL-2200のプリンタドライバ、プリンタポートを設定する

プリンタドライバ、プリンタポートの設定方法は『XL-2200
ネットワークガイド』「第３章　ネットワークソフトウェア
の使用」を参照してください。

2 〔スタート〕から〔設定〕-〔プリンタ〕の順に選択し、共
有するプリンタをクリックする

3 〔ファイル〕メニューから〔共有〕を選択する

4 「共有する」を選択し、共有名を入力する
必要に応じてコメント、パスワードを入力してください。

共有名 .........共有プリンタの名前を入力します。他のユーザが
ネットワークで情報を見るときに、ここに指定した
名前が表示されます。

コメント .......プリンタの種類や設置場所などの共有プリンタに関
するコメントを入力できます。
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パスワード ..... 他のユーザがこの共有プリンタに接続するときに使
うパスワードを指定します。
パスワードを使わないときは、空白のままにします。

入力が終わったら、〔OK〕をクリックしてください。

▼クライアント側の設定

Windows 95/98/Meをクライアントとして使用し、共有プリンタに印刷
するときの設定について説明します。
Windows 95/98/MeのクライアントからWindows 95/98/Me/NT4.0/2000/
XPのサーバ共有プリンタを使用する場合、ネットワークを経由して、
サーバから簡単にプリンタドライバをインストールできます。
サーバがWindows NT4.0/2000/XPの場合は、代替インストールが必要と
なります。

代替インストールについては、「サーバ側の設定」Windows
2000/XPのとき（101ページ）、Windows NT4.0のとき（96ペー
ジ）を参照

■準　備
設定の前に、サーバおよびクライアントが以下の条件を満たしているこ
とを確認してください。
サーバ..........Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XPが動作するパソコン

です。あらかじめ共有プリンタの設定を行っておいて
ください。

クライアント ... Windows 95/98/Meが動作するパソコンです。
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■設　定

1 エクスプローラを起動する
〔スタート〕から〔プログラム〕-〔エクスプローラ〕(Windows Meは
〔スタート〕から〔プログラム〕-〔アクセサリ〕-〔エクスプローラ〕)
の順に選択します。

2 サーバで利用可能な共有プリンタを表示する
〔ネットワーク　コンピュータ〕（Windows Meは〔マイネットワーク〕）
をダブルクリックし、ネットワーク上のコンピュータを表示します。一
覧から共有プリンタのサーバをダブルクリックすると、利用可能な共有
プリンタが表示されます。

3 設定を行う共有プリンタをダブルクリックし、画面の指示
にしたがってインストールする

ファイルがコピーされ、〔プリンタ〕フォルダに新しくプリンタが追加
されたらプリンタドライバのインストールは完了です。
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Windows NT4.0のとき
ここでは、OSがWindows NT4.0のパソコンをサーバとして運用する場合
と、クライアントとして運用する場合に必要となる設定について説明し
ます。

本プリンタ添付のプリンタソフトウェアCD-ROMに収められ
ている『XL-2200ネットワークガイド』を参照

▼サーバ側の設定

サーバとして運用する場合に必要な設定について説明します。

■設　定
共有プリンタの設定手順は次のとおりです。

1 XL-2200のプリンタドライバ、プリンタポートを設定する

プリンタドライバ、プリンタポートの設定方法は『XL-2200
ネットワークガイド』「第2章　ネットワークソフトウェアの
使用」を参照してください。

2 Windows NT4.0を起動し、管理者権限でログオンする

3 〔スタート〕から〔設定〕-〔プリンタ〕の順に選択し、共
有するプリンタをクリックする

4 〔ファイル〕メニューから〔共有〕を選択する
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5 「共有する」を選択し、共有名を入力する

共有名 .........共有プリンタの名前を入力します。他のユーザが
ネットワークで情報を見るときに、ここに指定した
名前が表示されます。
ただし、全角7文字以上、半角13文字以上の名前を設
定すると、Windows 95/98/Meのパソコン（クライア
ント）からプリンタのネットワークパスを参照でき
なくなりますのでご注意ください。

クライアントのOSがWindows 95/98/Meの場合は、引き続き手順6以降
の操作で代替ドライバのインストールを行ってください。

代替ドライバをインストールしないときは、〔OK〕をクリッ
クして設定を終了します。
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6 「代替ドライバ」リストか
らクライアントのOSを選
択し、〔OK〕をクリックす
る

Windows 98/Meの代替ドライバ
をインストールするときも、
「Windows 95」を選択してくださ
い。なお、代替ドライバがすで
にインストールされている場合
は、「（インストール済）」と表示
されます。

7 添付のプリンタソフトウェアCD-ROMをパソコンのCD-ROMド
ライブにセットする

8 「コピー元」に「F:¥XL2200
¥WIN9X_ME」と入力する、ま
たは〔参照〕をクリック
して「F:¥XL2200¥WIN9X_ME」
を選択する（CD-ROMドラ
イブがF:のとき）

入力が終わったら〔OK〕をクリッ
クします。
ファイルのコピーが開始されま
す。コピーが終了したら、代替ド
ライバのインストールは終了で
す。
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▼クライアント側の設定

Windows NT4.0をクライアントとして使用し、共有プリンタに印刷する
ときの設定について説明します。
Windows NT4.0のクライアントからWindows NT4.0/2000/XPのサーバ共
有プリンタを使用する場合、ネットワークを経由して、サーバから簡単
にプリンタドライバをインストールできます。

サーバがWindows 95/98/Meの場合は、クライアント側のプリ
ンタドライバのインストールはCD-ROMから行う必要があり
ます。

■準　備
クライアント側の設定には、本プリンタ添付のプリンタソフトウェア
CD-ROMが必要です。（サーバがWindows 95/98/Meのとき）
また、 設定の前に、サーバおよびクライアントが以下の条件を満たして
いることを確認してください。
サーバ ......... Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XPが動作するパソコン

です。あらかじめ共有プリンタの設定を行っておいて
ください。

クライアント ...Windows NT4.0が動作するパソコンです。
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■設　定

1 〔スタート〕から〔プログラム〕-〔Windows NTエクスプロー
ラ〕の順に選択する

2 〔ネットワークコンピュータ〕をクリックし、一覧から共有
プリンタのサーバをクリックする

3 〔プリンタ〕をクリックする
利用可能な共有プリンタが表示されます。

4 設定を行う共有プリンタを右クリックし、〔インストール〕
をクリックする

ファイルがコピーされ、〔プリンタ〕フォルダに新しくプリンタが追加
されたらプリンタドライバのインストールは完了です。
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Windows 2000/XPのとき
ここでは、OSがWindows 2000/XPのパソコンをサーバとして運用する場
合と、クライアントとして運用する場合に必要となる設定について説明
します。

本プリンタ添付のプリンタソフトウェアCD-ROMに収められ
ている『XL-2200ネットワークガイド』を参照

▼サーバ側の設定

サーバとして運用する場合に必要な設定について説明します。

1 Windows 2000/XPを起動し、管理者権限でログオンする

プリンタドライバ、プリンタポートの設定方法は『XL-2200
ネットワークガイド』「第３章　ネットワークソフトウェア
の使用」を参照してください。

2 〔ファイル〕メニューから〔共有〕を選択する
① Windows 2000の場合：

〔スタート〕から〔設定〕-〔プリンタ〕の順に選択し、共有する

プリンタをクリックする
② Windows XPの場合：

〔スタート〕から〔プリンタとFAX〕を選択し、共有するプリンタ

をクリックします。
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3 「共有する」を選択し、共有名を入力する

共有名 ......... 共有プリンタの名前を入力します。他のユーザが
ネットワークで情報を見るときに、ここで指定した
名前が表示されます。
ただし、全角7文字以上、半角13文字以上の名前を設
定すると、Windows 95/98/Meのパソコン（クライア
ント）からプリンタのネットワークパスを参照でき
なくなりますのでご注意ください。

クライアントのOSがWindows 95/98/Me/NT4.0の場合は、引き続き手順
4以降の操作で追加ドライバのインストールを行ってください。

・追加ドライバをインストールしないときは、〔OK〕をクリッ
クして設定を終了します。

・共有するプリンタドライバの名称と、追加ドライバのリス
トに表示されているプリンタドライバの名称が異なる場
合、追加ドライバをインストールすることはできません。
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4 〔追加ドライバ〕をクリッ
クする

5 「追加ドライバ」リスト
からクライアントのOS
をチェックし、〔OK〕を
クリックする

（画面はクライアントがWindows
95/98/Me用のとき）

6 添付のプリンタソフト
ウェアCD-ROMをパソコン
のCD-ROMドライブにセッ
トして、〔OK〕をクリック
する

7 「コピー元」にクライアン
トのOS用のプリンタドラ
イバのフォルダ名を直接
入力する、または〔参照〕
をクリックしてプリンタ
ドライバのフォルダ名を
選択し、〔開く〕をクリッ
クする

入力が終わったら〔OK〕をクリッ
クします。
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プリンタドライバのフォルダ名は、次のように指定します。
（CD-ROMドライブがF:の場合）

ファイルのコピーが開始されます。コピーが終了したら、追加ドライバ
のインストールは終了です。

Windows 2000の場合
〔デジタル署名が見つかりませんでした〕ダイアログが表示されたとき
は、〔はい〕を選択してください。

Windows XPの場合
〔ハードウェアのインストール〕ダイアログが表示されたときは、〔続
行〕を選択してください。

クライアントのOS フォルダ名

Windows 95/98/Me F:¥XL2200¥WIN9X_ME
Windows NT4.0 F:¥XL2200¥WINNT40
Windows 2000 F:¥XL2200¥WIN2000
Windows XP F:¥XL2200¥WINXP
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▼クライアント側の設定

Windows 2000/XPをクライアントとして使用し、共有プリンタに印刷す
るときの設定について説明します。
Windows 2000/XPのクライアントからWindows 2000/XPのサーバ共有プ
リンタを使用する場合、ネットワークを経由して、サーバから簡単にプ
リンタドライバをインストールできます。

■ネットワーク経由による方法
Windows 2000/XPのクライアントからWindows 2000/XPのサーバ共有プ
リンタを使用する場合、ネットワークインストールによってプリンタド
ライバのインストールをサーバから簡単に行うことができます。

準　備
設定の前に、サーバおよびクライアントが以下の条件を満たしているこ
とを確認してください。
サーバ .........Windows 2000/XPが動作するパソコンです。

あらかじめ共有プリンタの設定を行っておいてくだ
さい。

クライアント ...Windows 2000/XPが動作するパソコンです。

設　定

1 Windows 2000の場合：
〔スタート〕から〔プログラム〕-〔アクセサリ〕-〔エク
スプローラ〕の順に選択する

Windows XPの場合：
〔スタート〕から〔プログラム一覧〕-〔アクセサリ〕-
〔エクスプローラ〕の順に選択します。

サーバがWindows 2000/XP以外の場合は、ネットワークイ

ンストールでは正しくインストールできません。「ポート変
更による方法」（106 ページ）でインストールしてください。
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2 〔マイネットワーク〕の〔ネットワーク全体〕を表示し、〔コ
ンピュータの検索〕（Windows XPの場合は〔検索〕）をクリッ
クし、「コンピュータ名」に共有プリンタのサーバ名を入力
して検索する

検索結果から共有プリンタのサーバをダブルクリックすると、利用可能
な共有プリンタが表示されます。

3 設定を行う共有プリンタをダブルクリックし、画面の指示
にしたがってインストールする

ファイルがコピーされ、〔プリンタ〕フォルダに新しくプリンタが追加
されたらプリンタドライバのインストールは完了です。

■ポート変更による方法
Windows 2000/XPのクライアントからサーバがWindows 2000/XP以外の
共有プリンタを使用する場合は、ローカルのプリンタポートを仮に指定
してCD-ROMからプリンタドライバのインストールを行ってください。そ
の後、ポートを変更して共有プリンタに接続します。
この際、管理者権限でログオンしてください。

準　備
設定の前に、サーバおよびクライアントが以下の条件を満たしているこ
とを確認してください。
サーバ ......... Windows 95/98/Me/NT4.0が動作するパソコンです。

あらかじめ共有プリンタの設定を行っておいてくだ
さい。

クライアント ... Windows 2000/XPが動作するパソコンです。
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設　定

1 プリンタドライバをインストールする

プリンタドライバのインストールについては、『XL-2200ネッ
トワークガイド』「第5章　プリンタドライバ（ローカル接
続）のインストール」を参照

インストール中に印刷先ポートの指定、およびテスト印刷を行うかどう
かを尋ねられます。印刷先ポートは仮のポート（ローカルポート：LPT1
など）を、テスト印刷は「いいえ」（テスト印刷をしない）を選択します。

2 印刷先のポートを共有プリンタのネットワークパスに変更
する

① Windows 2000の場合：
〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順で選択し、設定を行う

プリンタを選択する

Windows XPの場合：
〔スタート〕から〔プリンタとFAX〕を選択し、設定を行うプリン

タを選択する
②〔ファイル〕メニューで〔プロパティ〕を選択し、〔ポート〕タブを

クリックする

③〔ポートの追加〕をクリックする

2を行う前にテストページを印刷すると、「応答なし」エ

ラーが表示され印刷ができません。そのときは、「印刷中

止」をクリックしてください。
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④「Local Port」を選択し、〔新しいポート〕をクリックする

⑤〔ポート名〕ダイアログに共有プリンタのネットワークパス（「¥¥サー
バのネットワークコンピュータ名￥プリンタの共有名」）を入力する

入力が終わったら、〔OK〕をクリックして設定を終了します。



運　用　編
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使用できる用紙
本プリンタでは、普通紙をはじめ、さまざまな用紙を使用することがで
きます。しかし、一般に市販されている用紙の中には、本プリンタに適
さないものもあります。適正でない用紙を使用した場合、紙づまりや印
字品質の低下、故障、および装置破損の原因となることがあります。本
プリンタの性能を効果的に活用するために、サプライ用紙を使用するこ
とをお勧めします。

「サプライ品について」（136ページ）を参照

なお、サプライ用紙以外を使用するときは、本プリンタの規格に合った
一般の用紙（「使用できる用紙サイズ」（113ページ）を参照）を使用す
るか、購入元または「富士通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」
（289ページ）にお問い合わせください。

・用紙を大量にお買い求めになる前に、サンプル用紙でた
めし印刷をし、支障がないかどうか確認することをおす

すめします。

・お買い求めになる用紙のメートル坪量が、本プリンタの
規格内（113 ページ）であるかどうか、用紙の購入元に

確認することをおすすめします。
・規格にギリギリの用紙を使用すると、紙づまり等の原因

となることがあります。ご注意ください。
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▼使用できる用紙サイズ　

本プリンタは、標準給紙カセット、拡張給紙ユニット（オプション品）、
給紙トレイ（オプション品）、手差しトレイを使い分けることによって、
いろいろな用紙を使うことができます。次の用紙の使用をおすすめしま
す。

*1 ユーザ定義サイズ ：トレイ２以外……長さ 148 ～ 297mm、幅 90 ～
215.9mm*2

：トレイ２…………長さ 210 ～ 297mm、幅 148 ～
215.9mm*2

*2 プリンタのメニュー設定では幅は最大216mmです。

･ 給紙トレイ（オプション品）はプリンタドライバやプリ
ンタのメニュー設定ではMPF（給紙トレイ）と表示します。

･ OHPフィルムとラベル紙は、給紙トレイと手差しで使用で
きます。

� 用紙の種類� 寸　法�
用紙の厚さ

�
トレイ１�トレイ２�ＭＰＦ�テサシ

���� 連量/坪量�(標準カセット)�(拡張給紙ﾕﾆｯﾄ)�(給紙トレイ)�（手差し）�
�
普通紙�Ａ４� 210×297(mm)� ○� ○� ○� ○�
�
� Ａ５� 148×210(mm)� ○� ○� ○� ○�
�
� Ａ６� 105×148(mm)� ○� ×� ○� ○�
�
� Ｂ５� 182×257(mm)� ○� ○� ○� ○�
�
� ユーザ定義� 90×148(mm)�

○� ○� ○� ○
�

� *1� 　～215.9×297(mm)�
� レター� 215.9×279.4(mm)�

○� ○� ○� ○
�

� (LETTER）� (8.5×11インチ）�
�
はがき�はがき� 100×148(mm) � ×� ×� ○� ○�
�
� 往復はがき� 148×200(mm)  � ×� ×� ○� ○�
�
       ��
� 厚　　紙� 　　 　―� ×� ×� ○� ○�

55～75kg /�
64～87g/m2

官製はがき�
163kg /�
190g/m2

75～90kg /�
87～105g/m2

○：使用できる　　×：使用できない�

�
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▼使用できる用紙

■普通紙
本プリンタでは、PPC用紙および普通紙を使用することができます。し
かし、一般の市販品には本プリンタに適さないものもありますので、で
きるだけサプライ品をご使用ください。サプライ品の詳細は、「サプラ
イ品について」（136ページ）を参照してください。

用紙の重量は、64～87g/m2のものをお使いください。

■特殊紙
本プリンタでは、以下の用紙が使用できます。印刷品質は、普通紙より劣
ることがあります。

・用紙を大量にお買い求めになる前に、サンプル用紙でた
めし印刷をし、支障がないことを確認することをお勧め

します。市販のものの中には、本プリンタに適さないも

のがあります。
・A5 より小さい用紙は、印刷面を上に向けて排紙するよう

にしてください。（「印刷面を上にして用紙を排出する」

（130ページ）を参照）

用紙を大量にお買い求めになる前に、サンプル用紙でため
し印刷をし、支障がないことを確認することをお勧めしま

す。市販のものの中には、本プリンタに適さないものがあ

ります。
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■はがき
官製はがきをご使用ください。
往復はがきの場合は、官製の往復はがきで折り目のないものをご使用く
ださい。

・給紙カセットからは給紙できません。手差しまたは給紙

トレイ（オプション）をお使いください。また、印刷面

を上に向けて排紙するようにしてください。（「印刷面を
上にして用紙を排出する」（130ページ）を参照）

・用紙サイズの設定は「はがき」「往復はがき」のいずれか

でお使いください。他の用紙サイズを設定すると、印刷
品位が著しく低下することがあります。

・印刷後は反りが発生することがあります。
・用紙全体に薄くトナーが付着したり、印刷が薄いことが

あります。

・はがきは反りがないものをご使用ください。2mm以上の反
りがあるときは、反りを修正してからセットしてくださ

い。

・切手の貼ってあるはがきは、使用できません。
・Windowsでご使用の場合は、プリンタドライバの用紙厚の

設定を「より厚い紙」にしてお使いください。
・ESC/P対応のアプリケーションよりご使用の場合は、プリ

ンタのメディアメニュー設定でテサシタイプまたはMPF

タイプを〔アツガミ〕に設定してお使いください。テサ
シウェイトまたはMPFウェイトは、〔ヨリアツイカミ〕に

設定してお使いください。

・往復はがきをご使用のときは、給紙方向に注意してくだ
さい。

給紙方向�
給紙方向�
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■OHPフィルム
厚さ0.08mm～0.11mmのレーザプリンタ用OHPフィルムをご使用くださ
い。

■ラベル紙
厚さ0.1～0.15mmのレーザプリンタ用ラベル紙で、紙質は普通紙と同等
のものをご使用ください。

・給紙カセットからは給紙できません。手差しまたは給紙
トレイ（オプション）をお使いください。また、印刷面

を上に向けて排紙するようにしてください。（「印刷面を

上にして用紙を排出する」（130ページ）を参照）
・用紙全体に薄くトナーが付着したり、印刷が薄いことが

あります。

・Windowsでご使用の場合は、プリンタドライバの用紙厚の
設定を「OHPフィルム」にしてお使いください。

・ESC/P対応のアプリケーションよりご使用の場合は、プリ
ンタのメディアメニュー設定でテサシタイプまたはMPF

タイプを「OHP」に設定してお使いください。

・給紙カセットからは給紙できません。手差しまたは給紙

トレイ（オプション）をお使いください。また、印刷面

を上に向けて排紙するようにしてください。（「印刷面を
上にして用紙を排出する」（130ページ）を参照）

・Windowsでご使用の場合は、プリンタドライバの用紙厚の
設定を「より厚い紙」にしてお使いください。

・ESC/P対応のアプリケーションよりご使用の場合は、プリ

ンタのメディアメニュー設定でテサシタイプまたはMPF
タイプを「ラベルシ」に設定してお使いください。
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■プレプリント紙、カラー紙
カラー紙の着色顔料やプレプリント用のインクが耐熱性で、190℃でも
変質しなく、紙質は普通紙と同等のものをご使用ください。

■厚紙
連量75～90kg (87～105g/m2）の用紙をご使用ください。

印刷枠を設ける場合、次の印刷位置のバラツキを十分考慮
に入れて設計してください。

位置精度　　A4サイズで±2mm程度

用紙の傾き　100mm当たり±1mm程度
画像の伸縮　100mm当たり±1mm程度

・給紙カセットからは給紙できません。手差しまたは給紙

トレイ（オプション）をお使いください。また、印刷面
を上に向けて排紙するようにしてください。（「印刷面を

上にして用紙を排出する」（130ページ）を参照）
・用紙全体に薄くトナーが付着したり、印刷が薄いことが

あります。

・Windowsでご使用の場合は、プリンタドライバの用紙厚の
設定を「厚い紙」にしてお使いください。

・ESC/P対応のアプリケーションよりご使用の場合は、プリ

ンタのメディアメニュー設定でテサシウエイトまたはMPF
ウエイトの設定を「アツイカミ」にしてお使いください。
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▼使用できない用紙　

以下に挙げる用紙は、紙づまりを起こしたり、プリンタ本体の故障の原
因となったり、またはきれいに印刷できなかったりしますので、使用し
ないでください。
・ 厚すぎる用紙や、薄すぎる用紙
・ 湿っている用紙や、濡れている用紙
・ 一度印刷された用紙
・ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがついている用紙
・ 反り、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙
・ カールしている用紙
・ 静電気で密着している用紙
・ 長方形以外の用紙や、バインダー用の穴またはミシン目のある用紙
・ 表面を加工、または特殊なコーティングをした用紙（感熱紙、カー
ボン紙など）

・ オフセット印刷用の用紙や酸性紙（中性紙をご使用ください）
・ インクに導電材料（金属、カーボンなど）を使用したり、190℃以上
の熱でガスが発生するインクを使用したプレプリント用紙

・ 190℃以下の熱で溶けたり、変質する用紙
・ ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙
・ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙
・ 裁断部のバリが大きい用紙
・ 紙粉の多い用紙
・ 台紙全体がラベルで覆われていない、または用紙端までカットライ
ンのあるラベル用紙

×使用できません�

つるつるした台紙面� 全面ラベル紙�

○使用できます�
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▼用紙保管上のご注意　

用紙は水分を吸収しやすい特性を持っているため、非常に変化しやすい
ものです。製造条件を厳重に管理して製造した用紙でも、保管状態が悪
いと品質が損なわれ、印刷品質や紙送りなどに悪い影響を与えます。以
下に示す保管上の注意事項を守って、最良の状態で保管してください。

用紙は次のような場所に保管してください。
・ 暗く、湿気の少ない平らな書棚の中のような場所。
・ 平らなパレットの上。
・ 温度20℃、湿度50％RHの環境。

次のような場所は避けてください。
・ 床の上に直接置く。
・ 直射日光の当たる場所。
・ 外壁の内側の近く。
・ 段差や、曲がりのある場所。
・ 静電気が発生するところ。
・ 過度の温度上昇と、急激な温度変化のあるところ。
・ 複写機、空調機、ヒータ、ダクトのそば。

長期間放置した用紙を使用した場合、うまく印刷できないことがありま
す。
用紙を長期間保管するときは、次の配慮をしてください。
・ 開封後の残りの用紙は、ほこりが付かないよう、包装してあった紙
に包む。

・ 長期間プリンタを使用しないときは、給紙カセット等から用紙を抜
き取り、包装してあった紙に包む。

  

長期間放置した用紙を使用した場合、うまく印刷できないこ
とがあります。
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用紙をセットする
用紙トレイや手差しトレイに、用紙がなくなったときや、印刷したい用
紙がセットされていないときは、次の手順にしたがって、用紙をセット
してください。

「使用できる用紙」（114ページ）を参照
「使用できない用紙」（118ページ）を参照

▼給紙カセットに用紙をセットする

インクジェット用官製はがきは、特殊なコーティングが施

されているため、本プリンタでは使用しないでください。

・用紙は、印刷する面を下にしてセットしてください。

・用紙ガイドは、用紙との間に隙間ができないようにセッ
トしてください。

・また、用紙が曲がるほど、用紙ガイドを強く押しつけな
いでください。

・指定した位置を越えて用紙をセットしないでください。

・厚紙やOHPフィルム、ラベル紙などの特殊紙は使えません。
・給紙カセットを差し込むときは、あまり勢いよく押さな

いでください。

・印刷中は、給紙カセットを引き出さないでください。
・拡張給紙ユニットを使って、下段カセットから給紙して

いるときは、拡張給紙ユニットのフロントカバーを開け
ないでください。

・給紙カセットの用紙は、完全になくなってから、補充し

てください。
・A5 より小さい用紙の場合は、印刷面を上に向けて排紙す

るようにしてください。（「印刷面を上にして用紙を排出

する」（130ページ）を参照）



第6章    用紙について

121

6

運

用

編

次の手順にしたがって、標準給紙カセットへ用紙をセットしてくださ
い。

1 取っ手を持って給紙カセットを引き出す

2 用紙ガイドをセットする
標準給紙カセット内部の用紙ガ
イドと用紙ストッパを、使用する
用紙サイズに合わせてセットし
ます。用紙ストッパは、後ろ側を
軽く持ち上げるようにしながら
動かします。

3 標準給紙カセットに用紙
をセットする

印刷面を下にして、用紙の束が用
紙ガイドの保持クリップに押さ
えられるようにセットしてくだ
さい。
用紙ガイドの「PAPER FULL」表示
ラインまで用紙をセットできま
す。（連量55Kgの用紙の場合、約
250枚セットできます。）
印刷面を下として、用紙上端が装
置手前側となるように用紙を
セットしてください。

用紙ガイド�

用紙ストッパ�
A4 

用紙のセット方向�

用紙に上下がある場合�

装置手前側�
(用紙上端)

「PAPER FULL」マーク�
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4 標準給紙カセットをプリンタに差し込む

標準給紙カセットが止まるまで押し込むと、「カチッ」と音がしてロッ
クされます。
拡張給紙ユニットを取り付けてあるときは、拡張給紙ユニットのフロン
トカバーを閉じてください。

給紙カセット内の用紙量は、カセット前面にある用紙残量表
示（赤）で確認することができます。インジケータが下にさ
がるほど用紙量が少ないことを示します。

インジケータ�
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▼手差しトレイに用紙をセットする

次の手順にしたがって、手差しトレイへ用紙をセットしてください。

1 手差しトレイを開く

2 用紙ガイドを調節する
使用する用紙のサイズに合わせ
て、用紙ガイドの位置を調節しま
す。

・用紙は、印刷する面を上にしてセットしてください。

・用紙ガイドは、用紙との間に隙間ができないようにセッ
トしてください。

・また、用紙が曲がるほど用紙ガイドを強く押しつけない
でください。

・用紙はまっすぐにセットしてください。

・90×148 mm以下の用紙は使えません。
・手差しトレイや給紙トレイの上には、印刷する用紙以外

のものを置かないでください。

・手差しトレイや給紙トレイを上から押したり、無理な力
を加えたりしないでください。

・A5より小さい用紙や厚紙、OHPフィルム、ラベル紙、はが
き等の特殊紙に印刷するときは、印刷面を上に向けて排

紙するようにしてください。（「印刷面を上にして用紙を

排出する」（130ページ）を参照）

手差しガイド�

手差しトレイ�
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3 印刷面を上にして用紙を
差し込む

用紙の先端が突き当たるまで、用
紙ガイドに沿って用紙を差し込
みます。
用紙は、自動的に約2cm吸入され
て、固定されます。

セットした用紙は、「キャンセ
ル」スイッチを押すと排出され
ます。
紙づまりの原因となりますの
で、一度排出された用紙は再使
用しないでください。
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▼拡張給紙カセット（オプション品）に用紙をセットする

拡張給紙カセットを使用するときは、拡張給紙ユニット（オプション
品）が必要です。

次の手順にしたがって、拡張給紙カセットへ用紙をセットしてくださ
い。

1 取っ手を持って拡張給紙
カセットを引き出す

2 用紙ガイドをいっぱいに
開く

拡張給紙カセット内部の用紙ガ
イドの下の方を内側から押し広
げていっぱいに開き、用紙押さえ
を上げます。

・用紙は、印刷する面を下にしてセットしてください。

・用紙ガイドは、用紙との間に隙間ができないようにセッ
トしてください。

・また、用紙が曲がるほど、用紙ガイドを強く押しつけな

いでください。
・指定した位置を越えて用紙をセットしないでください。

・厚紙やOHPフィルム、ラベル紙などの特殊紙は使えません。

・給紙カセットを差し込むときは、あまり勢いよく押さな
いでください。

・印刷中は、給紙カセットを引き出さないでください。
・拡張給紙ユニットを使って、下段カセットから給紙して

いるときは、拡張給紙ユニットのフロントカバーを開け

ないでください。
・給紙カセットの用紙は、完全になくなってから、補充し

てください。

用紙ガイド�

用紙押さえ�
�

用紙ストッパ�
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3 用紙ストッパをセットする

拡張給紙カセット内部の用紙ストッパを、使用する用紙サイズに合わせ
てセットします。用紙ストッパは、後ろ側を軽く持ち上げるようにしな
がら動かします。

4 拡張給紙カセットに用紙
をセットする

印刷面を下にして、用紙の束が用
紙ガイドの保持クリップに押さ
えられるようにセットしてくだ
さい。用紙ガイドの「PAPER FULL」
表示ラインまで用紙をセットで
きます。(連量55Kgの用紙の場合、
約500枚セットできます。)
印刷面を下として、用紙上端が装
置手前側となるように用紙を
セットしてください。

5 用紙ガイドを用紙幅にセットする

拡張給紙カセット内部の用紙ガイドを横に空いている穴から用紙に突
き当たるまで押して、用紙幅に合わせます。用紙押さえを戻します。

6 拡張給紙カセットを拡張給紙ユニットに差し込む

拡張給紙カセットを、拡張給紙ユニットの給紙カセット取り付け口に
ゆっくりと差し込み、カチッという音がしてロックされるまで押し込み
ます。

「PAPER FULL」マーク� 用紙のセット方向�
用紙に上下がある場合�

装置手前側�
（用紙上端）�

PAPER FULL

 手差しトレイ�
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給紙カセット内の用紙量は、カセット前面にある用紙残量表
示（赤）で確認することができます。インジケータが下にさ
がるほど用紙量が少ないことを示します。

インジケータ�
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▼給紙トレイ（オプション品）に用紙をセットする

次の手順にしたがって、給紙トレイへ用紙をセットしてください。

1 用紙サポータを引き出す
A5サイズ（148×210 mm）よりも
大きな用紙をセットするときは、
用紙サポータをいっぱいに引き
出します。

2 給紙カバーを開く
給紙カバーをいっぱいに開き、用
紙押さえを上げます。(用紙押さ
えは、給紙カバーと連動して動き
ます。)

3 用紙ガイドを調節する
使用する用紙に合わせて、用紙ガ
イドの位置を調節します。

・用紙は、印刷する面を上にしてセットしてください。

・用紙ガイドは、用紙との間に隙間ができないようにセッ
トしてください。

・また、用紙が曲がるほど用紙ガイドを強く押しつけない
でください。

・用紙はまっすぐにセットしてください。

・90×148 mm以下の用紙は使えません。
・手差しトレイや給紙トレイの上には、印刷する用紙以外

のものを置かないでください。

・手差しトレイや給紙トレイを上から押したり、無理な力
を加えたりしないでください。

・A5より小さい用紙や厚紙、OHPフィルム、ラベル紙、はが
き等の特殊紙に印刷するときは、印刷面を上に向けて排

紙するようにしてください。（「印刷面を上にして用紙を

排出する」（130ページ）を参照）

用紙ガイド�
用紙サポータ�

給紙カバー�
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4 印刷面を上にして用紙を
差し込む

先端が突き当たるまで、用紙ガイ
ドに沿って用紙を差し込みます。

（64g/m2の用紙の場合、約100枚
セットできます。官製はがきの場
合、約50枚セットできます。）

5 給紙カバーを閉じる
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用紙の排出面を切り替える
用紙の排出面を切り替える方法について説明します。

▼印刷面を上にして用紙を排出する　

OHPフィルムやラベル紙などの特殊紙、厚手の用紙、官製はがきなどに
印刷するときは、印刷面を上にして排紙します。用紙が曲がらずにまっ
すぐなまま排出できます。

1 プリンタ背面のフェイス
アップスタッカを引き出
し、用紙サポータを起こ
す

薄手の用紙や普通紙でもA5より小さいものは、印刷面を上
にむけて排出してください。紙づまりを予防できます。

印刷中にスタッカプレート（フェイスアップ）を押し込ん
だり、引き出したりしないでください。紙づまりの原因に

なります。

用紙サポータ�

フェイスアップ�
　　　スタッカ�
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▼印刷面を下にして用紙を排出する　

普通紙への印刷時は、印刷面を下にして排出します。印刷した順に重ね
て取り出すことができます。

1 プリンタ背面のフェイス
アップスタッカが閉じて
いることを確認する

2 スタッカプレートを引き
出し、用紙サポータを起
こす

A5より小さい用紙や厚紙、OHPフィルム、ラベル紙、はが

きなどの特殊紙に印刷するときは、印刷面を下に向けて排
出しないでください。紙づまりの原因になります。

・印刷中にスタッカプレート（フェイスアップ）を引き出

したり、押し込んだりしないでください。紙づまりの原

因になります。
・印刷面を下に向けて排紙するときは、必ずスタッカプ

レート（フェイスアップ）を押し込んでください。

用紙サポータ�

トップカバー�

スタッカプレート�
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第7章
日常のメンテナンス

この章では、プリンタを使用するうえで日常的
に必要となる操作について説明します。

用紙を補給する...................... 134
用紙を補給する....................... 134
印刷を再開する....................... 135

サプライ品について.................. 136
サプライ品を交換する................ 138
トナーカートリッジを交換する......... 138

プロセスカートリッジを交換する...... 144
ドラムカウンタをリセットする......... 148
クリーニングページを行う............. 149

オプション品について................ 150
設定内容の一覧を印刷する............ 152

設定内容を印刷する ...................153
パソコン上でプリンタの状態を確認する ... 155
電源を入れる/切る .................. 156
電源を入れる .........................156
電源を切る ...........................158

プリンタを清掃する.................. 159
プリンタ外部を清掃する ...............159
プリンタ内部を清掃する ...............160
給紙ローラを清掃する .................164

長期間プリンタを使用しない.......... 165
プリンタを移送する.................. 166
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用紙を補給する
選択されている給紙口に用紙がなくなると、プリンタはオフライン状態
となり液晶ディスプレイに次のように表示されます。該当する用紙を補
給してください。

▼用紙を補給する

「ヨウシ　ガアリマセン」のメッセージは、次の状態のときに表示され
ます。
・ 給紙カセットがセットされていない
・ 給紙カセット、または給紙トレイに用紙がない
ただし、手差しトレイの場合には「ヨウシ　セット」と表示されます。
該当する用紙を補給するか、給紙カセットをセットしてください。

■給紙カセットの場合
給紙カセットがセットされていなければ、給紙カセットをセットしま
す。
給紙カセットの用紙がなければ、給紙カセットを取り出して用紙を補給
し、セットします。（「給紙カセットに用紙をセットする」（120ページ）
を参照）

■手差しトレイの場合
手差しトレイを使用しての印刷は、１枚ごとの手差し印刷です。
用紙は１枚ずつセットしてください。（「手差しトレイに用紙をセットす
る」（123ページ）を参照）

�XXXX�
ﾖｳｼ ｶﾞｱﾘﾏｾﾝ*

（XXXX：給紙口）� *：スクロール表示�

例：� �ﾄﾚｲ1�
ﾖｳｼ ｶﾞｱﾘﾏｾﾝ*
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■給紙トレイ（オプション品）の場合
給紙トレイに用紙がなければ、用紙を補給します。

一度にセットできる枚数は、官製はがきで約50枚、普通紙（重量64g/m2）
で約100枚です。（「給紙トレイ（オプション品）に用紙をセットする」
（128ページ）を参照）

▼印刷を再開する

用紙の補給が完了すると、プリンタはオンライン状態になります。プリ
ンタ内に未印刷データがあり、印刷起動が行われていれば、印刷を続行
します。 
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サプライ品について
サプライ品の商品番号を以下に示します。
これらの品物については、本プリンタのご購入元へご相談ください。
PPC用紙および普通紙を使用することができますが、より良い印刷品質
が得られるよう、下記の推奨用紙のご使用をお勧めします。

* ：XL-2110 用トナーカートリッジおよびプロセスカートリッジは、使用できませ
ん。

*1：A4用紙で有効画像面積に対して画像面積比率が5%以下のときに、印刷寿命は約
2,500枚です（印刷の内容により、多少の差があります）。また、新しいプロセ
スカートリッジに最初にセットした時は、寿命は約1,000枚程度になることが
あります。

*2：感光体とドラムクリーナーで構成されています。プロセスカートリッジの寿命
はA4用紙で18枚/分のスピードで連続印刷したときの値です。1枚印刷等の間
欠印刷を行ったときは、約12,500枚程度になることがあります。

トナーカートリッジおよびプロセスカートリッジは、富士通
コワーコ社製の純正品をご使用ください。リサイクル品や他
社製サプライ品を使用されますと、印字品質の低下、故障お
よび装置破損の原因となることがあります。

商　品　名 商品番号 備　考

オフィス用紙W A4 0411610

500枚×5冊で1ケース

オフィス用紙W A5 0411630

オフィス用紙W B5 0411640

オフィス用紙W レター 0411660

再生オフィス用紙
EC100

A4 0414315

再生オフィス用紙
EC100

B5 0414345

トナーカートリッジ(*) LB107 0852110*1 有効期限は製造年月日より2年以内、開封後
は1年です。

プロセスカートリッジ(*) LB107 0852410*2 有効期限は製造年月日より2年以内、開封後
は1年です。

給紙カセット LB107 0852310 A4～A6サイズで250枚
添付のカセットと同一です。

LB105 0876320 A4～B5サイズで500枚
拡張給紙ユニットに添付のカセットと同一で
す。
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■トナーカートリッジ
トナーが残り少なくなると、印刷がかす
れたり薄くなったりします。交換時期が
きたら、「トナーカートリッジを交換す
る」（138ページ）を参照して、新しいトナーカートリッジと交換して
ください。

■プロセスカートリッジ
プロセスカートリッジが劣化すると、黒い汚れが生じるなど、印字品質
が低下します。交換時期がきたら、「プロセスカートリッジを交換する」
（144ページ）を参照して、新しいプロセスカートリッジと交換してく
ださい。

■使用済みカートリッジ（トナー、プロセス）の回収
サービス
富士通株式会社では、地球環境への配慮から使用済みカートリッジを無
償で回収しております。
下記の『エコ受付センター』までご連絡をいただければ、回収便にて引
き取りにうかがいます。お客様のご理解とご協力をお願いいたします。

『エコ受付センター』
：0120-30-0693

平日　8:40～12:00および13:00～17:30
（土曜・日曜・祝日・年末年始を除く）
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サプライ品を交換する
サプライ品の交換時期が近づくと、オペレータパネルにメッセージが表
示されます。この場合は、該当する品目をすみやかに交換してください。

▼トナーカートリッジを交換する

1本のトナーカートリッジで印刷できる枚数の目安は、A4サイズの用紙
で約 2,500枚です。ただし、以下の場合、これより少ない枚数でトナー
がなくなることがあります。
・ 印字率5％以上の場合（印刷内容による）
・ 新しいプロセスカートリッジに交換した直後の 1 本目（約半分の枚
数）

液晶ディスプレイに〔トナーロー〕と表示されたら、トナーカートリッ
ジを交換します。そのまま印刷を続けると〔トナー　コウカン　シテク
ダサイ〕を表示して、印刷を停止します。

・〔トナーロー〕が表示された場合は、すみやかに新しいト
ナーカートリッジに交換されることをお勧めします。

・トナーカートリッジの交換時には、LEDヘッドの清掃を同

時に行ってください。（142 ページ）LEDヘッド面が汚れ
ていると、印刷時にカスレや白いすじが入ったり、文字

がにじんだりします。
・LEDヘッドの清掃は、トナーカートリッジに添付されてい

る、LEDレンズクリーナを使います。
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■取り扱い上の注意
・ トナーを吸い取るために掃除機を使用しないでください。静電気に
よるセンサ破損の原因になります。

・ 一度プリンタから取り外したトナーカートリッジは再使用しないで
ください。画質不良やトナー汚れの原因になります。

・ 取り外したトナーカートリッジを振ったり、たたいたりしないでく
ださい。残ったトナーがこぼれることがあります。

・ 寒いところから暖かいところに移動した場合は、1時間以上室温に
慣らしてから使用してください(結露がなければ使用可能です)。

・ トナーは人体に無害ですが、手や衣服に付いたときには、すぐに洗
い流してください。

・ 弊社が推奨していないトナーカートリッジを使用した場合、装置本
来の品質や性能を発揮できないおそれがあります。本製品には弊社
が推奨するトナーカートリッジを使用してください。

・ 富士通株式会社では、地球環境への配慮から使用済みのトナーカー
トリッジを無償で回収しております。お客様のご理解とご協力をお
願いいたします。なお、回収サービスをご利用にならない場合は、
包装箱やビニール袋に入れ、不燃物として廃棄してください。

・ 装置やカートリッジをゆすった場合に〔トナーロー〕が一時的に解
除されることがありますが、少量の印刷で再び〔トナーロー〕表示
に戻ります。
〔トナーロー〕の表示後は約100枚の印刷で〔トナー　コウカン〕の
メッセージが表示されますので、その前に新品トナーに交換してく
ださい。（〔トナーロー〕の表示直後にトナーカートリッジを交換す
ることをお勧めします。）

・ 印刷濃度が薄くなりトナーカートリッジの交換時期となった場合
は、必ず液晶ディスプレイの表示状態を確認してください。
〔トナーロー〕または〔トナー　コウカン〕と表示されている場合
は、トナーカートリッジを交換してください。また、〔ドラム　コウ
カン〕と表示されている場合は、プロセスカートリッジおよびトナー
カートリッジを一緒に交換してください。
〔ドラム　コウカン〕表示後にトナーカートリッジだけを交換して使
用を継続すると、画質不良や用紙走行ジャム、装置本体の故障の原
因となります。

「使用済みカートリッジ（トナー、プロセス）の回収サービ
ス」（137ページ）を参照
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■保管上の注意
トナーカートリッジを保管するときは、以下の点にご注意ください。
・ ご使用になるまで開封しないでください。
・ 直射日光をさけ、次の温度、湿度の範囲にある場所で保管してくだ
さい。

　　　　温度：0～35℃　　　湿度：20～85％RH
・ 周囲の温度や湿度が高すぎたり、急激に変化したりする場所はさけ
てください。

・ 幼児の手が届かない所に保管してください。

次の手順にしたがって、トナーカートリッジを交換してください。
なお、液晶ディスプレイの１行目に〔ドラム　コウカン〕と表示されて
いる場合は、先にプロセスカートリッジを交換してください。

「プロセスカートリッジを交換する」（144ページ）を参照

1 プリンタ本体左側面にあ
る電源スイッチの〔Ｏ〕
側を押す

電源が切れます。

2 装置上面右手前側にある
オープンボタンを押して
ロックを外し、トップカ
バーを完全に開く

注意 やけど トップカバーを開けると「高温注意」のラベルが見
えます。この部分は非常に熱くなっていますので、
決して触らないでください。

�ﾄﾞﾗﾑ ｺｳｶﾝ�
�

ON OFF

POWER

オープンボタン�
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3 使用済みのトナーカート
リッジの右側のノブ（青
緑色）を、止まるまで手
前（矢印方向）に回す

4 使用済みのトナーカートリッジの右側を持ち上げて外す

使用済みのカートリッジは、無償で回収しております。
5で残った包装袋に包んだ状態で『エコ受付センター』（137ページ）ま
でご連絡ください。回収便にて引き取りにうかがいます。

5 包装袋を開けて新しいトナーカートリッジを取り出す

6 トナーカートリッジを図
のように縦と横にして、
それぞれ数回振る

7 トナーカートリッジを水
平にし、テープをゆっく
りとはがす

この操作は、トナーの状態を均一にするために必要です。

必ず行ってください。
トナーが均一になっていないと印字品質が低下することが

あります。

トナーカートリッジ�

ノブ�

トナーカートリッジ�

テープ�
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8 テープをはがした面を下
にしてトナーカートリッ
ジの左側のガイドをプロ
セスカートリッジのカー
トリッジ押さえの下に入
れる

9 トナーカートリッジ右側
の溝をプロセスカート
リッジのカートリッジガ
イドの突起にあわせ、水
平にしっかりと押さえ込
む

10トナーカートリッジが
浮き上がらないように上
の面を手で支えながら、
右側のノブを矢印方向へ
止まるまで回す

ノブが水平になったところで止
まります。

11 LEDヘッドを清掃する
トナーカートリッジに添付して
いるレンズクリーナを取り出し、
細長いLEDヘッド面全体を軽く拭
きます。

アルコールやシンナーなどの

溶剤は、LEDレンズ面を痛めま
すのでお使いにならないでく

ださい。

溝�

カートリッジ�
ガイド�

ノブ�

LEDヘッド�
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12トップカバーを閉じる
トップカバー手前側の左寄りに
あるディンプルマークを、『カ
チッ』と音がしてロックされるま
で押します。

トナーカートリッジの交換または取り付け直後に、〔トナー
ロー〕または〔トナー　コウカン〕の表示が消えないことが
ありますが、故障ではありません。この場合、トップカバー
の開閉を行い、プリンタのモータが動作後に上記表示が消え
ることをご確認ください。
上記操作を5～６回繰り返しても〔トナーロー〕または〔ト
ナー　コウカン〕表示が消えないときは、トナーカートリッ
ジをセットし直してください。
トナーカートリッジが正しく固定されていない場合、印刷品
質が低下することがあります。

ディンプルマーク�
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プロセスカートリッジを交換する
プロセスカートリッジ内の感光ドラムの寿命が近づくと、液晶ディスプ
レイに〔ドラム　コウカン〕と表示されます。
〔ドラム　コウカン〕と表示されたらプロセスカートリッジとトナー
カートリッジを一緒に交換します。
プロセスカートリッジは、1本あたりの目安としてA4サイズの用紙で約
25,000枚の印刷（1ジョブ平均3枚印刷時）ができます。ただし、これ
は連続で印刷したときの枚数で、一度に1枚ずつ印刷する場合には、ド
ラムの寿命は約半分になることがあります。

■取り扱い上の注意
プロセスカートリッジを取り扱うときは、以下の点にご注意ください。
・ 下図のように、平らなところに置いてください。

・ 直射日光や強い光（約1500ルクス以上) に当てないでください。
・ 室内の照明の下でも、5分以上放置しないでください。
・ 寒い場所から暖かい場所に移動させたときは、周囲の温度になじむ
まで（１時間程度）使用しないでください。

・ 感光ドラム（緑色の筒）は傷つきやすいため、触れないでください。

・プロセスカートリッジの交換時には、LED ヘッドの清掃

（142 ページ）を同時に行ってください。LEDヘッド面が

汚れていると、印刷時にカスレや白いすじが入ったり、
文字がにじんだりします。LEDヘッドの清掃にはトナー

カートリッジに添付されているLEDレンズクリーナを使

います。
・プロセスカートリッジを交換した直後は、印刷がかすれ

る場合があります。

感光ドラム
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■保管上の注意
プロセスカートリッジを保管するときは、以下の点にご注意ください。
・ ご使用になるまで開封しないでください。
・ 直射日光を避け、次の温度、湿度の範囲にある場所で保管してくだ
さい。

・ また、周囲の温度や湿度が高すぎたり、急激に変化したりする場所
は避けてください。

　　　　温度：0～35℃
　　　　湿度：20～85％ＲＨ
・ アンモニアなどの腐食性ガスが発生する場所、空気中に塩分が多量
に含まれている場所は避けてください。

・ 立てたり、裏返したりして置かないでください。
・ 幼児の手が届かない所に保管してください。

次の手順にしたがって、プロセスカートリッジを交換してください。

1 プリンタ本体左側面にあ
る電源スイッチの〔Ｏ〕
側を押す

電源が切れます。

2 オープンボタンを押して
ロックを外し、トップカ
バーを完全に開く

注意 やけど トップカバーを開けると「高温注意」のラベルが見
えます。この部分は非常に熱くなっていますので、
決して触らないでください。

ON OFF

POWER
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3 プロセスカートリッジの
手前側（トナーカート
リッジ側）を少し持ち上
げそのままゆっくりと取
り出す

トナーカートリッジも一緒に取
り出されます。プロセスカート
リッジとトナーカートリッジは
無償で回収しております。取り扱
いについては『エコ受付セン
ター』（137ページ）までご連絡く
ださい。

4 新しいプロセスカート
リッジを梱包箱から取り
出す

5 プロセスカートリッジの
中央を手でしっかりと押
さえ、保護シートを矢印
の方向に引き抜く

透明フィルムも一緒に引き抜き
ます。

プロセスカートリッジを取り

出すときは、傾けず水平に取り

出してください。

保護シート�

スポンジ�

 透明フィルム�

テープ�
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6 スポンジをとめている
テープ（3ヶ所）をはがし、
スポンジを取り外す

7 プロセスカートリッジを
持ち、プリンタにゆっく
りとセットする

左右のガイドを本体の溝に合わ
せ、3と逆の手順でプロセスカー
トリッジの前方を少し下向きに
して、左右のガイドポストを本体
のガイド溝に合わせてはめ込み
ます。次に手前側を下向きに回転
させ、プリンタ本体にカチッとは
まるようにセットします。

8 新しいトナーカートリッジをセットする

「トナーカートリッジを交換する」（138ページ）を参照

9 トップカバーを閉じる

続けて、ドラムカウンタのリセットを行います。

プロセスカートリッジは光に対して非常に敏感です。交換

に際しては、次の点に注意してください。
・直射日光や強い光（約1500ルクス以上）に当てないでく

ださい。通常の室内の明りの下でも５分以上は放置しな

いでください。
・感光ドラム（緑の筒）は非常に傷つきやすいため、絶対

に手を触れないでください。

ガイドポスト�

ガイドポスト�

ガイド溝�
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▼ドラムカウンタをリセットする

ドラムカウンタのリセットを実行して、プロセスカートリッジを交換し
たことを設定します。
ドラムカウンタのリセットを実行するためには、以下の操作を行ってく
ださい。

1 電源スイッチの〔Ｉ〕側
を押す

電源が入ります。
〔ドラム　コウカン〕が表示され
ます。

2 〔メニュー〕スイッチを数
回押し、〔メンテナンスメ
ニュー〕を表示する

3 〔設定項目▲〕スイッチを
2回押し、〔ドラムカウン
タリセット〕を表示する

4 〔メニュー選択〕スイッチ
を押す

5 〔ドラム　コウカン〕表示
が消えたことを確認する

液晶ディスプレイの〔ドラム　コ
ウカン〕という表示が消えたこと
を確認します。

ON OFF

POWER

�ﾄﾞﾗﾑ ｺｳｶﾝ�
�

�ﾄﾞﾗﾑｶｳﾝﾀ�
ﾘｾｯﾄ�

�ｲﾆｼｬﾙﾁｭｳ�
�

�ｵﾝﾗｲﾝ�
WIN



第7章    日常のメンテナンス

149

7

運

用

編

▼クリーニングページを行う

プロセスカートリッジに付着した汚れを取り除きます。周期的な黒・白斑
点が入る場合に行ってください。

1 〔メニュー〕スイッチを数回押し、〔メンテナンスメニュー〕
を表示する

2 〔設定項目▼〕スイッチを2回押し、〔クリーニングインサツ〕
を表示する

3 〔メニュー選択〕スイッチを押す
4 用紙が1枚印刷されます

・〔ドラム　コウカン〕表示は、ドラムカウンタのリセット

を実行しないと消えません。プロセスカートリッジを交
換したときは、必ずこの操作をしてください。

・プロセスカートリッジ交換時以外にこの操作をすると、

交換時期が正しく表示されません。プロセスカートリッ
ジ交換時以外は、操作しないでください。

・プロセスカートリッジを交換した後に、〔トナーロー〕ま
たは〔トナー　コウカン〕の表示が消えないことがあり

ますが、故障ではありません。この場合、トップカバー

の開閉を行い、プリンタのモータが動作後、〔トナーロー〕
または〔トナー　コウカン〕の表示が消えることをご確

認ください。

上記操作を５～６回繰り返しても、〔トナーロー〕または
〔トナー　コウカン〕表示が消えないときは、トナーカー

トリッジをセットし直してください。

クリーニングページを行う場合は、あらかじめA4用紙を手

差しトレイにセットしてください。
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オプション品について
本プリンタは、次のオプションを用意しています。必要に応じてお買い
求めください。

■拡張給紙ユニット(500枚)

■給紙トレイ(100枚)

■プリンタLANカード

品　名 型　名 内　容

拡張給紙ユニット
(500枚)

XL-EF50P1 2段目の給紙ユニットとして
使用できます。
A4～A5の用紙を約500枚セッ
トできるカセットで構成され
ています。

品　名 型　名 内　容

給紙トレイ XL-FT10P1 給紙トレイとして使用できま
す。A4～A6の用紙を約100枚
セットできます。

品　名 型　名 内　容

プリンタLANカード XL-LN100P プリンタに取り付けると、
ネットワーク環境で直接印刷
できます。
100BASE-TX/10BASE-Tに対応し
ています。
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■プリンタケーブルについて
パソコンとプリンタを接続するケーブルは数種類あります。ご使用のパ
ソコンに対応したケーブルをご使用ください。
なお、本プリンタにはプリンタケーブルは添付されていません。パソコ
ン本体に添付のケーブルか、別売りケーブルをお使いください。別売り
ケーブルは次のものが用意されています。

【富士通】

【その他】

【プリンタUSBケーブル】
本プリンタをパソコンのUSBインタフェースに接続して使用するための

ケーブルです。

ご使用のパソコン プリンタケーブル

FMVシリーズ FMV-CBL712
GRANPOWER 5000シリーズ FMS-CBL711

ご使用のパソコン プリンタケーブル

各社AT互換機パソコン FMV-CBL712

品　名 型　名 内　容

プリンタUSBケーブル XL-CBLU1 USBに対応し、Windows 98/Me/
2000/XPが動作するパソコン
に接続できます。
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設定内容の一覧を印刷する
オペレータパネルを操作して、次の情報を印刷できます。

・ 設定内容の一覧
本プリンタに取り付けられているオプション品の情報について確認
できます。また、オペレータパネルで設定した内容（ネットワーク
の設定に関する情報など）も確認できます。

・ テキストフォント
本プリンタが搭載しているフォントを確認できます。

�
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▼設定内容を印刷する

プリンタ内部に記憶されている設定内容の一覧表を印刷します。

1 給紙カセットにA4用紙をセットする

2 〔メニュー〕スイッチを押す
〔インフォメニュー〕と表示されます。

3 〔設定項目▲〕スイッチを押す
〔セッテイナイヨウインサツ〕と表示されます。

4 〔メニュー選択〕スイッチを押す
設定内容の印刷が開始されます。

設定内容を印刷するときは、必ずA4の用紙を使用してくだ

さい。A4以外の用紙でメニュー印刷を行うと、すべての設
定内容が印刷できないことがあります。
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＜設定内容印刷例＞
設定内容の印刷結果は、次のようになります。（縮小率50％）

・ 設定内容一覧上部に表示されるCU Versionなどの数字は変わることが
あります。

・ 設定内容によっては、表示されない項目があります。
・ プリンタLANカード搭載時は、2枚目が追加印刷されます。
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パソコン上でプリンタの状態を確認する
本機能は、オプションのプリンタLANカードを取り付け、本
プリンタをネットワークで使用できるように設定している
場合にお使いになれます。

本プリンタでは、ネットワーク上のパソコンからプリンタの状態を確認
するためのツールが提供されています。
このツールを利用すると、使用しているパソコンを離れてわざわざプリ
ンタまで見に行かなくても、プリンタが正常に動作しているかどうかを
確認できます。
また、電子メールを使ってプリンタに取り付けたオプション品の状態な
どを確認することもできます。

『XL-2200ネットワークガイド』「第6章　Printia LASER
Internet Serviceの設定」を参照
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電源を入れる/切る
プリンタを使用するときは、電源を入れます。
また、1日の印刷作業の終わりや、長期間プリンタを使用しないときに
は、電源を切ります。

▼電源を入れる

次の手順にしたがって、電源を入れてください。

1 プリンタの電源が切れていることを確認する
電源スイッチが〔○〕側に倒れていることを確認します。

2 電源コードをプリンタ本
体後側面にある電源コネ
クタに差し込む

3 電源コードの他方をコン
セントに差し込む

コンセントにアースがついてい
る場合は、アースも接続します。

警告 感　電 ・電源プラグは、定格電圧100V、定格電流15A以上
のコンセントに単独で差し込んでください。ま
た、たこ足配線をしないでください。発熱による
火災や感電のおそれがあります。なお、本機の定
格電源は、100V、7Aとなっています。

・万一漏電した場合の感電や火災事故を防ぐため、
電源プラグから出ている緑色のアース線を、必ず
次のいずれかに取り付けてください。
-電源コンセントのアース端子
-銅片などを650mm以上地中に埋めたもの
-接地工事（D種）を行っている接地端子

ON OFF

POWER

アース端子�

アース線�
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4 プリンタ本体左側面にあ
る電源スイッチの〔Ｉ〕
側を押す

電源が入ります。

5 オペレータパネルの液晶
ディスプレイに、〔イニ
シャルチュウ〕と表示さ
れる。この表示が〔オン
ライン WIN〕に変わるこ
とを確認する

液晶ディスプレイにエラーメッセージが表示された場合は、
メッセージの内容を確認して対処してください。また、オン
ライン表示にならないときや対処方法がわからない場合は、
「メッセージが表示されるとき」（226ページ）を参照してく
ださい。

ON OFF

POWER

�■■■■■■■■�
■■■■■■■■�

�ｲﾆｼｬﾙﾁｭｳ�
�

�RAMﾁｪｯｸ�
********

�ｵﾝﾗｲﾝ�
WIN
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▼電源を切る

次の手順にしたがって、電源を切ってください。

1 プリンタ本体左側面にあ
る電源スイッチの〔Ｏ〕
側を押す

電源が切れます。

印刷中は電源を切らないでください。万一、印刷中に電源

を切った場合は､トップカバーを開けて、用紙がプリンタ内
に残っていないことを確認してください。

ON OFF

POWER
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プリンタを清掃する
▼プリンタ外部を清掃する

プリンタを良好な状態に保ち、いつもきれいな印刷ができるように、約
1か月に1回、プリンタ外部を清掃してください。

1 プリンタ本体左側面にあ
る電源スイッチの〔Ｏ〕
側を押す

電源が切れます。

注意 やけど プリンタの清掃を行う場合は、電源スイッチを切
り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。

感　電 電源スイッチを切らずにプリンタの清掃を行うと、
やけどや感電の原因になることがあります。

・ベンジン、シンナーなどの揮発性のものを使用したり、殺

虫剤をかけたりすると、カバー類の変色、変形、ひび割

れの原因となります。清掃の際は、注意してください。
・洗剤を直接プリンタに向けてスプレーしないでくださ

い。スプレー液が隙間から内部に入り込み、トラブルの

原因になることがあります。また、中性洗剤以外の洗浄
液は、絶対に使用しないでください。

・プリンタ内部の部品には、絶対に注油しないでください。
このプリンタには注油の必要はありません。

・掃除機は使用しないでください。

・定着器周辺は熱くなっています。電源スイッチを切って
から1時間は、定着器周辺には手を触れないでください。

ON OFF

POWER
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2 外部の汚れは、水でぬら
してよくしぼった柔らか
い布でふく

汚れが取れにくい場合は、柔らか
い布に薄めた中性洗剤を少量含
ませて、軽くふいてください。

3 柔らかい布で水分をふき
取る

▼プリンタ内部を清掃する

入口で紙づまりが頻発するときは、次の手順にしたがって、プリンタ内
部を清掃してください。

1 プリンタ本体左側面にあ
る電源スイッチの〔Ｏ〕
側を押す

電源が切れます。

2 電源コードを抜く

3 オープンボタンを押し、トップカバーを開く

4 LEDヘッドを清掃する
LEDレンズクリーナまたは柔らか
いティッシュペーパーでLEDヘッ
ド全体を軽く拭きます。

メチルアルコールやシンナー

などの溶剤は、LEDレンズ面を

傷めますのでお使いにならな
いでください。

ON OFF

POWER

LEDヘッド�
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5 給紙カセットをプリンタ
から引き出す

6 プロセスカートリッジの
手前側（トナーカート
リッジ側）を少し持ち上
げ、そのままゆっくりと
上に取り出す

取り外したプロセスカート

リッジは平らな所に置き、添付
の遮光袋（黒）に入れるか、黒

い紙などをかぶせて光が当た

らないようにしてください。
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7 水を含ませてかたく絞っ
た布で、給紙カセットの
取り付け口からホッピン
グローラと搬送ローラの
汚れを拭き取る

ホッピングローラの清掃は、給紙
カセットの取り付け口から行い、
汚れが取れたかどうかを確認し
てください。

8 LEDレンズクリーナまたは
水を含ませて固く絞った
布で紙粉受けに溜まった
紙粉を拭き取る

･ 紙粉を用紙走行路や転写ロー
ラに付着させないよう軽く丁
寧に拭き取ってください。

･ 紙粉取りフィルムは変形させ
ないよう注意してください。

布には、水以外は使用しないで

ください。
本プリンタでは油をさす必要

はありません。注油しないでく

ださい。

ホッピングローラ 

紙粉受け 

紙粉取りフィルム 転写ローラ 
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9 LED レンズクリーナまた
は柔らかいティッシュ
ペーパーでLEDヘッド全
体を軽く拭く

メチルアルコールやシンナーな
どの溶剤は、LEDヘッドを傷め
ますので使用しないでくださ
い。

10給紙カセットの用紙を
取り出し、水を含ませて
かたく絞った布でセパ
レータを清掃する

11 プロセスカートリッジを戻し、トップカバーを閉じる
12 給紙カセットに用紙を戻し、プリンタに取り付ける

LEDレンズクリーナーは、別売
の交換用トナーカートリッジ

に添付されています。

清掃時、水以外は使用しないで

ください。

LEDヘッド�

セパレータ�
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▼給紙ローラを清掃する

プロセスカートリッジ内のローラに付着した汚れを取り除きます。周期
的な黒点や黒・白斑点が入る場合に行ってください。

1回のクリーニングで汚れが取り除けない場合は、数回ク
リーニングを繰り返してください。それでも汚れが取れない
時は、柔らかいティッシュペーパーで軽く拭き取ってくださ
い。

1 〔メニュー〕スイッチを数回押し、〔メンテナンスメニュー〕
を表示する

2 〔設定項目▼〕スイッチを2回押し、〔クリーニングインサツ〕
を表示する

3 手差しトレイにA4用紙をセットする

〔メニュー選択〕スイッチを押す
クリーニング印刷をはじめます。

4 印刷が終わったら〔オンライン〕スイッチを押す

〔オンライン〕表示に戻ります。

必ずA4の用紙を使用してください。
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長期間プリンタを使用しない
長期間、プリンタを使用しないときには、必ず次の作業を行ってくださ
い。

1 プリンタ本体左側面にあ
る電源スイッチの〔Ｏ〕
側を押す

電源が切れます。

2 電源コードやプリンタケーブルなど、すべての接続コードを

外す

3 給紙カセットや給紙トレイから用紙を取り出す

湿気やホコリのない場所に保管してください。

警告 感　電 電源プラグは絶対に濡れた手で触らないでくださ
い。感電のおそれがあります。

注意 火　災 電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源
感　電 プラグを持って抜いてください。

電源コードを引っぱるとコードが傷つき、火災、感
電の原因となるおそれがあります。

ON OFF

POWER
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プリンタを移送する
ここでは、トラックで長距離運搬するなど、大きな振動を伴ったプリン
タの移送手順について説明します。

1 プリンタ本体左側面にあ
る電源スイッチの〔Ｏ〕
側を押す

電源が切れます。

2 電源コードやプリンタケーブルなど、すべての接続コードを

外す

・移動のとき、プリンタを前後、左右方向に10度以上傾け

ないでください。プリンタ内部のサプライ品がこぼれる

など故障の原因になります。
・移動のとき、トナーカートリッジは取り外さないでくだ

さい。プロセスカートリッジ内部のトナーがこぼれるな

ど故障の原因となります。
・オプションの拡張給紙ユニット給紙トレイなどを取り付

けている場合は、プリンタ本体から取り外して運搬して
ください。オプション品はプリンタ本体に固定されてい

ないため、取り付けたままでは落下などによるケガの原

因になります。取り外し方については、各オプション品
の梱包箱に記載されている手順を参照して、取り付けと

逆の手順で取り外してください。

警告 感　電 電源プラグは絶対に濡れた手で触らないでくださ
い。感電のおそれがあります。

注意 火　災 電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源
感　電 プラグを持って抜いてください。

電源コードを引っぱるとコードが傷つき、火災、感
電の原因となるおそれがあります。

ON OFF

POWER
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3 給紙カセットや給紙トレイから用紙を取り出す

湿気やホコリのない場所に保管してください。

4 トップカバーを開け、プロセスカートリッジを取り出す

5 プロセスカートリッジを
トナーカートリッジごと
黒いビニール袋に入れ、
プリンタに戻す

･ 黒いビニール袋はプリンタに同梱されています。
･ いったんトナーカートリッジを装着した後にトナーカー
トリッジを外すと、プロセスカートリッジの口が開いた
ままになり輸送等の揺れによりプロセスカートリッジの
口からトナーがこぼれ飛粉する場合があります。また、プ
ロセスカートリッジを黒いビニール袋に入れないで輸送
すると、トナーがこぼれ、プリンタ内部を汚すおそれが
あります。必ず黒いビニール袋を使用してください。

6 緩衝材でプリンタを保護し、梱包箱に入れる

これで、移送できる状態になりました。

プリンタ購入時についていた梱包箱と緩衝材を使用してく
ださい。

黒いビニール袋�
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第8章
オペレータパネルの操作

この章では、液晶ディスプレイに表示される内
容と、オペレータパネルの操作のしかたについ
て説明します。

オペレータパネルの各部の名称と機能 .......170
ランプ表示................................ 170
液晶ディスプレイの表示.................... 171
スイッチ操作.............................. 172

残ったデータを強制印刷する ...............173
プリンタ側で印刷を中止する ...............174
共通メニュー画面の設定一覧 ...............176

設定値を初期化する........................ 187
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オペレータパネルの各部の名称と機能
オペレータパネルは、ランプ、液晶ディスプレイ、スイッチで構成され
ています。ここでは、オペレータパネルの各部の名称と機能について説
明します。

▼ランプ表示

ランプは、プリンタの状態を点灯/点滅/消灯で表します。

名称 説　明

オンラインランプ 緑色でデータの処理状況を表します。 
データが受信できる状態です。
（オンライン）
受信したデータを処理しています。
データが受信できない状態です。（オフライン）また、エラー
が発生したときやイニシャル中のときも消灯しています。

スイッチ�ランプ�

液晶ディスプレイ�

点灯

点滅
消灯
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▼液晶ディスプレイの表示

プリンタの状態を表す「プリント画面」と、プリンタに関する設定を行
うための「共通メニュー画面」があります。

プリンタに取り付けられているオプション品や設定の状態
によって、表示される内容は異なります。

■プリント画面
プリンタの状態や、障害が発生したときの内容を表示します。
1行8文字で2行に表示します。

■共通メニュー画面
プリンタに関する設定を行う画面です。
共通メニュー画面は、プリント画面から〔メニュー〕スイッチを押して
表示します。次の手順にしたがって、画面を切り替えてください。

1 〔メニュー〕スイッチを押し、目的のカテゴリを表示させる
2 設定する項目を表示するまで、〔設定項目▲〕または〔設定項

目▼〕スイッチを押す

3 〔設定値▲〕または〔設定値▼〕スイッチを押し、目的の値に
する

4 〔メニュー選択〕スイッチを押し、値の右側に〔＊〕を付ける
5 〔オンライン〕スイッチを押す
〔オンライン〕にします。

共通メニュー画面の操作については､「共通メニュー画面の
設定一覧」（176ページ）を参照してください。
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▼スイッチ操作

オペレータパネルには、次の8種類のスイッチがあります。各スイッチ
は、プリント画面や共通メニュー画面で、次のような働きをします。

名称 説明

〔オンライン〕スイッチ オンライン状態とオフライン状態を切り替えま
す。メニューモード中に押すとオンライン状態に
なります。印刷中、用紙サイズが違っている場合
に押すと、用紙サイズが違うまま強制的に印刷し
ます。

〔キャンセル〕スイッチ 処理中の動作を中断し、削除します。また、手差
しトレイに用紙がある場合には用紙を強制的に排
出します。

〔メニュー 〕スイッチ メニューモードになります。メニューモード中に
押すと、メニューのカテゴリ表示を一つ先に進め
ます。

〔設定項目▲〕スイッチ メニューモード中に押すと項目表示を一つ先に進
めます。2秒以上押すと早送りします。

〔設定項目▼〕スイッチ メニューモード中に押すと項目表示を一つ手前に
戻します。2秒以上押すと早送りします。

〔設定値▲〕スイッチ メニューモード中に押すと設定値を一つ先に進め
ます。2秒以上押すと早送りします。

〔設定値▼〕スイッチ メニューモード中に押すと設定値を一つ手前に戻
します。2秒以上押すと早送りします。

〔メニュー選択〕スイッチ メニューモードで短く押すと表示中の設定値を保
存し、表示部の右端に“＊”を表示します。
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残ったデータを強制印刷する
印刷中、または用紙サイズが違っている場合にオペレーションパネルの
〔オンライン〕スイッチを押すと、強制的に印刷を行います。
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プリンタ側で印刷を中止する
パソコン側で印刷指示を取り消したあと、この操作をするとプリンタで
処理中のデータの印刷を中止できます。ただし、印刷中のページは印刷
されます。

1 〔スタート〕メニューの〔設定〕から、〔プリンタ〕をクリッ
クする（WindowsXPの場合は〔スタート〕→〔コントロールパ
ネル〕→〔プリンタとその他のハードウェア〕→〔プリンタ
とFAX〕をクリックする）

〈プリンタ〉ウィンドウが表示されます。

2 本プリンタのプリンタアイコンをダブルクリックする
プリンタウィンドウが表示されます。

3 中止したいドキュメントをクリックし、キーボードの
〔DELETE〕キーを押す
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4 下に示すオペレータパネル上の〔キャンセル〕スイッチを

使用して、印刷を中止します。

オペレータパネルの操作方法についての詳細は、「オペレー
タパネルの各部の名称と機能」（170ページ）を参照してくだ
さい。

〔キャンセル〕スイッチ�

液晶ディスプレイ（メッセージが表示されます）�

〔ショリチュウ〕または〔データアリ〕が表示されている場合�
はプリンタのオペレータパネルで印刷をキャンセルします。�

(オフライン状態画面)

②�〔キャンセル〕スイッチを1回押す。(印刷の中止の処理が行われます。)

� 中止の処理が終了すると、オンライン状態に戻ります。�

① 〔ｵﾝﾗｲﾝ〕スイッチを押す。�

ｼｮﾘﾁｭｳ�
ﾊﾟﾗﾚﾙ      ﾄﾚｲ1

ｵﾌﾗｲﾝ�

ﾃﾞｰﾀｸﾘｱ�

ｵﾝﾗｲﾝ�
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共通メニュー画面の設定一覧
プリンタのオペレータパネルで行う設定項目について説明します。
設定項目の設定方法は、「液晶ディスプレイの表示」「共通メニュー画
面」（171ページ）を参照してください。

・〔NETWORK〕の設定変更後の約30秒間、オペレータパネル
には〔オンライン〕と表示されます。
また、ネットワーク環境等の状況によっては、２～３分
間、オペレータパネルに〔オンライン〕と表示される場
合があります。この間、プリンタは初期化のための準備
をしています。
準備が完了するとオペレータパネルの表示は〔ネット
ワーク　ショキカチュウ〕に変わり、初期化、設定変更
およびシステムの再立ち上げを行います。
システムの再立ち上げが完了するまでは、オペレータパ
ネルの操作や電源の投入/切断を行わないでください。

・オプションのプリンタ LAN カードを搭載した装置では
Internet Serviceの操作によりオペレータパネルのロッ
クが可能です。この場合は、ユーザメニューの設定／変
更ができなくなりますのでご注意ください。
ロック解除は、Internet Serviceの管理者モードで〔メン
テナンス〕タブの〔オペパネのロック〕メニューで行います。
詳細は、装置添付のプリンタソフトウェアCD-ROMにある
ネットワークガイド（PDFファイル）を参照してください。
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■ユーザメニュー
「設定値」の網かけは初期の値です。
◎：プリンタドライバの設定が優先
○：プリンタの設定が優先またはプリンタで設定が必要
－：プリンタドライバ使用時は無効

*1　操作パネル設定／自動トレイ切り替え時に、選択されるトレイの優
先度は、次のようになります。

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）

インフォ　
メニュー

セッテイナイヨ
ウ

インサツ 設定内容の一覧を印刷します。 ―

テキストフォン
ト

インサツ テキストモード用フォントリス
トを印刷します。

―

インサツ　
メニュー

コピーマイスウ 1 コピー枚数を設定します。 ◎
～
999

テサシ　インサ
ツ

オン 手差しモードを指定します。〔オ
ン〕に設定するとPAPER INの指
定に関わらず（コマンドの指定
は有効）手差しトレイから用紙
を吸入します。

◎
オフ

キュウシ　トレ
イ*1

トレイ1 給紙トレイを指定します。〔トレ
イ2〕、〔MPF〕は実装時のみ表示
します。

◎
トレイ2
MPF

ジドウトレイ オン 自動トレイ切り替え機能を設定
します。本設定はトレイ2、MPF
の何れかが実装されている場合
のみ有効です。初期設定はトレ
イ2、MPFの何れかが実装されて
いる場合は〔オン〕、未実装の場
合は〔オフ〕です。

◎
オフ

トレイ　ジュン
*1

シタ　ホウコウ 自動トレイ選択/自動トレイ切
り替え時の選択順序を指定しま
す。

○
ウエ　ホウコウ
キュウシトレイ

印刷メニューの
給紙トレイ

印刷メニューの
トレイ順 トレイの選択優先度 

トレイ１ 下方向／上方向 トレイ1→トレイ2→MPF 
トレイ２ 下方向／上方向 トレイ2→トレイ1→MPF 
ＭＰＦ 下方向 MPF→トレイ1→トレイ2 

上方向 MPF→トレイ2→トレイ1
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カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）

インサツ
メニュー

サイズチェック ユウコウ 編集サイズと用紙サイズが異
なった場合に、オペレータパネ
ルに警告メッセージを表示する
かどうかを設定します。合わせ
て、エンジンでの用紙サイズ
チェックを行うかどうかを指定
します。

◎
ムコウ

カイゾウド V1200 解像度を設定します。 ◎
600

トナーセーブ ムコウ トナー使用量を節約する印刷
モードを設定します。

◎
ヤヤ セーブ
セーブ

インサツホウコ
ウ

タテ 印刷方向を設定します。 ◎
ヨコ

メディア　
メニュー

T1　サイズ A4　サイズ トレイ1の用紙サイズを設定し
ます。用紙サイズの検知機構が
ないので表示パネルから設定し
てください。

○
A5　サイズ
A6　サイズ
B5　サイズ
LETTER
カスタム

T1　タイプ フツウシ トレイ1の用紙種別を設定しま
す。

―
レターヘッド
ボンドシ
サイセイシ
アツガミ
アライカミ

T1　ウェイト ウスイカミ トレイ1の用紙厚を設定します。 ◎
フツウシ
ヤヤアツイカミ
アツイカミ
ヨリアツイカミ

T2　サイズ A4　サイズ トレイ2の用紙サイズを設定し
ます。用紙サイズの検知機構が
ないので表示パネルから設定し
てください。本メニューはトレ
イ2実装時のみ表示されます。

○
A5　サイズ
B5　サイズ
LETTER
カスタム
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メディア　
メニュー

T2　タイプ フツウシ トレイ2の用紙種別を設定しま
す。本メニューはトレイ2実装時
のみ表示されます。

―
レターヘッド
ボンドシ
サイセイシ
アツガミ
アライカミ

T2　ウェイト ウスイカミ トレイ2の用紙厚を設定します。
本メニューはトレイ2実装時の
み表示されます。

◎
フツウシ
ヤヤアツイカミ
アツイカミ
ヨリアツイカミ

MPF　サイズ A4　サイズ MPF（給紙トレイ）の用紙サイズ
を設定します。本メニューは給
紙トレイ実装時のみ表示されま
す。

○
A5　サイズ
A6　サイズ
B5　サイズ
LETTER
カスタム
ハガキ
オウフク

MPF　タイプ フツウシ MPF（給紙トレイ）の用紙種別を
設定します。本メニューは給紙
トレイ実装時のみ表示されま
す。

◎
レターヘッド
OHP
ラベルシ
ボンドシ
サイセイシ
アツガミ
アライカミ

MPF　ウェイト ウスイカミ MPF（給紙トレイ）の用紙厚を設
定します。本メニューは給紙ト
レイ実装時のみ表示されます。

◎
フツウシ
ヤヤアツイカミ
アツイカミ
ヨリアツイカミ

テサシ　サイズ A4　サイズ 手差しトレイの用紙サイズを設
定します。用紙サイズの検知機
構がないので表示パネルから設
定してください。

○
A5　サイズ
A6　サイズ
B5　サイズ
LETTER
カスタム
ハガキ
オウフク

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）
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メディア　
メニュー

テサシ　タイプ フツウシ 手差しトレイの用紙種別を設定
します。

◎
レターヘッド
OHP
ラベルシ
ボンドシ
サイセイシ
アツガミ
アライカミ

テサシ　ウェイ
ト

ウスイカミ 手差しトレイ の用紙厚を設定
します。

◎
フツウシ
ヤヤアツイカミ
アツイカミ
ヨリアツイカミ

カスタムサイズ インチ カスタム用紙サイズ設定時の単
位を設定します。

◎
ミリ

ヨウシハバ（イ
ンチ）

3.5
～

カスタム用紙の用紙幅を設定し
ます。用紙幅は用紙走行方向と
垂直方向に設定してください。
ここで設定した値が印刷時の指
定トレイのサポートサイズ範囲
外のときはマニュアル用紙を要
求します。

◎

8.3
～
8.5

ヨウシハバ（ミ
リメートル）

90　ミリ
～
210　ミリ
～
216　ミリ

ヨウシナガサ
（インチ）

5.8
～
11.0
～

カスタム用紙の用紙長さを設定
します。用紙長さは用紙走行方
向と同じ方向に設定してくださ
い。ここで設定した値が印刷時
の指定トレイのサポートサイズ
範囲外のときはマニュアル用紙
を要求します。

◎

11.7
ヨウシナガサ
（ミリメートル）

148　ミリ
～
279　ミリ
～
297　ミリ

システムコウ
セイメニュー

パワーセーブ 1　フン
5　フン
10　フン

パワーセーブモードに移行する
までの時間を設定します。エ
ラー中もパワーセーブモードに
移行します。
エラー中も有効です。

○

15　フン
30　フン
60　フン
120　フン
240　フン

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）
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システムコウ
セイメニュー

エミュレーショ
ン *2

WIN プリンタ言語を選択する。
ESC/Pデータの印刷時は、必ず
TEXTモードにしてください。WIN
モードで印刷すると〔ムコウ
データ〕と液晶ディスプレイに
表示され、何も印刷されません。

○
TEXT

アラーム　クリ
ア

オン クリア可能なワーニングの表示
消去タイミングを設定します。

○
ジョブ

エラーカイジョ オン メモリオーバフロー発生時、自
動的にプリンタを復旧させるか
どうかを設定します。 

○
オフ

ウェイト　タイ
ム

オフ
5ビョウ
～

ジョブデータを受信しなくなっ
てから強制印刷を行うまでの時
間を設定します。

○

20ビョウ
～
300ビョウ

トナーエラー ケイゾク トナーロー検出時のプリンタ動
作を設定します。〔ケイゾク〕で
はオンラインのままで印刷継続
が可能です。〔テイシ〕ではオフ
ラインになります。

○
テイシ

ジャムリカバ オン ジャム時にリカバリ印刷を行う
かどうかを設定します。

○
オフ

テキストモー
ドメニュー

カンジショタイ ジドウ 漢字書体を設定します。内蔵は
平成明朝と平成角ゴシックの2
種類が選択可能です。自動選択
が設定されている場合は電源投
入時や各初期化終了後は平成明
朝とし、その後はホストマシン
より受信する漢字書体コマンド
の設定に従います。また、各書
体固定が選択されている場合は
漢字書体コマンドを受け捨て、
常に選択されている書体で印刷
します。

―
ミンチョウ
カクゴシック

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）

*2　TEXTモード時にパソコン側より不当なデータ（255ページ参照）が
送られた場合、無効なデータは文字化けしたデータとしてそのまま
印刷されます。
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テキストモー
ドメニュー

ANKショタイ ジドウ ANK書体を設定します。内蔵は
ローマンとサンセリフの2種類
が選択可能です。自動選択が設
定されている場合は 電源投入
時や各初期化終了後はローマン
とし、その後はホストマシンよ
り受信するANK書体コマンドの
設定に従います。また、各書体
固定が選択されている場合は
ANK書体コマンドを受け捨て、常
に選択されている書体で印刷し
ます。

―
ローマン
サンセリフ

ANKコード カタカナ ANK文字コード表を設定します。
ANK文字コード表設定コマンド
受信時は、コマンドによる設定
を優先します。

―
グラフィック

ANKゼロ ノーマル ANKのゼロ文字に対するスラッ
シュの有無を設定します。

―
スラッシュ　0

シュクショウ トウバイ 縮小サイズを設定します。等倍
選択で縮小印刷は解除されま
す。〔15" →A4〕の選択では印刷
方向は横、〔10" →A4〕の選択で
は印刷方向は縦になりますが、
ページレイアウト2の印刷方向
項目には影響しません。また、ト
レイ選択と用紙サイズとの選択
の組み合わせでA4以外となった
場合でも本項目の選択肢はすべ
て選択可能ですが、動作は等倍
になります。

―
A4X2→A4
B4→A4
15"→A4
10"→A4

アタマダシイチ 5ミリ ページ内1文字目の垂直方向印
刷位置を用紙上端から文字上端
までの距離にて設定します。

―
8.5ミリ
22ミリ

ヨコ　オフセッ
ト

-1.0ミリ
～

印刷位置を編集方向に対し
0.5mm単位で横方向に補正しま
す。左=マイナス、右=プラス

―

0ミリ
～
+20.0ミリ

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）
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テキストモー
ドメニュー

タテ　オフセッ
ト

-15.0ミリ
～

印刷位置を編集方向に対し
0.5mm単位で縦方向に補正しま
す。左=マイナス、右=プラス
レベル1メニューの頭出し位置
と本項目設定値の合計が4.0mm
以下の場合には内部的な合計移
動量を 4.00mm として動作しま
す。

―

0ミリ
～
+15.0ミリ

ミギマージン ヨウシハバ 1行内のリミットである右マー
ジンの位置を設定します。用紙
幅を選択した場合は、使用する
用紙の印刷可能領域となりま
す。136桁を選択した場合は、用
紙サイズに関係なく136桁（13.6
インチ）となり、用紙の印刷可
能領域を越える印刷データは切
り捨てます。右マージン設定コ
マンド受信時は、コマンドによ
る設定を優先します。

―
136ケタ

CR　キノウ CRノミ CRコード受信時の動作を設定し
ます。

―
CR+LF

オートフッカイ CR + LF ライトマージンオーバ時の動作
を設定します。

―
WIN

セントロ　
メニュー

セントロ ユウコウ セントロI/Fの有効/無効を設定
します。すでにNETWORKを除く他
のI/Fがすべて無効の場合は、本
設定を無効にはできません。

○
ムコウ

ソウホウコウ ユウコウ 双方向セントロの有効/無効を
設定します。

○
ムコウ

ACK　ハバ セマイ コンパチ受信時のACK幅を設定
します。〔セマイ〕は0.5μs、〔フ
ツウ〕は1.0μs、〔ヒロイ〕は3.0μs
です。

○
フツウ
ヒロイ

ACK/BUSY IN コンパチ受信時のBUSY 信号と
ACK信号の出力順序を設定しま
す。〔IN〕はBUSY=LOWをACKパル
ス の 後 縁 に し、〔WHILE〕は
BUSY=LOWをACKパルスの中心に
します。

○
WHILE

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）
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*3　プリンタLANカードを取り付けた場合のみ表示されます。

セントロ　
メニュー

I-PRIME 3u　SEC
50u　SEC

I-PRIME信号の有効/無効を設定
します。〔3u SEC〕では3μs、〔50u
SEC〕では50μsのnInit信号で有
効になります。有効のときにI-
PRIME受信するとセントロドラ
イバのみをイニシャルします。

○

ムコウ

USB　
メニュー

USB ユウコウ USB I/Fの有効/無効を設定しま
す。すでにNETWORKを除く他のI/
Fがすべて無効の場合は、本設定
を無効にはできません。

○
ムコウ

ソフト　リセッ
ト

ユウコウ ソフトリセットコマンドの有効
/無効を設定します。

○
ムコウ

NETWORK *3 IP ADDR. AUTO IPアドレスの設定方法を設定し
ます。

○
MANUAL

IP　1/4 000
～
255

IPアドレスの1桁目を設定しま
す。

○

IP　2/4 000
～
255

IPアドレスの2桁目を設定しま
す。

○

IP　3/4 000
～
255

IPアドレスの3桁目を設定しま
す。

○

IP　4/4 000
～
255

IPアドレスの4桁目を設定しま
す。

○

MASK　1/4 000
～
255

サブネットマスクの1桁目を設
定します。

○

MASK　2/4 000
～
255

サブネットマスクの2桁目を設
定します。

○

MASK　3/4 000
～
255

サブネットマスクの3桁目を設
定します。

○

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）
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*4　〔HUB LINK〕の設定を変更した場合は、オペレータパネルに〔ネッ
トワーク　ショキカチュウ〕が表示されシステムの再立ち上げが完
了したことを確認後、必ずプリンタの電源をいったん切断し、再び
投入してください。

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）

NETWORK MASK　4/4 000
～
255

サブネットマスクの4桁目を設
定します。

○

GATE　1/4 000
～
255

ゲートウェイアドレスの1桁目
を設定します。

○

GATE　2/4 000
～
255

ゲートウェイアドレスの2桁目
を設定します。

○

GATE　3/4 000
～
255

ゲートウェイアドレスの3桁目
を設定します。

○

GATE　4/4 000
～
255

ゲートウェイアドレスの4桁目
を設定します。

○

WEB/IPP ENABLE WEB/IPPの有効/無効を設定しま
す。

○
DISABLE

SNMP ENABLE SNMPの有効/無効を設定します。 ○
DISABLE

HUB LINK *4 AUTO HUB LINK SETTINGを設定します。 ○
100FULL
100HALF
10FULL
10HALF

メモリ
メニュー

ジュシン　BUF ジドウ 受信時にバッファサイズを設定
します。

○
0.1MB
0.2MB

システム　
ホセイ　
メニュー

X　ホセイ 0.00ミリ 印刷イメージ全体の位置を用紙
の走行方向に垂直な方向（横方
向）に補正します。（0.25mm間隔）
この指定により、印刷可能領域
を超えた印刷イメージはクリッ
プされます。

○
+0.25ミリ
～
+2.00ミリ
-2.00ミリ
～
-0.25ミリ
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カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）

システム　
ホセイ　
メニュー

Y　ホセイ 0.00ミリ 印刷イメージ全体の位置を用紙
の印刷走行方向に垂直な方向
（縦方向）に補正します。（0.25mm
間隔）この指定により、印刷可
能領域を超えた印刷イメージは
クリップされます。

○
+0.25ミリ
～
+2.00ミリ
-2.00ミリ
～
-0.25ミリ

ヘキサダンプ ジッコウ 上位ホストより受信したデータ
を16進数のダンプ形式で印刷出
力します。電源をOFFするとHEX
ダンプモードから通常モードに
戻ります。

○

メンテナンス
メニュー

セッテイ ショキカ オペレーションパネルの設定内
容を初期化します。

○

ドラムカウンタ リセット プロセスカートリッジを交換し
たとき、ドラム寿命をリセット
するための機能です。

○

パワーセーブ ユウコウ パワーセーブモードの有効/無
効を設定します。有効時のパ
ワーセーブ移行時間はシステム
コウセイメニューの〔パワー
セーブ〕から変更してください。

○
ムコウ

セッティング 0 印刷結果にカスレ、チリなどが
顕著に発生する場合の微調整に
使用します。高密度印刷部で
散ったような印刷あるいは雪が
降ったような印刷が発生した場
合は値を減らし、印刷がかすれ
るような場合は値を増やしてく
ださい。

○
+1
+2
-2
-1

インサツノウド 0 印刷濃度を設定します。 ◎
+1
+2
-2
-1

クリーニング インサツ クリーニング印刷を実行しま
す。

○

ジュミョウ　
メニュー

トータル　PG nnnnnn 総印刷枚数を表示します。総印
刷枚数とは定着器を通過した
ページ数です。ホッピング後の
ジャム時はカウントされませ
ん。

○
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▼設定値を初期化する

ユーザメニュー（NETWORK以外）の設定値を初期化する場合は、以下の
手順にしたがって、オペレータパネルを操作してください。

1 〔メンテナンスメニュー〕と表示されるまで、〔メニュー〕ス
イッチを数回押す

2 〔設定項目▲〕スイッチを押し、〔セッテイ ショキカ〕を表示
させる

3 〔メニュー選択〕スイッチを押す
〔イニシャルチュウ〕と表示され、設定が初期化されます。

ジュミョウ　
メニュー

ドラム　ノコリ xxx% ドラムの使用量を表示します。
ドラムの回転数から換算した値
です。

○

トナー　ノコリ アリ／スクナイ
（ロー）／ナシ
（コウカン）

トナーの残量を表示します。プ
ロセスカートリッジ内のセンサ
によりトナー量が少なくなった
ことを検出すると、〔スクナイ
(ロー )〕と表示されます。
その後、規定のドットカウント
分印刷が行われると〔ナシ(コウ
カン)〕と表示されます。
また、トナーローが検出されて
いない状態では、〔アリ〕と表示
されます。
※トナーローの状態でプロセス
カートリッジの脱着等を行う
と一時的にトナーローが解除
されることがあります。
この場合は、〔スクナイ(ロー)〕
の表示ががいったん〔アリ〕に
戻りますが、数枚から数十枚印
刷を行うと再度トナーローが
検出されるため、〔スクナイ
(ロー)〕の表示に戻ります。

○

カテゴリ
オペレータパネル表示

内容
設定項目（上段） 設定項目（下段）
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第9章
プリンタドライバの設定/印刷

この章では、プリンタドライバの設定項目およ
び設定方法について説明します。

印刷のながれ........................ 190
印刷機能の設定について.............. 191
プロパティ画面について............... 191

主な印刷機能一覧.................... 193
印刷を中止する...................... 207
印刷指示したジョブの状態を確認する.. 208
特殊な用紙に印刷する................ 209
はがきに印刷する..................... 211

OHPフィルムに印刷する ................213
不定形（ユーザ定義）用紙に印刷する ...... 216
標準のユーザ定義サイズを設定する .....216
不定形用紙を追加登録する .............217
項目を設定し、印刷を行う .............219

DOSから印刷する .................... 220
プリンタの設定を行う .................220
アプリケーションで設定を行う .........223
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印刷のながれ
Windows環境から印刷する場合の基本的な流れを説明します。
（ご使用になるホストやシステム構成によって、異なる場合がありま
す。）

操作については、「共通メニュー画面の設定一覧」（176ページ）を参照してくだ
さい。�

操作については、「プリンタ側で印刷を中止する」（174ページ）を参照してくださ
い。�

操作については、「残ったデータを強制印刷する」（173ページ）を参照してくだ
さい。�

操作については、アプリケーションの説明書をごらんください。�

操作については、アプリケーションの説明書をごらんください。�

クライアントから印刷するデータを送信する前に、次のことを行ってください。�
① 共通メニューのネットワークポート設定で、使用するポート状態を確認する�
② 共通メニューのネットワークポート設定メニューのプリントモード指定で、�
　 使用するポートのプリントモードを確認する 

ホスト側で使用するアプリケーションを起動する�

メニューを操作する�

アプリケーションなどから�
印刷を指示する�

終　了�

印刷を中止する�

排出する�

必要に応じて�

必要に応じて�

必要に応じて�
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印刷機能の設定について
ほとんどの印刷機能は、アプリケーションから印刷するときに表示され
るプロパティ画面や、お使いのパソコンにインストールしたプリンタの
アイコンから表示させるプロパティ画面で設定を行います。
表示させたプロパティ画面でタブを切り替えて、各機能を設定します。
設定方法などについては、XL-2200プリンタドライバのオンラインヘル
プを参照してください。

オンラインヘルプの使い方については、「オンラインマニュ
アルの見かた」（xviiページ）を参照してください。

▼プロパティ画面について

パソコンの〔スタート〕メニューから〔設定〕-〔プリンタ〕の順にク
リックし、本プリンタを選択してプリンタのプロパティを表示した場合
（Windows Meの場合）は、次のように表示されます。

タブ�
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使用しているアプリケーションで〔ファイル〕-〔印刷〕の順に選択し、
本プリンタを選択してプリンタのプロパティ画面を表示した場合
（Windows Meの場合）は、次のように表示されます。

〔印刷〕コマンドは、お使いのアプリケーションによって表
示が異なる場合があります。

各画面には3つのボタンがあり、それぞれ次のような機能があります。
全て標準 ：プリンタ設定の全ての項目を標準値に戻します。
標準 ：表示している画面の項目のみを標準値に戻します。
ヘルプ ：表示ダイアログのヘルプを表示します。

タブ�
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主な印刷機能一覧
主な印刷機能について説明します。
各機能を、プリンタドライバのプロパティ画面のタブごとに紹介しま
す。

プロパティ画面を表示させるには、「プロパティ画面につい
て」（191ページ）を参照してください。

各タブごとの詳しい説明は、オンラインヘルプを参照してください。

「オンラインマニュアルの見かた」（xviiページ）を参照
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■〔用紙〕タブ

用紙サイズや給紙方法などを設定します。

用紙サイズを選択すると、自動的に最適な用紙厚が選択され
ます。印刷した用紙にしわが生じるときは、｢薄い紙｣の方
へ、トナーの定着が悪い時は｢厚い紙｣の方へ設定を変更して
ください。変更した結果は記憶されます。出荷時の値に戻す
場合は、〔標準〕ボタンをクリックしてください。

項　目 内　容

用紙サイズ 用紙サイズを選択します。
ユーザ定義用紙は〔用紙追加〕ボタンをクリックして、設
定できます。ここで定義されたサイズは、用紙サイズ一覧
の最後尾に追加されます。最大で32の用紙サイズを登録す
ることができます。

印刷の向き 印刷する用紙方向を指定します。
給紙方法 給紙方法を選択します。

デフォルトでは〔トレイ1（標準カセット）〕または〔手差
し〕がリストに表示されます。オプション給紙装置を設定
すると〔トレイ2（拡張給紙ユニット）〕、〔MPF（給紙トレ
イ）〕、〔操作パネル設定〕がリストに追加され選択可能とな
ります。

用紙厚 印刷する用紙の厚さを選択します。用紙サイズを選択する
と、自動的に最適なものが選択されます。

部数 印刷する部数を1～99の範囲で設定します。
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■〔オプション給紙装置〕ダイアログボックス

オプションの給紙装置を取り付けている場合に、〔用紙〕タブの〔給紙
オプション〕ボタンを押すと、〔オプション給紙装置〕ダイアログボッ
クスが表示されます。ここで、オプションのトレイ2 (拡張給紙ユニッ
ト)またはMPF(給紙トレイ)を取り付けているかどうかを設定します。

･ ｢操作パネル設定｣および｢自動トレイ切り替え｣の機能と
用途は、次のとおりです。

項　目 内　容

拡張給紙ユニット オプションの拡張給紙ユニットを取り付けた場合は、
チェックをつけます。

ＭＰＦ（給紙トレイ） オプションの給紙トレイを取り付けた場合は、チェックを
つけます。

自動トレイ切り替え チェックをつけると、給紙中のトレイに用紙がなくなった
場合、自動的に他のトレイに切り替えます。ただし、オプ
ションの拡張給紙ユニットまたはMPF（給紙トレイ）が取り
付けられていない場合には、設定できません。

項 目 機 能 用 途

操作パネル
設定

オペレータパネルで設定
した用紙サイズに合わせ
て、給紙を行うトレイ（ト
レイ１／トレイ２（MPF／
給紙トレイ））を自動的に
選択する機能です。〔用
紙〕タブ(プリンタドラ
イバ)の用紙サイズと、オ
ペレータパネルの〔メ
ディアメニュー〕であら
かじめ設定された用紙サ
イズが一致するトレイか
ら給紙が行われます。

複数のトレイに
それぞれ異なる
用紙をセットし
て運用している
場合に、印刷サイ
ズを変更するた
びに給紙口を切
り替える必要が
なくなります。
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「主な印刷機能一覧」の「〔用紙〕タブ」（194ページ）を参照

･ ｢操作パネル設定｣および｢自動トレイ切り替え｣を使用す
る場合は、次の点にご注意ください。
- 〔オプション給紙装置〕ダイアログボックスでトレイ2
または給紙トレイ（MPF）をチェックした場合に設定可
能となります。

- 〔その他〕タブの「用紙サイズチェック」を「あり」に
して使用してください。「なし」を選択した状態で指定
すると、すべてのトレイが給紙対象または給紙切り替
えの対象となり、印刷指定サイズとは異なる用紙に印
刷してしまう可能性があります。

- 現在セットされている用紙とは異なるサイズの用紙に
入れ替える場合は、かならずオペレーションパネルの
〔メディアメニュー〕で対象トレイの用紙サイズを変更
してください。

- ｢操作パネル設定｣選択時に、〔用紙〕タブ(プリンタド
ライバ)の用紙サイズと〔メディアメニュー〕で設定
した用紙サイズがすべて一致しない場合は、オペレー
タパネルの〔インサツメニュー〕にある〔キュシトレ
イ〕で設定されたトレイから給紙を行います。ただし、
用紙サイズチェック「あり」が選択されている場合は、
用紙サイズと不一致となり、エラー（「．．．サイズガ
チガイマス」）が表示されます。

- 用紙サイズが〔ハガキ〕、〔往復ハガキ〕の場合、ある
いは用紙厚が〔OHPフィルム〕の場合、本機能は使用
できません。

自動トレイ
切り替え

プリンタドライバで指定
したトレイに用紙がなく
なった場合に他のトレイ
に自動的に切り替える機
能です。〔用紙〕タブ(プ
リンタドライバ)の用紙
サイズとオペレータパネ
ルの〔メディアメニュー〕
であらかじめ設定された
用紙サイズが一致するト
レイに切り替えます。

同一サイズの用
紙を複数のトレ
イにセットし、大
量の印刷物を一
括して印刷する
場合に利用でき
ます。

項 目 機 能 用 途
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■〔ユーザ定義サイズ〕ダイアログボックス

用紙サイズ一覧からユーザ定義サイズを選択すると、以下のダイアログ
が表示されます。

「長さ」が「幅」よりも短い場合、その設定は無効となります。

項　目 内　容

幅 90mm～215.9mmの範囲で任意に設定することができます。
長さ 148mm～297.0mmの範囲で任意に設定することができます。
単位 設定するサイズの長さの単位を選択します。
標準 値を幅210.0mm、長さ297.0mm、単位ミリの標準値に戻しま

す。
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■〔ユーザ定義の用紙〕ダイアログボックス

用紙タブで〔用紙追加〕ボタンをクリックすると、以下のダイアログが
表示されます。

「長さ」が「幅」よりも短い場合、その設定は無効となります。

項　目 内　容

リスト 登録した用紙の「名称」「幅」「長さ」「単位」を表示します。
ここに表示される名称が用紙サイズ一覧に追加されます。

名称 登録する用紙名を全角で6文字、半角で12文字以内で入力し
ます。

幅 90mm～215.9mmの範囲で任意に設定することができます。
長さ 148mm～297.0mmの範囲で任意に設定することができます。
単位 設定する長さの単位を選択します。
追加 「名称」に新規に入力すると有効になります。新規に用紙を

登録すると、リスト内に追加されます。
変更 登録済み用紙の設定を変更すると有効になります。変更し

た内容で再度登録できます。
削除 登録済みの用紙を選択すると有効になります。用紙を削除

します。



第9章    プリンタドライバの設定/印刷

199

9

運

用

編

■〔レイアウト〕タブ

　とじ代、マルチページの設定を行います。

･ マルチページは次の用紙が選択されている場合に有効で
す。

A4、A5、A6、B5、レター、往復ハガキ
･ マルチページ機能は、1ページの印刷領域内に2ページまた
は4ページ分のデータを縮小して印刷しているだけで、用
紙の中央が正確に合わない場合があります。印刷可能領域
（余白領域）が多少異なります。綴じ代などについても考
慮されておりませんのでご了承ください。
･ 枠線は印刷用紙の印刷可能範囲いっぱいに描画されます
が、1枚の用紙に印刷される各ページの印刷可能範囲は、枠
線と等しくありません。

項　目 内　容

とじ代 印刷文書を縮小して、上下左右のいずれかに0～30mmの範囲
でとじ代の幅を設定することができます。

単位 設定する幅の単位を選択します。
マルチページ １枚の用紙に複数のページを縮小して印刷します。
ページの配置 割り付けるページの配置を選択します。
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■〔印刷品位〕タブ

解像度、トナーセーブ、印刷濃度の設定を行います。

項　目 内　容

解像度 600×1200dpi、600dpi、300dpiを選択します。
トナーセーブ 印刷に使用するトナーの節約度合を設定します。しない、や

やセーブ、セーブを選択します。
プリンタの印刷濃度 ドラッグバーを使い、印刷するときの濃さを5段階で設定し

ます。

・トナーセーブの設定時には、印刷品質は保証できません

のでご注意ください。
・トナーセーブモードを継続して使用した場合、印刷濃度

が徐々に薄くなることがあります。このような現象を防

ぐために、あらかじめ300dpiの解像度で利用することを
お勧めします。
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プリンタドライバで〔600dpi×1200dpi〕、〔600dpi〕に設定
した場合、複雑なグラフィックや写真などのイメージ、細か
な文字を多く使用したページを印刷すると、まれにプリンタ
のメモリが不足することがあります。このような場合、メモ
リ不足を予測して、複雑なページに対して自動的に解像度を
調整して印刷するオートマティックフォールダウン機能（自
動低解像度印刷）が働きます。
複数のページを印刷した場合、オートマティックフォールダ
ウン機能が働くのはメモリの不足が予測されるページのみ
であり、それ以外のページは設定した解像度で印刷されま
す。

■〔イメージ〕タブ

ディザリング、明暗、拡大・縮小などの設定を行います。

項　目 内　容

ディザリングのパターン 中間色の表現方法を設定します。
ディザリングの密度 ディザパターンを作成するときのドットの密度を設定しま

す。
白以外を黒にする 白以外の色で設定された文字やグラフィックをディザリン

グせずに黒色にします。
明暗の調整 ドラッグバーを使い、ブライトネス（イメージ全体の明る

さ）とコントラスト（明暗の差）を設定します。
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･ 拡大・縮小機能は印刷データを拡大・縮小するもので、用
紙サイズは変更されません。必要に応じて印刷する用紙サ
イズを設定してください。拡大・縮小により、印刷可能領
域（余白領域）も変化します。
･「拡大・縮小」を設定すると、アプリケーションによって
は予期しない結果になる場合があります。正しく印刷でき
ないときは、「なし」に設定してください。
･「解像度」「ディザリングのパターン」「ディザリングの密
度」「明暗の調整」の設定によって、文書のグラフィック
スの印刷結果が総合的に決まります。場合によっては、希
望する結果が得られるまで、これらの項目にいろいろな設
定をしてみる必要があります。

印刷効果 イメージを反転させる場合に選択します。
拡大・縮小 拡大・縮小率を入力するか、リストボックスにあらかじめ

用意されている拡大縮小率（25％～400％）を選択します。
直接入力する場合は〔カスタム〕を選択してください。

項　目 内　容
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■〔その他〕タブ

APへのカラー応答、中塗りパターンの調整を設定します。

項　目 内　容

APへのカラー機能の応答 プリンタのカラー処理情報を調べて、カラーデータの処理
を変えるアプリケーションのための設定です。ディスプレ
イの表示に近い印刷結果を得るために使います。

図形の中塗りパターンの
調整

ハッチブラシ、パターンブラシを使用した場合の密度を選
択します。中塗りのパターンは、カラー表現のディザリン
グとは異なります。
「調整しない」
解像度に関係なくハッチブラシ、パターンブラシのパター
ンは、そのまま使います。
「倍に拡大する」
解像度に関係なくハッチブラシ、パターンブラシのパター
ンは、倍にして使います。
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*1：〔…サイズガチガイマス〕と表示された場合、オペレータパネルの
〔オンライン〕スイッチを押すことで強制的に給紙することができ
ます。（念のためトレイ内の用紙サイズを確認することをお勧めし
ます。）

図形の中塗りパターンの調整機能は、解像度が600×1200dpi
のときには無効となります。

用紙サイズチェック 用紙サイズのチェックを行うかどうかを設定します。
サイズチェックありを選択すると、印刷時の用紙サイズと
オペレータパネルで設定した用紙サイズが一致する場合の
み給紙を行います。
ただし、トレイ内にある実際の用紙が設定条件と異なる場
合は、給紙直後に用紙幅センサ部でエラーとみなし、停止
することがあります。
･ サイズチェックの対象トレイは、トレイ 1/ トレイ 2/MPF
（給紙トレイ）の3つです。手差しトレイはサイズチェッ
クを行いません。
･ 用紙サイズチェックを行う場合は、あらかじめオペレータ
パネルのメディアメニューで各トレイの用紙サイズを正
しく設定してください。設定が一致していない状態で印刷
を行った場合、オペレータパネルに〔…サイズガ　チガイ
マス〕(*1)と表示されます。
･ 用紙がユーザ定義（カスタム）サイズの場合は、メディア
メニューの用紙サイズをカスタムと設定してください。
･ 用紙幅センサは、用紙幅が 200mm よりも広いか狭いかを
チェックします。印刷指定の用紙幅とセンサ部で検知した
用紙幅の条件（200mmに対する大小比較）が不一致の場合
はエラーとみなし、停止します。この場合はオペレータパ
ネルに〔ヨウシサイズ　エラー〕と表示されます。
･ ユーザ定義（カスタム）サイズの場合は、用紙幅センサに
よるチェックを行いません。

項　目 内　容
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■〔ウォーターマーク〕タブ

印刷結果にイメージ（ウォーターマーク）を重ね合せる場合に設定しま
す。〔新規〕を選択すると、〔ウォーターマーク〕ダイアログが表示され
ます。

項　目 内　容

新規 文字列、フォント、スタイルなどを入力し、新規にウォー
ターマークを作成します。最大で16のウォーターマークを
登録することができます。

削除 登録したウォーターマークを削除します。
編集 登録したウォーターマークを編集します。
最初のページのみ付加 チェックすると印刷する先頭ページのみウォーターマーク

を付加します。
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■〔ウォーターマーク〕ダイアログボックス

項　目 内　容

ウォーターマーク 重ね合わせる文字列やそのフォント、スタイルを設定しま
す。
「文字列」
重ね合せる文字列を指定します。
ここで指定した文字列が登録名となります。最高で半角63
文字まで指定できます。
「フォント」
文字列のフォントを指定します。
「スタイル」
文字列のスタイルを指定します。

ウォーターマークの調節 文字列のサイズや傾き、色の濃さを設定します。
「サイズ」
文字列の文字サイズを1～600の範囲で指定します。
「回転角度」
文字列の傾きを0°～359°の範囲で指定します。0°で水平
になります。
「濃さ」
ウォーターマークの濃さを0～100の範囲で指定します。0
で白（印刷しない）、100で黒になります。

ウォーターマークの印刷
位置

ウォーターマークの印刷位置を指定します。
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印刷を中止する
印刷を中止するには、まずホスト側で印刷の指示を取り消します。印刷を
取り消すことができなかった場合は、プリンタ側で印刷を取り消します。
次の手順にしたがって、ホスト側で印刷の指示を取り消してください。

■Windowsから取り消す
印刷指示をWindowsから取り消す方法について説明します。

1 〔スタート〕メニューの〔設定〕から、〔プリンタ〕をクリッ
クする

2 該当するプリンタアイコンをダブルクリックする

3 表示されたウィンドウから、任意のドキュメント名をク
リックし、削除（〔Delete〕キーを押す）する

■Printia LASER Internet Serviceを使って取り消す
Printia LASER Internet Serviceを使用して、プリンタに指示した印
刷データを取り消すことができます。
詳細は、『XL-2200ネットワークガイド』「第6章　Printia LASER
Internet Service」を参照してください。

■FUJITSU LPRユーティリティを使って取り消す
LPRユーティリティを使用して、プリンタに指示した印刷データを取り
消すことができます。
詳細は、『XL-2200ネットワークガイド』「第3章　ネットワークソフト
ウェアの使用」を参照してください。

プリンタ側で印刷を中止するには、「プリンタ側で印刷を中
止する」（174ページ）を参照してください。
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印刷指示したジョブの状態を確認する
印刷を指示したジョブの処理状況は、パソコンで確認できます。

■Windowsで確認する
印刷指示したジョブをWindowsで確認する方法について説明します。

1 〔スタート〕メニューの〔設定〕から、〔プリンタ〕をクリッ
クする

2 該当するプリンタアイコンをダブルクリック（または右ク
リックしてメニューを表示し、〔開く〕を選択）して状態を
確認する

■Printia LASER Internet Serviceを使って確認する
Printia LASER Internet Serviceを使用して、プリンタに指示した印
刷ジョブの状態を確認できます。
詳細は、『XL-2200ネットワークガイド』「第6章　Printia LASER
Internet Service」を参照してください。

■FUJITSU LPRユーティリティを使って確認する
LPRユーティリティを使用して、プリンタに指示した印刷ジョブの状態
を確認できます。
詳細は、『XL-2200ネットワークガイド』「第3章　ネットワークソフト
ウェアの使用」を参照してください。
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特殊な用紙に印刷する
特殊な用紙に印刷する方法を説明します。以下の用紙に印刷できます。
・ はがき/往復はがき(64～157g/㎡)
・ 厚紙(64～105g/㎡)
・ OHPフィルム
・ ラベル紙(64～105g/㎡)
・ ユーザ定義の用紙種類
特殊な用紙に印刷する場合は、手差しトレイまたは給紙トレイを使用し
ます。
ここでは、Windows Meのワードパッドを例に説明します。その他のOS
での手順も同様です。

■印刷面を上に向けて排出する（フェースアップ）
印刷面を上にして印刷するために、スタッカプレート（フェースアッ
プ）を引き出します。

「用紙の排出面を切り替える」（130ページ）を参照

・ プリンタのプロパティダイアログボックスの表示方法
は、アプリケーションによって異なります。各アプリケー
ションの説明書を参照してください。

・ 手差しトレイの使いかたについては、「手差しトレイに用
紙をセットする」（123ページ）を参照してください。

1 手差しトレイまたは給紙トレイに特殊な用紙をセットする

2 ワードパッドの〔ファイル〕メニューから〔印刷〕をクリッ
クする

3 〔プリンタ名〕を確認し、〔プロパティ〕をクリックする

4 〔用紙〕タブをクリックする
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5 〔給紙方法〕から〔手差し〕
または〔MPF（給紙トレ
イ）〕を指定する

6 〔用紙厚〕から用紙の種類
を選択する

7 〔用紙サイズ〕から使用す
る用紙を選択する

8 〔OK〕をクリックし、印刷を実行する
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▼はがきに印刷する

■はがきをセットする
手差しトレイまたは給紙トレイに官製はがきをセットします。

■印刷面を上に向けて排出する（フェースアップ）
はがきを曲げずに印刷するためにスタッカプレート（フェースアップ）
を引き出します。

「用紙の排出面を切り替える」（130ページ）を参照
「手差しトレイに用紙をセットする」（123ページ）を参照
「給紙トレイ（オプション品）に用紙をセットする」（128ペー
ジ）を参照

■項目を設定し、印刷を行う
印刷の設定は、〔用紙〕タブを表示して行います。ここでは、Windows
Meのワードパッドを例に説明します。その他のOSでも、手順は同じです。

プリンタのプロパティダイアログボックスの表示方法は、ア
プリケーションによって異なります。各アプリケーションの
説明書を参照してください。

1 〔ファイル〕メニューの〔印刷〕をクリックする

2 〔プリンタ名〕を確認し、〔プロパティ〕をクリックする
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3 〔用紙〕タブを開く

4 〔給紙方法〕で〔手差し〕または〔MPF（給紙トレイ）〕を指
定する

〔MPF（給紙トレイ）〕指定時は、あらかじめ〔給紙オプショ
ン〕をクリックし、〔MPF（給紙トレイ）〕用のチェックボッ
クスを有効としてください。

5 〔用紙サイズ〕で〔ハガキ〕を指定する

〔用紙サイズ〕を〔ハガキ〕または〔往復ハガキ〕とすると、
〔用紙厚〕が自動的に〔より厚い紙〕になります。　

6 〔OK〕をクリックし、印刷を実行する
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▼OHPフィルムに印刷する

■OHPフィルムをセットする
OHPフィルムに印刷するときは、手差しトレイまたは給紙トレイにセッ
トします。

「手差しトレイに用紙をセットする」（123ページ）を参照
「給紙トレイ（オプション品）に用紙をセットする」（128ペー
ジ）を参照

■印刷面を上に向けて排出する（フェースアップ）
OHPフィルムを曲げずに印刷するためにスタッカプレート（フェース
アップ）を引き出します。

「用紙の排出面を切り替える」（130ページ）を参照

次の手順にしたがって、手差しトレイへOHPフィルムをセットしてくだ
さい。

1 手差しトレイを開く

2 用紙ガイドを調節する
使用するOHPフィルムのサイズに
合わせて、用紙ガイドの位置を調
節します。

排出されたOHPフィルムが排出トレイに多数重なると、静
電気が発生し、紙づまりになることがあります。排出され

るたびに、取り除いてください。

手差しガイド�

手差しトレイ�
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3 印刷面を上にしてOHPフィ
ルムを差し込む

OHPフィルムの先端が突き当たる
まで、用紙ガイドに沿って OHP
フィルムを差し込みます。
OHPフィルムは、自動的に約2cm吸
入されて、固定されます。

セットした OHP フィルムは、
「キャンセル」スイッチを押すと
排出されます。

紙づまりの原因となりますので、一度排出されたOHPフィ

ルムは再使用しないでください。
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■項目を設定し、印刷を行う
ここでは、Windows Meのワードパッドを例に説明します。その他のOS
でも、手順は同じです。

1 アプリケーションの〔ファイル〕メニューの〔印刷〕をク
リックする

2 〔プリンタ名〕を確認し、〔プロパティ〕をクリックする

3 〔用紙〕タブを開く
4 〔給紙方法〕で〔手差し〕
または〔MPF（給紙トレ
イ）〕を指定する

「MPF（給紙トレイ）」指定時は、
あらかじめ〔給紙オプション〕
をクリックし、〔MPF（給紙トレ
イ）〕用のチェックボックスを有
効としてください。

5 〔用紙サイズ〕で〔A4〕ま
たは〔レター〕を指定する

6 〔用紙厚〕で〔OHPフィル
ム〕を指定する

7 〔OK〕をクリックし、印刷
を実行する
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不定形（ユーザ定義）用紙に印刷する
不定形サイズの用紙に印刷する方法について説明します。不定形用紙に
印刷するには、まずプリンタドライバに不定形サイズの設定/登録をし
ます。
〔用紙〕タブで不定形サイズをユーザ定義サイズとして設定/登録する
と、用紙サイズ、不定形サイズの選択ができるようになります。
用紙サイズの単位設定がミリの場合は、幅90～215.9mm、長さ148～
297mmの範囲で0.1mm刻みに、インチの場合は、幅3.54～8.5インチ、長
さ5.38～11.69インチの範囲で0.01インチ刻みにサイズを指定できます。

▼標準のユーザ定義サイズを設定する

ユーザ定義サイズを設定する場合は、〔ユーザ定義サイズ〕ダイアログ
ボックス内で行います。

1 〔スタート〕-〔設定〕-〔プリンタ〕を選択する（Windows
XPでは〔スタート〕-〔コントロールパネル〕-〔プリンタ
とその他のハードウェア〕-〔プリンタとFAX〕をクリック
する）

2 プロパティを開く
Windows 95/98/Meの場合
プリンタアイコンをマウスの右ボタンでクリックし、〔プロパティ〕
を選択します。

Windows NT4.0の場合
プリンタアイコンをマウスの右ボタンでクリックし、〔ドキュメント
の既定値〕を選択します。

Windows 2000/XPの場合
プリンタアイコンをマウスの右ボタンでクリックし、〔印刷設定〕を
選択します。

3 〔用紙サイズ〕で〔ユーザ定義サイズ〕を選択する

4 〔単位〕、〔幅〕、〔長さ〕を入力し、〔OK〕をクリックする
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▼不定形用紙を追加登録する

ユーザ定義サイズの用紙を追加登録する場合は、〔ユーザ定義の用紙〕
ダイアログボックス内で行います。

1 〔スタート〕メニューの〔設定〕から、〔プリンタ〕をクリッ
クし、XL-2200のプロパティを表示させる

2 〔用紙〕タブをクリックする

3 〔用紙追加〕ボタンをク
リックする

〔ユーザ定義の用紙〕ダイアログ
ボックスが表示されます。

4 新規に用紙サイズを追加
登録する

5 幅と長さを指定する
幅は90.0mm～215.9mm長さは148.0mm～297.0mmの範囲で任意に設定で
きます。
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6 用紙名を〔名称〕に入力する
用紙名の最大文字数は半角で12文字、全半角6文字まで入力できます。

7 〔追加〕ボタンをクリックする

8 必要に応じて手順 4 ～ 7 を繰り返して、用紙サイズを定義
し、〔OK〕をクリックする

9 〔用紙〕タブで、〔OK〕をクリックする

ここで追加設定された用紙は、用紙サイズリストの最後尾に追加されま
す。
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▼項目を設定し、印刷を行う

不定形サイズの用紙に印刷する方法を説明します。
ここでは、Windows Meのワードパッドを例に説明します。その他のOS
での手順も同様です。

プリンタのプロパティダイアログボックスの表示方法は、ア
プリケーションによって異なります。各アプリケーションの
説明書を参照してください。

1 不定形サイズの用紙をトレイにセットする

2 アプリケーションの〔ファイル〕メニューの〔印刷〕をク
リックする

3 〔プリンタ名〕を確認し、〔プロパティ〕をクリックする

4 〔用紙〕タブの〔用紙サイ
ズ〕で使用する不定形サ
イズの用紙を選択する

5 必要な項目を選択し、
〔OK〕をクリックする
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DOSから印刷する
DOS環境で印刷するときは、テキストモードを使用します。プリンタド
ライバのセットアップは必要ありません。アプリケーション上で、プリ
ンタ名を選択します。

デフォルトのWINモードでは、DOS環境（ESC/Pデータ）の印
刷が行えません。WINモードのままで印刷を行った場合、液
晶ディスプレイに〔ムコウ　デス〕と表示され、印刷が無効
となります。

▼プリンタの設定を行う

1 〔システムコウセイメ
ニュー〕と表示されるま
で、〔メニュー〕スイッチ
を数回押す

2 〔エミュレーション〕と表
示されるまで、〔設定項目
▲〕または〔設定項目▼〕
スイッチを数回押す

3 〔TEXT〕と表示されるま
で、〔設定値▲〕または〔設
定値▼〕スイッチを数回
押す

手差し以外から印刷する場合は、〔テサシ　インサツ　ミシ

テイ〕にメニュー確定マーク〔＊〕が表示されている必要
があります。〔テサシ　インサツ　シテイ〕にメニュー〔確

定マーク〔＊〕が表示されているときには〔＋〕または

〔－〕スイッチを押し、〔テサシ　インサツ　ミシテイ〕を
表示して、〔メニュー選択〕スイッチを押してください。

�ｼｽﾃﾑｺｳｾｲﾒﾆｭｰ�

�ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ�

��
TEXT



第9章    プリンタドライバの設定/印刷

221

9

運

用

編

4 〔メニュー選択〕スイッチを押し、値の右側に〔*〕を付ける
これで、テキストモードが設定されます。

5 〔インサツメニュー〕と表
示 さ れ る ま で、〔メ
ニュー〕スイッチを数回
押す

6 〔キュウシトレイ〕と表示
されるまで、〔設定項目
▲〕または〔設定項目▼〕
スイッチを数回押す

7 〔設定値▲〕または〔設定値▼〕スイッチを押して、トレイを
選択する

8 〔メニュー選択〕スイッチを押し、値の右側に〔*〕を付ける
これで給紙トレイが設定されます。

9 〔メディアメニュー〕と表
示 さ れ る ま で、〔メ
ニュー〕スイッチを数回
押す

10〔キュウシトレイ〕で選択したトレイサイズが表示されるま
で、〔設定項目▲〕または〔設定項目▼〕スイッチを数回押す

オプションの拡張給紙ユニット、給紙トレイを装着した場
合に、選択できます。

�ｲﾝｻﾂﾒﾆｭｰ�
�

�ｷｭｳｼ ﾄﾚｲ�
�

�ﾒﾃﾞｨｱﾒﾆｭｰ�
�
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11〔設定値▲〕または〔設定値▼〕スイッチを押して、用紙サイ
ズを選択する

12〔メニュー選択〕スイッチを押し、値の右側に〔*〕を付ける
これで用紙サイズが設定されます。

13〔オンライン〕スイッチを押す
〔オンライン〕表示に戻します。
これで、給紙トレイが設定されます。

プリンタ内に未印刷データがあるときは、リセットを行うま
で設定内容の変更は反映されません。
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▼アプリケーションで設定を行う

1 プリンタ名を選択する

2 プリンタと同じように、用紙サイズ、印刷方向を設定する

3 アプリケーションから印刷する

テキストモードでの解像度は300dpiと600dpiです。

優先順位 プリンタ名

１ ESC/P24-J84 
２ VP-1000/3000
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メッセージが表示されるとき
異常が発生すると、オペレータパネルの液晶ディスプレイにメッセージ
が表示されます。ここで説明する処置をしても良くならない場合や、こ
こに示した以外の現象が起きた場合は、「ハードウェア修理相談セン
ター」（289ページ）へご連絡ください。

xxxx=プリント言語 WIN ：WINモード
TEXT ：テキストモード

tttt=トレイ トレイ1 ：標準カセット
トレイ2 ：拡張給紙カセット
MPF ：給紙トレイ
テザシ ：手差し

mmmm=用紙サイズ A4/A5/A6/B5/レター/オウフク/カスタム
（ユーザ定義）

yyyy=動作状態 オンライン：オンライン状態
オフライン：オフライン状態

▼動作状態に関するメッセージ

オペレータパネル(日本語)
(□は上段表示なしを示します) 内　容

ｵﾝﾗｲﾝ
XXXX

オンライン状態を示します。

ｵﾌﾗｲﾝ
XXXX

オフライン状態を示します。

■■■■■■■■
■■■■■■■■

電源投入時の表示です。

RAMﾁｪｯｸ
********

RAMチェック中です。*は総容量の1/8ずつチェック後に
表示します。

ｲﾆｼｬﾙﾁｭｳ コントローラ（プリンタ内部の制御部）の初期化中、ま
たはオペレータパネルの設定値（ユーザメニュー関連）
の初期化中です。

ｼﾞｭｼﾝﾁｭｳ
xxxx

データ受信中で処理が開始されていない状態です。主に
文字印刷データのないジョブ処理やジョブスプール中
に表示されます。

ｼｮﾘﾁｭｳ
xxxx

データ受信中または出力処理中を示します。

ﾃﾞｰﾀｱﾘ
xxxx

バッファに未印字データが残っていることを示します。
引き継ぐデータを待っている状態です。
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ｲﾝｻﾂﾁｭｳ プリンタが印刷中です。

ｲﾝｻﾂﾁｭｳ
□kkk/lll

コピー印刷中です。kkkは印刷中の枚数、lllは総印刷枚
数を示します。コピー枚数が1枚の場合は通常の印刷中
表示になります。1行目の他のメッセージと組み合わせ
て表示されます。

ﾃﾞｰﾀ ｸﾘｱ ジョブのキャンセルが指示され、ジョブの終了までデー
タを受け捨てている状態です。

ﾃﾞｰﾀ ｸﾘｱ
(ｼﾞｬﾑ)

ジャムリカバー OFFのときにジャムが発生した場合、
ジョブのキャンセルが指示され、ジョブの終了までデー
タを受け捨てている状態を示します。オペレータパネル
上段のみメッセージ点滅します。

□
ｳｫｰﾑｱｯﾌﾟ

ウォーミングアップ中です。1行目の他のメッセージと
組み合わせて表示されます。

□
ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞ

プリンタが省電力状態になったことを知らせます。1行
目の他のメッセージと組み合わせて表示されます。

ﾑｺｳ
ﾃﾞｰﾀ

無効なデータを受信したことを示します。〔オンライン〕
スイッチを押すまで表示されます。未サポートのプリン
タコマンドを受信した場合に表示されます。

ﾃｷｽﾄﾌｫﾝﾄ
ｲﾝｻﾂﾁｭｳ

フォント印刷中です。

ｾｯﾃｲﾅｲﾖｳ
ｲﾝｻﾂﾁｭｳ

オペレータパネルの設定内容を印刷中です。

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ｲﾝｻﾂﾁｭｳ

クリーニングページ印刷中です。

ﾈｯﾄﾜｰｸ
ｼｮｷｶﾁｭｳ

ネットワーク制御部の初期化（リブート）中です。オペ
レータパネル上段のみメッセージ点滅します。

ｻｲｷﾄﾞｳ
n

プリンタを再起動するときに表示します。
下段には再起動の理由が、コードで表示されます。
n 理由コード
0：下記以外の原因
1：ドライバコマンドの指定
2：オペパネ操作
3：LANカードの設定変更
4：Printia LASER Internet Serviceでの設定/変更

オペレータパネル(日本語)
(□は上段表示なしを示します) 内　容
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▼用紙に関するメッセージおよびエラー

オペレータパネル(日本語)
(□は上段表示なしを示します)

内　容

ﾄｯﾌﾟｶﾊﾞｰｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ
ﾖｳｼ ｼﾞｬﾑ

用紙走行路でジャムが発生したことを知らせます。カ
バーオープンし内部の紙を取り除き、カバーを閉じる
とリカバリ印刷し、続行します。※表示はスクロール
されます。

ﾄｯﾌﾟｶﾊﾞｰｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ
ﾊｲｼ ｼﾞｬﾑ

用紙排出時、ジャムが発生したことを知らせます。カ
バーオープンし内部の紙を取り除き、カバーを閉じる
とリカバリ印刷し、続行します。※表示はスクロール
されます。

ﾁｪｯｸ tttt
ﾖｳｼ ｼﾞｬﾑ

ttttトレイからの給紙中にジャムが発生したことを知
らせます。カバーオープンし内部の紙を取り除き、カ
バーを閉じるとリカバリ印刷し、続行します。※表示
はスクロールされます。

yyyy
tttt ﾖｳｼｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ

ttttトレイで組織がなくなったことを示します。用紙
のないトレイに印刷指定があるまでこのメッセージが
表示され続けます。ただし、MPFについては表示しませ
ん。※表示はスクロールされます。

mmmmｦ ｲﾚﾃｸﾀﾞｻｲ
tttt ﾖｳｼｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ

ttttトレイの用紙がなくなったことを示します。mmmm
用紙を補充してください。※表示はスクロールされま
す。

ﾃｻｼ
mmmm ﾖｳｼｾｯﾄ

手差し印刷時に用紙がなくなったことを示します。
mmmm用紙をセットしてください。※表示はスクロール
されます。

ﾄｯﾌﾟｶﾊﾞｰｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ
ﾖｳｼｻｲｽﾞ ｴﾗｰ

トレイから不適格なサイズの用紙が供給されたことを
知らせます。トレイ内の用紙をチェックまたは重送が
あったかを確認してください。カバーオープン/クロー
ズでリカバリ印刷し、続行します。※表示はスクロー
ルされます。

mmmm/ppppｦ ｲﾚﾃｸﾀﾞｻｲ
tttt ｻｲｽﾞｶﾞ ﾁｶﾞｲﾏｽ

トレイ内の用紙サイズと印刷を指定した用紙のサイズ
が異なっています。※表示はスクロールされます。

mmmm/ppppｦ ｲﾚﾃｸﾀﾞｻｲ
tttt ﾖｳｼｶﾞ ﾁｶﾞｲﾏｽ

トレイ内の用紙メディアタイプと編集メディアタイプ
が異なっています。※表示はスクロールされます。
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▼カバーオープンに関するメッセージ

オペレータパネル(日本語)
(□は上段表示なしを示します)

内　容

ｶﾊﾞｰｦ ｼﾒﾃｸﾀﾞｻｲ
ﾄｯﾌﾟ ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ

カバーが開いていることを示します。※表示はスク
ロールされます。

yyyy
ﾄﾚｲ2 ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ

トレイ2カバーオープンを示します。トレイに印刷指
定があるまではこのメッセージが表示され続けま
す。※表示はスクロールされます。（トレイ2関連）

ｶﾊﾞｰｦ ｼﾒﾃｸﾀﾞｻｲ
ﾄﾚｲ2 ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ

トレイ2カバーオープン中にトレイ2から印刷が指定
されたことを示します。カバーを閉じると印刷は続
行されます。※表示はスクロールされます。
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▼ハードウェアに関するエラー

オペレータパネル(日本語)
(□は上段表示なしを示します)

内　容

ｴﾗｰ nnn プリンタに異常が発生しています。いったん電源を
切り、再度入れ直してください。それでも復旧しな
い場合は、ご購入元または「ハードウェア修理相談
センター」（289ページ）へご連絡ください。
nnが下記の場合は、次の処置も行ってください。
180： 給紙トレイを取り付け直していったん電源を

切り、再度入れ直してください。
182： 拡張給紙ユニットを取り付け直していったん

電源を切り、再度入れ直してください。
00X（Xは1～9またはA～F）：イーサネット接続をし

ている場合はプリンタの電源をOFFにし、接続
しているイーサネットケーブルを外してプリ
ンタをネットワークから切り離してくださ
い。その状態でプリンタの電源をONにし、オ
ペレータパネルから設定内容一覧の印刷を
行ってください。設定内容一覧の印刷が正常
にできる場合は、ネットワークシステムがコ
ンピュータウィルスの被害を受けている可能
性があります。コンピュータウィルスを駆除
してください。プリンタ自体にコンピュータ
ウィルスが感染することはありません。

□
ﾄﾅｰ ｾﾝｻｰ

トナーセンサに異常が検出されたことを知らせま
す。プロセスカートリッジをセットし直して電源を
切り、再度入れ直してください。通常は運用可能で
す。それでも復旧しない場合は、ご購入または「ハー
ドウェア修理相談センター」（289ページ）へ修理を
依頼してください。

ﾎｽﾄ I/F
NETWORK

ネットワークエラーが発生しています。電源をOFF/
ONしてください。
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▼寿命に関するメッセージ

オペレータパネル(日本語)
(□は上段表示なしを示します)

内　容

□
ﾄﾅｰﾛｰ

トナー量が少ないことを知らせます。1行目の他の
メッセージと組み合わせて表示されます。早急にト
ナーカートリッジを交換してください。〔ドラムコウ
カン〕表示中は表示されません。

ﾄﾅｰ ｺｳｶﾝ
ｼﾃｸﾀﾞｻｲ

〔トナーロー〕のまま印刷を継続すると表示されま
す。直ちにトナーカートリッジを交換してください。
カバーを開閉するか、または〔オンライン〕スイッ
チを押すと一時的に復旧します。
この表示は、トナーローを検知した後100枚程度印刷
すると表示され、カートリッジの交換を促します。
プロセスカートリッジが寿命の場合は、〔ドラムコウ
カン〕表示となり、プロセスカートリッジの交換を
促します。

□
ﾄﾅｰ ｺｳｶﾝ

トナー量が空に近いことを知らせます。トナーロー
が発生してから100枚程度印刷すると表示されます。
直ちにトナーカートリッジを交換してください。1行
目の他のメッセージと組み合わせて表示されます。
〔ドラムコウカン〕表示中は表示されません。

□
ﾄﾞﾗﾑｺｳｶﾝ

プロセスカートリッジの寿命（ワーニング）を知ら
せます。1行目の他のメッセージと組み合わせて表示
されます。

ﾄﾞﾗﾑｺｳｶﾝ プロセスカートリッジの寿命を知らせます。カバー
開閉、または〔オンライン〕スイッチを押すと一時
的に復旧しますが、プロセスカートリッジを交換し
てください。

□
ｿｳﾁﾗｲﾌ

18万枚印刷し、装置寿命となったことを知らせます。
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▼その他のエラー

オペレータパネル(日本語)
(□は上段表示なしを示します)

内　容

ﾄﾞﾗﾑｦ ｾｯﾄｼﾅｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ
ﾄﾞﾗﾑ ｴﾗｰ

プロセスカートリッジが正しくセットされていない
ことを示します。セットし直してください。

ﾒﾓﾘｰ
ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

印刷データが複雑すぎます。データを　　整理して
ください。〔オンライン〕スイッチを押すと現在の設
定で処理できた部分を印刷します。テキストモード
（ESC/P）の文字定義（ダウンロード）、外字定義に使
用するメモリが不足しています。テキストモード
（ESC/P）の文字定義・外字定義の数を減らしてくだ
さい。
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紙づまりになったとき
紙づまりが発生すると液晶ディスプレイに『サイス゛　エラー』、『ハイ
シ　シ゛ャム』、『ソウコウ　シ゛ャム』もしくは『キュウシ　ミス』と
表示されます。次の手順にしたがって、つまった用紙を取り除いてくだ
さい。

1 トップカバーを開ける

トップカバー手前右側のボタンを押し、ロックを外します。そのまま静
かにトップカバーをいっぱいに開きます。

注意 やけど プリンタを使用した直後は、定着器および排紙ガイ
ドが熱くなっています。つまった用紙を取り除くと
きは、手を触れないよう十分に注意してください。
やけどの原因となることがあります。

排出部 
走行部 

給紙部 
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2 手差しトレイを開いてプ
ロセスカートリッジを両
手で持ち、ゆっくりと取
り出す

3 つまった用紙を取り除く

つまっている用紙の状態によって、それぞれの方法で用紙を取り除きま
す。
なお、トップカバーやアクセスカバーを開いてつまった用紙を取り除い
た後は、かならずカバーを閉じてください。

・プロセスカートリッジを取

り出すときは、傾けず水平に
取り出してください。

・取り外したプロセスカート

リッジは図のように平らな
場所に置き、添付の遮光袋

（黒）に入れるか、黒い紙な
どをかぶせて光が当たらな

いようにしてください。

警告 誤　飲 用紙上の文字は定着していないので、触れるとト
ナーが手に付きます。用紙を取り除くとき、手や服
がトナーで汚れないよう注意してください。トナー
がついてしまったときは、すぐに水で洗ってくださ
い。
万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してく
ださい。

アクセスカバー�
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【用紙カセット部（キュウシミス）でつまった場合】
用紙カセットを引き出し、つまっている用紙を取り除きます。

【装置内部（ソウコウジャム, サイズエラー）でつまった場合】
用紙の先端が見えている場合は、つまっている用紙の先端をつかみ、
ゆっくりと引き出します。

用紙の先端も後端も見えない場合は、つまっている用紙を矢印の方向に
ずらしてから用紙の先端部をつかみ、ゆっくりと引き出します。

用紙�
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用紙の後端が見えている場合は、つまっている用紙の後端部をつかみ、
ゆっくりと引き出します。

用紙の先端が定着器の排紙部より一部出ており、トップカバーを開けてプ
ロセスカートリッジを取り外しても用紙の後端が見えない場合は、次の手
順にしたがって、用紙を取り出してください。

1 ロックレバーを下に押し、アクセスカバーを手前に引き倒す

2 定着器の排出部にある用紙を指でつまみ出す

ロックレバー�
アクセスカバー
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アクセスカバーを開けても用紙を指でつまみ出せない場合
は、トップカバー裏にある取り出し棒を使って取り出しま
す。

取り出し棒をトップカバーから
取り外すには、①フックから取り
出し棒の把手を外し、②そのまま
手前側に引き出し、③棒の先端を
上へ持ち上げ、四角穴より取り出
します。

排出部につまった用紙の右端ま
たは左端に、取り出し棒の先端を
引っ掛けてゆっくりと引き出し
ます。

3 アクセスカバーおよびトップカバーを閉じる

取り出し棒は、使用後、紛失し

ないように元の場所に取り付
けてください。

このとき定着器の表面や内部

を傷つけないように注意して

ください。

①　�

③　�
②　�

取り出し棒　�

フック　�

四角穴�

取り出し棒先端�

アクセスカバー�
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【用紙排出部（ハイシジャム）でつまった場合】
用紙後端が装置内部に見えている場合は、つまっている用紙の後端をつ
かみ、ゆっくりと引き出します。

用紙の後端が見えず、用紙先端が排出部より十分に出ている場合は、用
紙の先端をつかんでゆっくりと引き出します。

用紙が取り出せない場合は、無理に引き出さず、次の手順にしたがっ
て、用紙を取り除いてください。

用紙排出部でつまった場合でも、トップカバー内部に用紙

が見えている場合は、プリンタ内側に用紙を引き出してく

ださい。無理に後ろに引き出すと定着器ユニットを傷める
おそれがあります。
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1 プロセスカートリッジを装置から取り外した状態でトップ

カバーを閉じます。

2 モータが回転を始めた
ら、用紙先端をつかんで
引き出します。

3 プロセスカートリッジを両手で持ってプリンタ内に戻す

4 トップカバーを閉じ、両側のフックがロックされていること

を確認する

つまった用紙を取り除いてトップカバーを閉じてもメッ
セージ表示が消えないときは、用紙が完全に取り除かれてい
ません。再度点検して、つまった用紙を完全に取り除いてく
ださい。

拡張給紙ユニット（オプション）、給紙トレイ（オプション）
から給紙したときに紙づまりが発生した場合は、それぞれ
の用紙走行部に用紙が残っていないかチェックしてくださ
い。また、トップカバーをいったん開閉しないとアラーム
表示を解除できません。

プロセスカートリッジをセットするときは、傾けず水平に

入れてください。 
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印刷品質が低下したとき
印刷が不鮮明な原因は、プリンタのハード的問題と考えられますが、ソ
フトウェアが原因の場合もあります。プリンタの状態を把握するため、
メニュー印刷をして印刷の状態を確かめてください。また、次の項目を
確認し、処置をしても直らない場合は、富士通パーソナル製品に関する
お問合せ窓口へご連絡ください。

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ

給紙方向に縦
の白いスジが
入る。
給紙方向に縦
にかすれる。

LEDヘッドが汚れていま
ます。

LEDレンズクリーナ、ま
たは水を含ませてかた
く絞った布で拭いてく
ださい。

142

トナーが少なくなって
います。（*1）

トナーカートリッジを
交換してください。

138

異物がつまっています。プロセスカートリッジ
を交換してください。

144

部分的にかす
れる。
黒ベタを印刷
すると、白点
が現れる。

LEDヘッドが汚れていま
す。

LEDレンズクリーナ、ま
たは水を含ませてかた
く絞った布で拭いてく
ださい。

142

用紙が湿気を含んでい
ます。

新しい用紙に交換して
ください。

111

トナーが少なくなって
います。（*1）

トナーカートリッジを
交換してください。

138

プリンタに適さない用
紙で印刷されました。

推奨用紙をお使いくだ
さい。

111

低湿環境で用紙が乾燥
しています。

メンテナンスメニュー
の〔セッティング〕を〔－
1〕あるいは〔－2〕にし
てください。

177

黒ベタを印刷
すると、部分
的 に 薄 く な
る。

黒ベタ印刷にトナーを
十分供給できない場合
があります。

黒ベタ部分の割合を減
らしてください。

―
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印刷が非常に
薄い。

トナーカートリッジが
きちんとセットされて
いません。

トナーカートリッジを
きちんとセットしてく
ださい。

138

プロセスカートリッジ
がきちんとセットされ
ていません。

プロセスカートリッジ
をきちんとセットして
ください。

144

用紙が湿気を含んでい
ます。

新しい用紙に交換して
ください。

111

プリンタに適さない用
紙で印刷されました。

推奨用紙をお使いくだ
さい。

111

トナーが少なくなって
います。（*1）

トナーカートリッジを
交換してください。

138

〔プリンタの印刷濃度〕
の設定が不適切です。

プリンタドライバの〔プ
リンタの印刷濃度〕で
〔やや濃い〕または〔濃
い〕に設定してくださ
い。

200

トナーセーブモードの
設定が有効となってい
ます。

プリンタドライバの〔ト
ナーセーブ〕で〔しない〕
に設定してください。

200

細線や小さい文字は高
解像度印刷時に薄くな
ることがあります。

プリンタドライバの〔解
像度〕を〔300dpi〕に設
定してください。

200

給紙方向に縦
の黒いスジ状
の 汚 れ が 出
る。

プロセスカートリッジ
に傷がついています。

プロセスカートリッジ
を交換してください。

144

トナーが少なくなって
います。（*1）

トナーカートリッジを
交換してください。

138

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ
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周期的に横の
黒いスジや点
が入る。

約94mm周期の場合は、感
光ドラムに傷または汚
れがついています。

傷の場合はプロセス
カートリッジを交換し
てください。
汚れの場合はクリーニ
ングページを行ってく
ださい。1回のクリーニ
ングで直らないときは、
数回クリーニングを繰
り返してください。それ
でも直らないときは柔
らかいティッシュペー
パーでイメージドラム
（緑の筒の部分）を軽く
拭き取ってください。

144
149
164

約62mm周期の場合は、定
着器に傷がついていま
す。

「ハードウェア修理相談
センター」にご連絡くだ
さい。

289

約30mm周期の場合は、プ
ロセスカートリッジ内
にゴミが混入していま
す。

クリーニングページを
行ってください。

149

感光ドラムが光にさら
されました。

プロセスカートリッジ
を外し、数時間暗いとこ
ろに保管してください。
それでも直らない場合
は、プロセスカートリッ
ジを交換してください。

144

白地の部分が
薄く汚れる。

用紙が静電気を帯びて
います。

適切な温度、湿度に保管
した用紙をお使いくだ
さい。

111

厚すぎる用紙で印刷さ
れました。

プリンタにあった用紙
をお使いください。

111

プロセスカートリッジ
がきちんとセットされ
ていません。

プロセスカートリッジ
をきちんとセットして
ください。

144

トナーが少なくなって
います。（*1）

トナーカートリッジを
交換してください。

138

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ
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*1：本プリンタは、使用状況によって〔トナーロー〕の表示が遅れる場合があります。

文字の周辺が
にじむ。

LEDヘッドが汚れていま
す。

LEDレンズクリーナ、ま
たは水を含ませてかた
く絞った布で拭いてく
ださい。

142

印刷濃度が濃く設定さ
れています。

印刷濃度を薄く設定し
てください。

200

用紙が湿気を含んでい
ます。

新しい用紙に交換して
ください。

―

はがきを印刷
すると、全面
が 薄 く 汚 れ
る。
擦ると文字の
周 囲 が 汚 れ
る。

本プリンタは、ハガキを
印刷すると全面に薄く
トナーが付着（かぶり）
することがあります。

プリンタの実力ですの
で、ご了承ください。

―

トナーの固着が不完全
です。

手差しから間隔をおい
て印刷してください。

―

プリンタドライバの〔用
紙厚〕を〔より厚い紙〕
に設定してください。

194

用紙先端が部分的にかすれ
る。

用紙が湿気を含んでい
ます。

新しい用紙をお使いく
ださい。

―

用紙後端部が
点 状 に 汚 れ
る。
用紙を重ねる
と筋状に黒く
なる。

ドラムカートリッジの
底面にトナーが付着し
ています。

ドラムカートリッジの
底面（図の部分）を乾い
た布やティッシュペー
パーで拭いてください。
※感光ドラムにキズを
つけないように注意
してください。

―

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ

この部分を拭く 

感光ドラム 
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用紙に異常がでたとき
用紙送りは、プリンタが設置してある環境、用紙の保管状態によって、
大きく違ってきます。用紙は適切な温度、湿度でお使いください。
以下に用紙に関する異常が発生した場合の原因とその処置方法を示し
ます。

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ

紙づまりが頻繁に発生する。
〔ハイシジャム〕
〔ヨウシジャム〕
用紙が２枚以上一緒に引き込
まれる。

カセットに入っている
用紙が多すぎます。

カセット内の指定した
位置を超えないように
用紙を入れてください。

120

厚すぎる用紙、または薄
すぎる用紙で印刷され
ました。

プリンタにあった用紙
をお使いください。

111

用紙が湿気を含んでい
たり、静電気を帯びてい
ます。

新しい用紙をお使いく
ださい。

―

折り目やしわのある用
紙で印刷されました。

プリンタにあった用紙
をお使いください。

111

適切な温度、湿度に保管
した用紙をお使いくだ
さい。

111

一度印刷した用紙で印
刷されました。

新しい用紙をお使いく
ださい。

―

プリンタが傾いている。安定した水平な場所に
設置してください。

9

用紙がそろっていない。用紙の上下左右をそろ
えてからセットしてく
ださい。

―

用紙カセット、給紙トレ
イに用紙を1枚だけセッ
トしている。

用紙は複数枚でセット
してください。

―

用紙カセット、給紙トレ
イに用紙が入ったまま
追加している。

先に入っている用紙を
取り出し、追加する用紙
と上下左右をそろえて
からセットしてくださ
い。

―
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紙づまりが頻繁に発生する。
〔ハイシジャム〕
〔ヨウシジャム〕
用紙が２枚以上一緒に引き込
まれる。

用紙がまっすぐにセッ
トされていない。

用紙カセットの用紙ス
トッパと用紙ガイドを
用紙に合わせてくださ
い。手差しトレイ、給紙
トレイ（オプション）の
手差しガイドを用紙に
合わせてください。

120

はがきや封筒のセット
方向が間違っている。

正しくセットしてくだ
さい。

211

はがき、封筒、ラベル紙、
OHPフィルムを用紙カセッ
トにセットできない。

はがき、封筒、ラベル紙、
OHPフィルムは用紙カセッ
トから印刷できません。手
差しトレイまたは給紙ト
レイ（オプション）にセッ
トし、フェイスアップス
タッカへ排出してくださ
い。

120

プロセスカートリッジの手前
で用紙が止まる。
〔ヨウシサイズ　エラー〕

プリンタドライバの〔用
紙サイズチェック〕を有
効にした場合に、プリン
タドライバ指定の用紙
と異なる用紙が給紙さ
れ、用紙サイズ不一致の
ため停止した。

印刷を実行したい場合
は、用紙を取り除き、対
象トレイに印刷サイズ
と同じ用紙をセットし
た後、トップカバーを開
閉してください。
印刷を中止したい場合
は、用紙を取り除き、
トップカバーの開閉直
後にオペレータパネル
のキャンセルボタンを
押してください。

194

用紙にしわがよる。
用紙がまるまる。

薄すぎる用紙で印刷さ
れました。

プリンタドライバの〔用
紙厚〕を〔薄い紙〕に設
定してください。

194

用紙が湿気を含んでい
ます。

新しい用紙をお使いく
ださい。

―

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ
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用紙が送られない。
〔サイズガ　チガイマス〕

プリンタドライバの〔給
紙方法〕の選択が間違っ
ている。

用紙をセットしてある
給紙方法を選択してく
ださい。

194

プリンタドライバの〔用
紙サイズチェック〕を有
効にした場合に、プリン
タドライバ指定の用紙
サイズと〔メディアメ
ニュー〕の対象トレイ用
のサイズが不一致であ
る。

用紙をセットしてある
給紙方法を選択してく
ださい。
一度ジョブをキャンセ
ルし、オペレータパネル
の〔メディアメニュー〕
で対象トレイのサイズ
を印刷サイズと同一に
指定し、印刷してくださ
い。

194

プリンタドライバの〔用
紙サイズチェック〕が有
効な時に、プリンタドラ
イバ指定の用紙サイズ
と〔メディアメニュー〕
の対象トレイの用紙サ
イズが異なる。

プリンタのオペレータ
パネルで〔メディアメ
ニュー〕の対象トレイの
用紙サイズを正しく設
定してください。

194

つまった用紙を取り除いても
復旧しない。

用紙を取り除くだけで
は復旧しない。

トップカバーを開閉し
てください。

7
233

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ
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故障かなと思ったとき
故障かなと思ったときは、次の該当するところをご覧になり、確認して
ください。それでも直らないときは、ご購入元または「ハードウェア修
理相談センター」（289ページ）にご連絡ください。

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ

電源が入らない。 電源コードが抜けてい
る。

プリンタの電源スイッ
チを切り、電源コードを
しっかり差し込んでく
ださい。

35

停電している。 お使いのコンセントだ
け停電していることも
あります。ブレーカーが
落ちていないか確認し
てください。

―

全くデータを受信しない。 プリンタケーブルが抜
けている。

プリンタケーブルが外
れていないか確認して
ください。

29

パソコンの出力ポート
の選択が正しくない。

パソコンの出力ポート
が正しく選択されてい
るか確認してください。

―

オフライン状態になっ
ている。

〔オンライン〕スイッチ
を押してオンライン状
態にしてください。

170

プリンタケーブルが断
線している。

プリンタケーブルが断
線していないか確認し
てください。

―

エラーが表示されてい
る。

プリンタのオペレータ
パネルにエラーが表示
さ れ て い る 場 合 は、
「メッセージが表示され
るとき」を参照してくだ
さい。

226

プリンタケーブルに問
題がある。

予備のプリンタケーブ
ルがあれば取り替えて
みてください。

―



第10章    こんなときには

248

全くデータを受信しない。 プリンタケーブルが規
格に合っていない可能
性がある。

IEEE std 1284-1994準拠
のパラレルケーブルま
たは USB2.0 準拠の USB
ケーブルを使用してく
ださい。

29

プリンタの印刷機能に
問題がある可能性があ
る。

プリンタのメニュー印
刷ができるか確認して
ください。

152

インタフェースが無効
になっている。

プリンタのセントロメ
ニューの〔セントロ〕ま
たは USB メニューの
〔USB〕を〔ユウコウ〕に
してください。

177

プリンタドライバが選
択されていない。

プリンタドライバを選
択し、〔通常使うプリン
タ〕に設定してくださ
い。

―

データが欠ける。
受信途中でパソコンが送出を
やめてしまう。

プリンタケーブルが断
線している。

プリンタケーブルが断
線していないか確認し
てください。

―

パソコンのタイムアウ
ト時間の設定が短すぎ
る。

リトライで送出を続行
するようならパソコン
のタイムアウト時間の
設定を長くしてくださ
い。

―

異常音がする。 プリンタが傾いている。安定した水平な場所に
設置してください。

9

プリンタ内部に用紙く
ずや異物がある。

プリンタ内部を点検し、
取り除いてください。

160

トップカバーが開いて
いる。

トップカバーの左右を
押して閉じてください。

7

液晶ディスプレイに〔ト
ナーロー〕または〔ト
ナー コウカン〕と表示
された状態で、プロセス
カートリッジ内の攪拌
棒が回転するときに、カ
シャッカシャッという
音が周期的(約1.3秒間
隔)に発生することがあ
る。

異常ではありません。 ―

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ
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すぐに印刷を開始しない。
印刷を開始するのに時間がか
かる。

省電力モードから復帰
するためにウォーミン
グアップを行っている。

プリンタのメンテナン
スメニューで、〔パワー
セーブ〕を〔ムコウ〕に
すると、ウォーミング
アップ時間を短くする
ことができます。

177

プロセスカートリッジ
のクリーニング動作を
行っていることがある。

印刷品質を保つための
動作です。しばらくお待
ちください。

―

定着器の濃度を調整し
ている。

しばらくお待ちくださ
い。

―

他のインターフェース
からのデータを処理し
ている。

印刷処理が終了するま
でお待ちください。

―

記号の羅列が印刷される。 エミュレーションの選
択がちがう。

Windows環境で印刷する
場合は、エミュレーショ
ンモードをWinモードと
することで無効データ
を読み捨てます。

―

異なるプリンタドライ
バを選択し、印刷を行っ
た。

XL-2200用のプリンタド
ライバを選択し、印刷を
行ってください。

―

I-PRIME の設定がコン
ピュータに合っていな
い。

セントロメニューの〔I-
PRIME〕の項目を〔デー
タクリア〕に設定してく
ださい。（*1）

177

プリンタケーブルが断
線している。

プリンタケーブルが断
線していないか確認し
てください。

―

パソコンのタイムアウ
ト時間の設定が短すぎ
る。

リトライで送出を続行
するようならパソコン
のタイムアウト時間の
設定を長くしてくださ
い。

―

パソコン側のプリンタ
マネージャで印刷デー
タが残っている。

ドキュメントの印刷を
中止または削除してく
ださい。

―

〔データアリ〕を表示したまま
印刷しない。

印刷開始条件が揃って
いない。

オフラインにして〔キャ
ンセル〕スイッチを押し
てください。

170

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ
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*1：一部のPC/AT互換機では、〔I-PRIME〕の設定を〔データクリア〕にする必要があります。 

異常音がする。 プリンタ内部に用紙く
ずやクリップなどの異
物がある。

プリンタ内部を点検し
てください。

160

給紙カセットの装着が
不完全です。

給紙カセットを完全に
装着してください。

120

プリンタが傾いている。安定した水平な場所に
設置してください。

9

トップカバーが開いて
いる。

トップカバーの左側を
押して閉じてください。

7

ウォーミングアップ動作が長
い。

クリーニング動作を
行っている。

故障ではありません。印
刷品位を良くするため
に組み込まれている動
作です。

―

データを受信しても、すぐに
印刷を開始しない。

プリンタがパワーセー
ブモードに入っている。

故障ではありません。
パワーセーブモードか
ら復帰するときのプリ
ンタのウォーミング
アップに必要な時間で
す。

―

メンテナンスメニュー
のパワーセーブ項目を
〔ムコウ〕に設定してく
ださい。

177

定着器の温度を調整し
ている。

故障ではありません。用
紙に最適な温度を制御
しています。印刷を始め
るまで、35秒程度かかる
ことがあります。

―

プロセスカートリッジ
のクリーニング動作を
行っていることがある。

印刷品質を保つための
動作です。しばらくお待
ちください。

―

他のインタフェースか
らデータを処理してい
る。

印刷処理が終了するま
でお待ちください。

―

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ
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印刷ができないとき
印刷ができない場合は、次の内容をご確認ください。
お使いのアプリケーションに関する問題は、各アプリケーションの発売
元へお問い合わせください。

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ

パラレル接続でセットアップ
できない。

WindowsNT4.0 でプラグ
アンドプレイでセット
アップできない。

プラグアンドプレイで
セットアップできるの
はWindows XP/Me/98/
95/2000です。Windows 
NT4.0はプリンタの追加
からセットアップして
ください。

53

コンピュータが双方向
パラレルインタフェー
スをサポートしていな
い。

双方向パラレルインタ
フェースをサポートし
ているコンピュータを
使用してください。

―

パラレルケーブルが規
格に合っていない可能
性がある。

IEEE std 1284-1994準
拠の双方向パラレル
ケーブルを使用してく
ださい。

―

インタフェースが無効
になっている。

プリンタのセントロメ
ニューで〔セントロ〕を
〔ユウコウ〕にしてくだ
さい。

177

セットアップ手順が間
違っている。

「ケーブルを接続する」、
「プリンタドライバのイ
ンストール」を参照して
ください。

29
49

パラレルケーブルが外
れている。

パラレルケーブルを差
し込んでください。

―

パラレルケーブルに問
題がある。

予備のパラレルケーブ
ルがあれば取り替えて
みてください。

―

切替器、バッファ、延長
ケーブルなどを使用し
ている。

プリンタとコンピュー
タを直接接続してみて
ください。

―
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パラレル接続でセットアップ
できない。

セットアップの途中で、
画面に〔検索場所の指
定〕、〔場所の指定〕が表
示される。

プリンタソフトウェア
CD-ROMの中のプリンタ
ドライバのディレクト
リを指定してください。
（例：
「F:¥XL2200¥WIN9X_ME」）

53

セットアップを中断し
た。

もう一度初めからセッ
トアップしてください。

53

USB接続でセットアップでき
ない。

Windows 95/NT4.0で
セットアップできない。

USB接続できるのは
Windows XP/Me/98/2000
です。
Windows 95/NT4.0はパラ
レルで接続してくださ
い。

53

Windows 95/3.1から
アップグレードした
Windows Me/98を使用し
ています。

動作保証できません。
Windows Me/98をクリー
ンインストールしたコ
ンピュータを使用して
ください。

―

コンピュータがUSBイン
タフェースを搭載して
いない。

デバイスマネージャで
USBコントローラが表示
されるか確認してくだ
さい。

―

USBケーブルが規格に合っ
ていない可能性がある。

USB2.0準拠のUSBケーブ
ルを使用してください。

―

インタフェースが無効
になっている。

プリンタのUSBメニュー
の〔USB〕を〔ユウコウ〕
にしてください。

177

セットアップ手順が間
違っている。

「ケーブルを接続する」、
「プリンタドライバのイ
ンストール」を参照して
ください。

29
49

USBケーブルが外れてい
る。

USBケーブルを差し込ん
でください。

―

USBケーブルに問題があ
る。

予備のUSBケーブルがあ
れば取り替えてみてく
ださい。

―

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ
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USB接続でセットアップでき
ない。

USB ハブを使用してい
る。

プリンタとコンピュー
タを直接接続してみて
ください。

―

セットアップの途中で、
画面に〔検索場所の指
定〕、〔場所の指定〕が表
示される。

プリンタソフトウェア
CD-ROMの中のプリンタ
ドライバのディレクト
リを指定してください。
（例：
「F:¥XL2200¥WIN9X_ME」）

53

セットアップを中断し
た。

もう一度初めからセッ
トアップしてください。

53

Windows XP/Me/98で「新
しいハードウェアの追
加ウィザード」画面が表
示されない。

「Windows XPをセット
アップします（USB）」
（83ページ）、「Windows 
Meをセットアップしま
す（USB）」（71ページ）、
「Windows 98をセット
アップします（USB）」
（67ページ）、を参照し
てください。

53

印刷できない。 プリンタの電源が切れ
ている。

プリンタの電源を入れ
てください。

35

インタフェースが無効
になっている。

プリンタのセントロメ
ニューの〔セントロ〕ま
たは USB メニューの
〔USB〕を〔ユウコウ〕に
してください。

177

プリンタケーブルが外
れている。

プリンタケーブルを差
し込んでください。

―

〔オフライン〕になって
いる。

〔オンライン〕を押して
〔オンライン〕にしてく
ださい。

170

プリンタケーブルに問
題がある。

予備のプリンタケーブ
ルがあれば取り替えて
みてください。

―

切替器、バッファ、延長
ケーブル、USBハブを使
用している。

プリンタとコンピュー
タを直接接続してみて
ください。

―

プリンタドライバの出
力ポートが間違ってい
る。

プリンタケーブルを接
続した出力ポートを指
定してください。

―

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ
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印刷できない。 他のインタフェースか
らの印刷を処理してい
る。

印刷処理が完了するま
でお待ちください。

―

プリンタドライバが〔通
常使うプリンタ〕になっ
ていない。

〔通常使用するプリン
タ〕にしてください。

―

双方向パラレルまたは
USBで動作する他のプリ
ンタドライバがインス
トールされている。

他のプリンタドライバ
を削除してみてくださ
い。

―

I-PRIME の設定がコン
ピュータに合っていな
い。

プリンタのメニュー設
定で〔I-PRIME〕を〔3u
SEC〕または〔50u SEC〕
にしてください。

177

メモリ不足になる。 複数のアプリケーショ
ンを同時に起動しいる。

使用していないアプリ
ケーションを終了して
ください

―

印刷が遅い。 印刷処理をコンピュー
タ側でも行っている。

処理速度の速いコン
ピュータを使用してく
ださい。

―

高解像度を選択してい
る。

プリンタドライバの〔解
像度〕で低解像度を指定
してください。

200

印刷データが複雑であ
る。

印刷データを簡単にし
てください。

―

特定ポート（パラレル/
USB/LAN）からの印刷を
実行後に別ポートから
の印刷を行なうとメ
ニュー設定の〔ウェイト
タイム〕分、ポート切り
替えに時間がかかる。

〔システムコウセイメ
ニュー〕の〔ウェイトタ
イム〕時間を短くしてく
ださい。ただし、コン
ピュータ側の性能に
よっては受信タイムア
ウトが発生する可能性
もありますので注意し
てください。

―

ネットワーク接続でセット
アップできない。印刷できな
い。

セットアップ、印刷方法
などに問題がある。

本プリンタ添付のプリ
ンタソフトウェア CD-
ROM に収められている
『XL-2200ネットワーク
ガイド』「困ったときに
は」をご覧ください。

xvii

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ
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DOSやESC/P対応のアプリケー
ションから印刷できない。

Windows専用モード（オ
ペレータパネルにWINと
表示）の場合は印刷でき
ない。

オペレータパネルの〔シ
ス テ ム コ ウ セ イ メ
ニュー〕で〔エミュレー
ション〕モードを〔TEXT〕
としてください。

177

オペレータパネルに「ムコウ
　データ」と表示され、何も
印刷されない。

WINモード時（181ペー
ジ参照）に、次のデータ
を受信した場合に表示
される。
･ ESC/P データを受信し
た場合
･ 他機種プリンタ用の
印刷データを受信し
た場合
･ 印刷途中にプリンタ
電源を切/入し、パソ
コン側に残っている
スプールデータを印
刷した場合

不当なデータであるこ
とを意味します。
プリンタ側で自動的に
判断するめた、データを
キャンセルする必要は
ありません。（次の印刷
ジョブより正常印刷が
可能です。）

―

印刷データの途中までしか出
力されず、場合によってはオ
ペレータパネルに「ムコウ
データ」と表示される。

印刷中にパソコン側の
データ送信が停止し、プ
リンタ側のウェイトタ
イム時間内にデータを
受信できなかった。

オペレータパネルのシ
ステム構成メニューで
〔ウェイトタイム〕時間
（181ページ参照）を長く
設定することで回避で
きます。

―

文字化けしたデータが大量に
印刷される。

TEXTモード時（181ペー
ジ参照）に次の条件で発
生する。
･ 他機種プリンタ用の
印刷データを受信し
た場合
･ 印刷途中にプリンタ
電源を切/入し、パソ
コン側に残っている
スプールデータを印
刷した場合

オフラインおよびジョ
ブキャンセル後、パソコ
ン側のスプールデータ
をキャンセル（207ペー
ジ参照）し、その後オン
ラインに戻してくださ
い。

―

現　　象 原　　因 処　　置 参照
ページ
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HEX（ヘキサ）ダンプ印刷を設定する
パソコンからのデータが、プリンタに正しく転送されているかどうかを
確認する場合などにHEXダンプを設定します。
HEX（ヘキサ）ダンプとは、パソコンからプリンタに送られた印刷デー
タを、アルファベットや漢字などの文字ではなく、16進数のデータで
印刷する機能です。
ＨＥＸダンプを設定するためには、以下の操作を行ってください。

1 電源スイッチの〔I側〕を
押す

電源が入ります。

2 〔メニュー〕スイッチを数
回押し、〔システムホセイ
メニュー〕を表示する

3 〔設定項目▲〕スイッチを
3回押し、〔ヘキサダンプ
ジッコウ〕を表示する

4 〔メニュー選択〕スイッチ
を押す

ON OFF

POWER

�ｼｽﾃﾑ ﾎｾｲ�
ﾒﾆｭｰ�

�ﾍｷｻﾀﾞﾝﾌﾟ�
ｼﾞｯｺｳ�

�ｵﾝﾗｲﾝ�
HEX

�ｼｮﾘﾁｭｳ�
HEX�

（パソコンからのデータを受信）
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以下にHEXダンプ印刷の例を示します。

・HEXダンプモードを解除するときは、プリンタの電源をOFF

にしてください。

・HEXダンプモードをするときは、必ずA4の用紙を使用して
ください。
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TCP/IP(lpr)の注意と制限
TCP/IP（lpr）での注意/制限事項は、次のとおりです。

▼設定について

■本プリンタ側の設定について
・ IPアドレスの設定には十分注意してください。IPアドレスはシステ
ム全体で管理されているアドレスです。ネットワーク管理者と十分
相談のうえ、設定してください。

・ ネットワーク環境によっては、サブネットマスクやゲートウェイの
設定が必要になります。ネットワーク管理者に相談のうえ、必要な
項目を設定をしてください。

■ホスト側の設定について
・ IPアドレスの設定には十分注意してください。IPアドレスはシステ
ム全体で管理されているアドレスです。ネットワーク管理者と十分
相談のうえ、設定してください。

・ NIS（Network Information Service）の管理下で使用されているホ
ストで、ネットワーク（IPアドレスなど）の設定を行う場合は、NIS
の管理者に相談してください。

▼印刷するとき

あるホストから印刷要求を受け付けていた場合、別のホストからの印刷
要求を受け付けることができません。

■ホストのIPアドレスやパソコン名を変更した場合
ホストのIPアドレスやパソコン名を変更した場合、本プリンタ側からの
問い合わせ処理や取り消し処理が正常に行われなくなります。本プリンタ
の受信バッファに印刷データがない状態で、電源を切/入してください。

本プリンタの受信バッファにある印刷データの印刷中止/強
制排出は、オペレータパネルから操作できます。操作方法
は、「プリンタ側で印刷を中止する」（174ページ）、「印刷指
示したジョブの状態を確認する」（208ページ）、および「残っ
たデータを強制印刷する」（173ページ）を参照してください。
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給紙トレイの自動選択および自動切り替えを行なう
複数トレイ（トレイ1/トレイ2/MPF（給紙トレイ））から印刷サイズの
用紙がセットされているトレイを自動的に選択し、用紙切れの場合には
別のトレイに自動的に切り替えて給紙を継続することができます。
オペレータパネルとプリンタドライバのプロパティ画面で、次の設定を
行ってください。

1 トレイにセットされている用紙サイズに合わせて、〔メディア

メニュー〕の各トレイの〔ヨウシサイズ〕を設定する
オペレータパネル側で設定を行います。

2 プリンタドライバのプロパティ画面を開く

プリンタドライバのプロパティ画面で設定を行います。

3 〔その他〕タブをクリックし、〔用紙サイズチェック〕の〔あ
り〕を選択する

4 〔用紙〕タブをクリックし、〔給紙オプション〕ボタンをクリッ
クする

5 〔オプション給紙装置〕ダイアログボックスで拡張給紙ユニッ
トまたはMPF（給紙トレイ）のチェックをつける
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▼給紙トレイの自動選択を行う

印刷する用紙サイズに合わせて給紙トレイを自動的に選択する場合は、
〔用紙〕タブの給紙方法で〔操作パネル設定〕を選択します。印刷する
用紙サイズを変更するたびに、給紙方法を変更する必要がなくなりま
す。

▼給紙トレイの自動切り替えを行う

特定のトレイからの印刷途中に用紙切れが発生し、同一サイズの用紙が
セットされた他のトレイに自動的に切り替えたい場合は、〔用紙〕タブ
から〔オプション給紙装置〕ダイアログボックスを開き、〔自動トレイ
切り替え〕にチェックをつけます。

･ 給紙トレイの自動選択および自動切り替え機能を利用す
るには、あらかじめオペレータパネルで各トレイの用紙
サイズを正しく設定しておく必要があります。

･ 設定した用紙サイズが異なる場合にオペレータパネル上
に「．．．ヨウシナシ」や「．．．サイズガ　チガイマス」と
エラーが表示され、停止状態となることがあります。
〔オンライン〕スイッチを押したり、トップカバーを開け
閉めすることで強制的に印刷することができます。ただ
し、実際に給紙された用紙サイズが印刷サイズと異なる
場合には、給紙途中の用紙幅センサー部でエラー（「ヨウ
シサイズ　エラー」と表示）となることがありますので、
ご注意ください。
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■給紙トレイの自動選択（操作パネル設定）および自動
切り替えの動作例
給紙トレイの自動選択および自動切り替えの動作例を、次の表に示します。
プリンタドライバの他の設定条件：給紙方法＝操作パネル設定／用紙サイズチェック＝あり

* メディアメニューの〔インサツメニュー〕〔キュウシトレイ〕で設
定したトレイ（デフォルト：トレイ１）が選択対象となります。

〔自動トレイ切り替え〕が無効で用紙なしと表示された状態
で停止している場合、トップカバーの開け閉めや〔オンライ
ン〕スイッチを押すことで同じ用紙サイズが設定された別ト
レイから強制的に給紙できます。

プリンタドライバ
での設定 オペレーションパネルでの設定

連続印刷時の給紙トレイ
の切り替わり順序

用紙タブ メディアメニューのヨウシサイズ設定

印刷サイズ 自動トレイ
切り替え トレイ１ トレイ２ ＭＰＦ

Ａ４ 有効 Ａ４ Ａ４ Ａ４ トレイ１給紙→トレイ２給
紙→ＭＰＦ給紙

Ａ４ Ａ４ Ａ４以外 トレイ１給紙→トレイ２給
紙

Ａ４ Ａ４以外 Ａ４ トレイ１給紙→ＭＰＦ給紙
Ａ４以外 Ａ４ Ａ４ トレイ２給紙→ＭＰＦ給紙
Ａ４ Ａ４以外 Ａ４以外 トレイ１給紙
Ａ４以外 Ａ４ Ａ４以外 トレイ２給紙
Ａ４以外 Ａ４以外 Ａ４ ＭＰＦ給紙

Ａ４以外 Ａ４以外 Ａ４以外 「トレイ１　サイズガ　チ
ガイマス」のエラー表示*

無効 Ａ４ Ａ４ Ａ４ トレイ１給紙
Ａ４ Ａ４ Ａ４以外 トレイ１給紙
Ａ４ Ａ４以外 Ａ４ トレイ１給紙
Ａ４以外 Ａ４ Ａ４ トレイ２給紙
Ａ４ Ａ４以外 Ａ４以外 トレイ１給紙
Ａ４以外 Ａ４ Ａ４以外 トレイ２給紙
Ａ４以外 Ａ４以外 Ａ４ ＭＰＦ給紙

Ａ４以外 Ａ４以外 Ａ４以外 「トレイ１　サイズガ　チ
ガイマス」のエラー表示*
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ここでは、プリンタを使用する際に補助的に必
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プリンタの仕様
▼基本仕様

以下に、本プリンタの仕様を示します。

＊1：収容枚数は64g/m2にて換算

印刷方式 LEDを露光光源とする電子写真方式
印刷速度
（連続コピー最大）

標準給紙カセット：18枚/分、拡張給紙ユニット：18枚/分、
給紙トレイ：13枚／分（A4サイズ） 

ウォームアップタイム 電源投入後35秒以内
印刷幅 最大 215.9mm
メモリ 16MB（オプション増設なし）
エンジン解像度 600 × 600 ドット／インチ
用紙サイズ A4、B5、A5、A6、レター、はがき、往復はがき、

ユーザ定義（90×148～215.9×297）

給紙方式*1 カセットによる自動給紙 (収容枚数 250枚、拡張給紙ユニット使用により
750枚)
手差しによる給紙（1枚）
給紙トレイによる自動給紙（収容枚数 100枚）

排紙方式*1 フェースダウンスタッカ（スタック枚数 150枚) 
フェースアップスタッカ (スタック枚数  50枚)

使用環境条件*2 温度　10℃～32℃
湿度　20％～80％（結露しないこと）

使用条件*3 月間平均印刷枚数3000枚／月（平均電源入時間200時間／月）、
月間最大印刷枚数1500枚／月

電源・電源周波数 AC100V±10Ｖ、50/60 Hz±１Hz
消費電力 動作時　700W以下、節電時　10W以下
突入電流 80A以下
漏洩電流 0.25mA以下
騒音（音圧レベル） 動作時　51.7dB(A) 以下、待機時  36dB(A) 以下
外形寸法（標準装備） 幅 355mm、奥行き 395mm、高さ 200mm (手差しトレイ、スタッカプレート

折りたたみ時) 
重量（標準装備） 約9.0kg（オプション、用紙重量含まず) 
OS Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP日本語版
インタフェース IEEE1284 パラレル／USB（フルスピードモード：12Mbps）／LAN（100Base-

TX/10Base-T）*4

パソコン PC/AT互換機

プリンタシーケンス*5 Windows専用（XL-2200独自*6）、テキストモード*7 
文字・書体*8 日本語2書体（明朝体／ゴシック体）、欧文2書体
装置寿命*3 5年（8時間／日、3000枚/月）または18万枚印刷 (A4) 
用紙 普通紙64g/m2 ～87g/m2 (55kg～75kg)、厚紙、官製はがき、OHPフィルム

（レーザプリンタ用）、ラベル紙（レーザプリンタ用）
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＊2：湿度80％のときは温度18～27℃、温度10℃のときは湿度73％以下、温度32℃
のときは湿度54％以下でご使用ください。

＊3：1ジョブ当たり3枚印刷
＊4：オプションのプリンタLANカード増設時（FM-LNA110およびNetwareは未対応）
＊5：データ処理解像度

＊6：Printianaviは未対応
＊7：ESC/P相当
＊8：テキストモード時に有効

・ 耐用期間は、プリンタの設置環境・使用頻度により大幅
に変動します。

・ 24時間運用の場合は、耐用期間は5年より短くなります。

▼インタフェース仕様

パソコンとのインタフェースは、IEEE 1284の仕様に準拠した双方向パ
ラレルインタフェースを採用しています。

■インタフェース仕様とコネクタピン配列
・ インタフェースコネクタ
プリンタ側：36極コネクタ(メス)　アンフェノール　57-40360相当品
ケーブル側：36極コネクタ(オス)　アンフェノール　57-30360相当品

・ ケーブル：最長1.5ｍ以下のケーブルを使用してください。
（雑音対策にはツイストペア線を使用し、シールドされていること。）

・ 信号レベル： LOW：0.0Ｖ～＋0.4Ｖ HIGH：＋2.4Ｖ～＋5.0Ｖ
・ データ転送方式：８ビットパラレル
・ コネクタピン配列

        インタフェースコネクタ(36ピン)

Windowsモード 600dpi×1200dpi
600dpi× 600dpi
300dpi× 300dpi

テキストモード 600dpi× 600dpi
300dpi× 300dpi

18 1

1936
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双方向OFF時のピン配列

ピン№ 信号名 方　　向 機　　　　能

1 nStrobe(HostClk) TO  PRINTER データを読み込むためのパルスです。
後縁でデータを読み込みます。

2 DATA  1 TO  PRINTER 8ビットのパラレルデータです。ハイレ
ベルが“1”, ローレベルが“0”です。3 DATA  2

4 DATA  3
5 DATA  4
6 DATA  5
7 DATA  6
8 DATA  7
9 DATA  8
10 nAck(PtrClk) FROM  PRINTER データの受信完了を示す信号です。
11 Busy(PtrBusy) FROM  PRINTER プリンタがデータを受け取れる状態かど

うかを示す信号です。ハイレベルのとき
はデータを受け取れません。

12 PError(AckDataReq) FROM  PRINTER ハイレベルのときは、用紙のエラーを示
します。

13 Select(Xflag) FROM  PRINTER パラレルインタフェースが有効な場合、
常にハイレベルです。

14 nAutoFd(HostBusy) TO  PRINTER 双方向通信で使用します。
15 － － 使用していません。
16 GND － 信号グランド
17 FG － シャーシグランド
18 ＋5V FROM  PRINTER 外部へ電源を供給できません。

19～30 GND － 信号グランド
31 nInit(nInit) TO  PRINTER ローレベルで、プリンタが初期化されま

す。
32 nFault(nDataAvail) FROM  PRINTER プリンタがアラーム状態のときローレベ

ルになります。
33 GND － 信号グランド
34 － － 使用していません。
35 HILEVEL FROM  PRINTER プリンタ内部で3.3KΩで+5Vにプルアッ

プされています。
36 nSelectIn

(IEEE1284 active)
TO  PRINTER 双方向通信で使用します。コンパチブル

モード時はローレベルでなければなりま
せん。
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注）・ (　)内はニブルモードの信号名です。
・ 米国電気電子技術者協会が規定するIEEE Std 1284-1994のニブ
ルモードをサポートしています。この規格に適合しないコン
ピュータやケーブルを使用すると、予期しない動作をすること
があります。

■USBインタフェース仕様とコネクタピン配列

・ USBピン配列

基本仕様 USB仕様
インタフェースコネクタ プリンタ側：Bレセプタクル（メス）

ケーブル側：Bプラグ（オス）
ケーブル XL-CBLU1または、2m以下のUSB仕様Revision2.0以上に適合

したケーブル（雑音対策にはツイストペア線を使用し、シー
ルドされていること。）

伝送モード フルスピード（最大12Mbps + 0.25%）
電力制御 セルフパワーデバイス

ピン番号 信号名称 機能

1 vbus 電源 (+5v)
2 D- データ転送用
3 D+ データ転送用
4 GND 信号グランド

2 1

3 4



付　録

268

▼オプション品の仕様

本プリンタのオプション品の仕様は、次のとおりです。

■拡張給紙ユニット(500枚)

■給紙トレイ(100枚)

■プリンタLANカード

*:NetWareは、サポートしていません。

■印刷可能領域と印刷方向
ここで説明する印刷可能領域は、プリンタが印刷できる最大領域です。
実際の印刷領域は、アプリケーションにより異なることがあります。ア
プリケーションにより余白設定が可能な場合は、下記に示す余白サイズ
以上に設定してご使用ください。

･ 印刷精度（連量55Kg（64Kg/m2）の場合）は、書き出し位
置±2mm、用紙の斜行1mm/100mm、画像伸縮±1mm/100mmで
す。

･ オペレータパネルの〔Xホセイ〕、〔Yホセイ〕の設定によ
り、印刷位置が微調整（±2.0mm）できます

● Windowsモード
このプリンタドライバで使用できる用紙サイズおよび印刷範囲は次の
とおりです。
余白部分に指定されたデータの印刷結果は保証されません。
アプリケーションにより余白設定が可能な場合は、下記に示す余白サイ
ズ以上の設定でご使用ください。

給紙枚数 500枚×1段
外形寸法 330(幅)×430(奥行き)×205(高さ)mm
質 量 5.7kg

給紙枚数 100枚
外形寸法 320(幅)×249(奥行き)×137(高さ)mm
質 量 1.5kg

インタフェース 100BASE-TX/10BASE-T

TCP/IPプロトコル* LPR、IPP、DHCP、HTTP、SNMP、SMTP
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単位：mm

注）この値は初期値です。トレイ1、手差し、給紙トレイでは長さ148～
297mm、幅90～215.9mmの間で、トレイ2では長さ210～297mm、幅148
～215.9mmの間で設定可能です。

以下の場合、印刷可能領域（余白領域）が異なることがあり
ますので、必要に応じてアプリケーションで余白の大きさを
設定し直してください。
･ マルチページのとき。
･ 拡大・縮小設定のとき。
･ 用紙サイズで「A3→A4」、「B4→A4」を選択したとき。

縦（ポートレイト） 横（ランドスケープ）
余白領域

用　紙 左 右 上 下
用紙長 用紙幅 用紙長 用紙幅 A B C D

A4 297.0 210.0 210.0 297.0 5.08 5.08 5.08 5.08
A5 210.0 148.0 148.0 210.0 5.08 5.08 5.08 5.08
A6 148.0 105.0 105.0 148.0 5.08 5.08 5.08 5.08
B5 257.0 182.0 182.0 257.0 5.08 5.08 5.08 5.08
ユーザ定義 注） 297.0 210.0 210.0 297.0 5.08 5.08 5.08 5.08
レター 279.4 215.9 215.9 279.4 5.08 5.08 5.08 5.08
はがき 148.0 100.0 100.0 148.0 5.08 5.08 5.08 5.08
往復はがき 200.0 148.0 148.0 200.0 5.08 5.08 5.08 5.08

用紙幅�

用紙長�印刷可能領域�

A

C

B 

D
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● テキストモード

単位：mm

用紙寸法 印刷可能領域
余白領域

用　紙 左 右 上 下
A B C D E F G H

A4 210.0 297.0 199.84 283.42 5.08 5.08 8.50 5.08
A5 148.0 210.0 137.84 196.42 5.08 5.08 8.50 5.08
A6 105.0 148.0 94.84 134.42 5.08 5.08 8.50 5.08
B5 182.0 257.0 171.84 243.42 5.08 5.08 8.50 5.08
ユーザ定義 （*） 210.0 297.0 199.84 283.42 5.08 5.08 8.50 5.08
LETTER 215.9 279.4 205.74 265.82 5.08 5.08 8.50 5.08
ハガキ 100.0 148.0 89.84 134.42 5.08 5.08 8.50 5.08
往復ハガキ 148.0 200.0 137.84 186.42 5.08 5.08 8.50 5.08

用
紙
送
り
方
向�

A

B D
H

G

E C F

ABC XYZ

012 789

印刷方向：縦�

印刷方向：縦（ポートレイト）�
頭出し位置＝8.5mm
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･ 「頭出し位置」の設定によりトップ (Ｇ) と印刷可能領域
(Ｄ)が変化します。

･ 「X補正」、「Y補正」により、印刷可能領域が変化します。
･ カスタム（*）はトレイ1、手差し、給紙トレイでは90×
148 (mm)～215.9×297 (mm)で、トレイ2では148×
210(mm)～215.9×297 (mm)の間で任意のサイズが指定で
きますが、用紙端から5.08mmまでの領域には印刷しない
でください。この領域に印刷すると印刷品位が劣化する
ことがあります。
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単位：mm

用紙寸法 印刷可能領域
余白領域

用　紙 左 右 上 下
A B C D E F G H

A4 297.0 210.0 286.84 196.42 5.08 5.08 8.50 5.08
A5 210.0 148.0 199.84 134.42 5.08 5.08 8.50 5.08
A6 148.0 105.0 137.84 91.42 5.08 5.08 8.50 5.08
B5 257.0 182.0 246.84 168.42 5.08 5.08 8.50 5.08
ユーザ定義 （*） 297.0 210.0 286.84 196.42 5.08 5.08 8.50 5.08
LETTER 279.4 215.9 269.24 202.32 5.08 5.08 8.50 5.08
ハガキ 148.0 100.0 137.84 86.42 5.08 5.08 8.50 5.08
往復ハガキ 200.0 148.0 189.84 134.42 5.08 5.08 8.50 5.08

用紙送り方向�

A

B D
H

G

E C F

ABC XYZ

012 789

印刷方向：横�

印刷方向：横（ランドスケープ）�
頭出し位置＝8.5mm
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･ 「頭出し位置」の設定によりトップ (Ｇ) と印刷可能領域
(Ｄ)が変化します。

･ 「X補正」、「Y補正」により、印刷可能領域が変化します。
･ カスタム（*）はトレイ1、手差し、給紙トレイでは90×
148 (mm)～215.9×297 (mm)で、トレイ2では148×
210(mm)～215.9×297 (mm)の間で任意のサイズが指定で
きますが、用紙端から5.08mmまでの領域には印刷しない
でください。この領域に印刷すると印刷品位が劣化する
ことがあります。
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テキストモードコマンド一覧
このプリンタでサポートしているテキストモードのコマンドを以下に示します。

●書式設定・実行 ●ANKテキスト処理

●ANK・漢字テキスト処理



付　録

275

付

運

用

編

●漢字テキスト処理 ●ビットイメージ処理

●補助機能
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テキストモードの初期状態

*:メニュー設定によります。

項　目 初期化状態

ページ長 メニューで設定した用紙サイズ
ミシン目スキップ 解除
右マージン 用紙サイズの右端または136桁（10CPIの文字幅によ

る）*

左マージン 0
改行量 1/6インチ/行
水平タブ位置 8文字毎の水平タブ
垂直タブ位置 無指定
文字ピッチ 10文字/インチ
プロポーショナル 解除
英数カナ文字書体 ローマンまたはサンセリフ*

文字品位 高品位
国際文字選択 日本
文字コード表 カタカナコードまたは拡張グラフィックス*

文字間スペース量 0
文字装飾 解除
縮小 解除
漢字モード 解除
漢字書体 平成明朝体または平成角ゴシック体*

縦書き／横書き 横書き
全角文字／半角文字／1/4角文字 全角文字
全角文字の左右スペース量 左スペース量：0　右スペース量：3（180dpi相当）
半角文字の左右スペース量 左スペース量：0　右スペース量：3（180dpi相当）
1/4角文字の左右スペース量 左スペース量：0　右スペース量：2（180dpi相当）
漢字装飾 解除



付　録

277

付

運

用

編

初期化動作の発生条件と範囲を下表に示します。

工場出荷時の設定ではI-PRIME信号は無視されます。

項　目
I-PRIME受信

リセットスイッチ
データクリア

受信バッファ クリアする クリアする
入力バッファ（テキストのみ） クリアする クリアする
印刷バッファ（編集中） クリアする クリアする
印刷バッファ（編集済） クリアする クリアする
印刷バッファ（印刷中） クリアしない クリアしない
ダウンロード文字定義（テキスト）クリアする クリアする
外字定義（テキスト） クリアする クリアする
その他のアラーム メニュー設定に初期化 メニュー設定に初期化
アラーム 〔オンライン〕スイッチにて

解除できるもののみクリア
する。

〔オンライン〕スイッチ
にて解除できるものの
みクリアする。



付　録

278

テキストモードのキャラクタコード一覧表
テキストモードのキャラクタコードは以下のとおりです。

●カタカナコード

注）＜２３＞16、＜２４＞16、＜４０＞16、＜５Ｂ＞16～＜５Ｅ＞16、

＜６０＞16、＜７Ｂ＞16～＜７Ｅ＞16のコードは、国際文字選択に

よって入れ替わります。

【国際文字コード】
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●拡張グラフィックコード

注）＜２３＞16、＜２４＞16、＜４０＞16、＜５Ｂ＞16～＜５Ｅ＞16、

＜６０＞16、＜７Ｂ＞16～＜７Ｅ＞16のコードは、国際文字選択に

よって入れ替わります。

【国際文字コード】
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JIS-90第一水準漢字一覧表
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JIS-90第二水準漢字一覧表



付　録

284



付　録

285

付

運

用

編



付　録

286

アプリケーションソフトについて
アプリケーションソフトにおけるプリンタの選択基準について説明し
ます。

●Windows対応ソフト
添付のXL-2200専用プリンタドライバをインストールしてください。

●ESC/P対応ソフト
以下の順で選択してください。

優先順位 プリンタ名
1 ESC/P24-J84
2 VP-1000/3000
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HyperPrintの概要
「HyperPrint」を使用すると、印刷機能を持つアプリケーションであれ
ば、種類を問わず、印刷データを利用したさまざまな機能を利用できる
ようになります。
「HyperPrint」による印刷機能を利用することにより、印刷コストの削
減と、効率的な印刷を実現できます。

■特　長
●印刷コストの削減
・ プレビュー上で詳細確認と不要なページのカット
・ 両面印刷、縮小印刷による印刷用紙の削減
・ 印刷データのファイル保存

●アプリケーション導入コストの削減
・ データを確認するためのアプリケーションが不要
・ アプリケーションのバージョン/レベルなどの整合性への意識不要

●業務の効率化
・ 送付先のパソコン環境を意識することが不要
・ 帳票作成時と同様の鮮明度

■動作環境
とくに制限はありません。

■「HyperPrintお試し版」の機能制限
・ プレビュー左下に「お試し版を利用して作成した」旨のメッセージ
を表示します。

・ プレビュー表示30回で製品購入を促すメッセージを表示します。
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RepoAgentの概要
「RepoAgent」は、ビジネス帳票を作成、印刷するためのソフトウェアです。
さまざまなビジネス帳票をワープロを使用する感覚でビジュアルに作
成できます。また、帳票の印刷はアプリケーションから制御できます。

■特　長
●帳票印刷プログラムの生産性を大幅に向上
ワープロを使用する感覚で手軽に帳票設計ができ、帳票印刷プログラム
の生産性を大幅に向上します。また、運用中に会社のロゴを変更すると
いった作業も、帳票印刷プログラムを変更することなく対応できます。

●多彩な帳票設計
以下の多彩な表現手段の提供により、複雑な帳票もかんたんに設計でき
ます。
　罫線、網かけ、文字装飾、バーコード(11種)、画像、
　データ内容に応じた小計/見出し/改ページの自動挿入  など

●容易なアプリケーション連携
アプリケーション側では、帳票に埋め込むデータをCSVテキスト形式で
出力し、RepeAgentを呼び出すだけで帳票印刷を実現できます。 CSVテ
キストはUnicodeにも対応しています。
また、アプリケーションからの呼び出しインタフェースには、コマン
ド、API、ActiveXコントロール、Javaクラスの4種類を用意していま
す。お使いの開発環境や運用形態に応じて選択できます。

■動作環境
対応OS Windows 98/Me/NT4.0/2000/XP
対応パソコン FMVシリーズおよびAT互換機
メモリ 64MB以上
ディスプレイ解像度 800×600以上(1024×768以上を推奨)
ハードディスク 空き容量23MB以上

(インストール時は、さらに作業域として10MB必要)
プリンタ Windowsから印刷できるプリンタ

(バーコード印刷時は印刷解像度300dpi以上を推奨)

■「RepoAgentお試し版」の機能制限
お試し版で作成したレポート定義ファイルは、RepoAgentでは使用でき
ません。
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アフターサービスについて
・ お買い求めの際に販売店でお渡しする保証書は、大切に保存してく
ださい。

・ 保証書は、日本国内でのみ有効です。
・ 無償保証期間は、お買い上げ日より6か月です。詳細は保証書をご覧
ください。

・ 保守部品の供給期間は、このプリンタの製造中止後6年です。ご了承
ください。

・ 分解、改造などをしないでください。無償保証期間内でも、無償修
理を受けられないことがあります。

・ プリンタのご使用にあたっては、純正のサプライ品をお使いくださ
い。サプライ品以外の用品をお使いになったことによる製品の誤動
作、および故障に関しましては、当社は一切責任を負いかねますの
で、ご了承ください。

・ 操作、機能について不明な点、修理のご相談は、お買い求めの販売
店、または「富士通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」にご連
絡ください。

「富士通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」
：0120-950-222(フリーダイヤル)

- おかけ間違いのないよう、ご注意ください。
- ダイヤル後、音声ガイドに従い、ボタン操作を行ってく
ださい。お客様の相談内容によって、各窓口へご案内い
たします。

- 営業時間 9:00～17:00(土・日・祝日およびシステムメ
ンテナンス日を除く)

・ ハードウェア修理相談センターの連絡先は、下記のとおりです。

「ハードウェア修理相談センター」
：0120-422-297(フリーダイヤル)

- 受付時間：平日9:00～17:00（土曜・日曜・祝日および
当社指定の休日を除く）
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■事業系の使用済み製品の引き取りとリサイクルにつ
いてのお願い
本製品の所有権が事業主の場合、使用済み後に廃棄される製品は産業廃
棄物扱いとなります。廃棄は、マニフェスト伝票（廃棄物管理表）の発
行が必要となります。
また、本製品の所有者が当社に廃棄を依頼される場合、当社と提携して
いる物流会社（産業廃棄物収集運搬許可業者）にて引き取りを行いま
す。このときは、株式会社富士通ロジスティックスのエコーセンターへ
お問い合わせください。

- 電話 045-470-5305
- URL h t t p : / / e c o . f u j i t s u . c o m / r e c y c l e /

frs_address.html

当社では、富士通リサイクルシステムを構築し、リサイクルセンターに
て使用済み製品の解体、分別処理を行い、部品の再使用や材料へのリサ
イクルを行っています。

・修理のためにプリンタの返却が必要と判断された場合は、

「設定内容の一覧を印刷する」（152ページ）を参照して設

定内容の一覧を印刷し、プリンタと一緒に送付してくださ
い。

・プリンタを移送する場合は、「第 7 章　日常のメンテナン

ス」「プリンタを移送する」（166ページ）を参照し、正し
く取り扱ってください。
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